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Ⅰ　調査の概要
１.調査目的

２.調査設計

（1）調査地域 兵庫県全域

（2）調査対象 県内に居住する満15～79歳までの男女

（3）調査方法 インターネットによるアンケート調査
※インターネット調査会社の株式会社マクロミルのモニタ会員に対して、メールを配信、

　ウェブサイトへ誘導し、アンケート形式で回答を得た。

（4）調査時期 平成30年12月14日（金）～19日（水）
※追跡調査は平成31年1月8日（火）～11日（金）

（5）サンプル数 3,000サンプル

（6）地域区分

県民局

神戸

阪神南

阪神北

東播磨

北播磨

中播磨

西播磨

但馬

丹波

淡路

３.報告書の見方

（1）報告書内のグラフおよび数表の％表示は、表章単位未満を四捨五入しているため、
　　 回答の合計が100％にならない場合がある。

（2）【複数回答】表示の質問は、１調査対象者が２つ以上の選択肢を選んで回答することが
　　 できる質問であり、この場合の比率は、それぞれの回答数を調査対象者数ベースで割った
　　 ものであり、その合計は通常100％を超える。

（3）回答選択肢は、図表および文章中において簡略化しているものがある。

該当市町

神戸市

尼崎市、西宮市、芦屋市

洲本市、南あわじ市、淡路市

篠山市、丹波市

豊岡市、養父市、朝来市、香美町、新温泉町

相生市、たつの市、赤穂市、宍粟市、太子町、上郡町、佐用町

姫路市、神河町、市川町、福崎町

西脇市、三木市、小野市、加西市、加東市、多可町

明石市、加古川市、高砂市、稲美町、播磨町

伊丹市、宝塚市、川西市、三田市、猪名川町

少子対策・子育て支援に係る環境、県民のニーズ、意見、課題などを把握し、次期プラン改定

のための基礎資料とする。
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（4）クロス分析を行う上で、回答者の性別や年代、職業などから、選択肢を再分類化している
場合がある。

例１：年代別

【19歳以下】　→　15～19歳

【20代】　→　20～24歳、25～29歳

【30代】　→　30～34歳、35～39歳

【40代】　→　40～44歳、45～49歳

【50代以上】　→　50～59歳、60～69歳、70～79歳

例２：夫婦の就業状況別

【共働き世帯】　→　結婚している（初めて・再婚）／回答者と配偶者の両方が有職者

【片働き世帯】　→　結婚している（初めて・再婚）／回答者と配偶者のどちらかが有職者、他方が無職者

【その他】　→　結婚している（初めて・再婚）／回答者と配偶者の両方が無職者

例３：子どもの有無別

【子どもがいる】　→　子どもが1人以上

【子どもがいない】　→　子どもがいない

例４：未既婚・子どもの有無別

【既婚者-子どもがいる】　→　結婚している（初めて・再婚）／子どもがいる

【既婚者-子どもがいない】　→　結婚している（初めて・再婚）／子どもがいない

【未婚者-子どもがいる】　→　結婚したことはない・結婚していたが、離別・死別した／子どもがいる

【未婚者-子どもがいない】　→　結婚したことはない・結婚していたが、離別・死別した／子どもがいない

例５：ライフステージ別

【独身者】　→　結婚したことはない・結婚していたが、離別・死別した／子どもがいない

【夫婦のみ】　→　結婚している（初めて・再婚）／子どもがいない

【ベビーファミリー層】　→　末子が就学前（0～6歳）

【ヤングファミリー層】　→　末子が小学生

【ファミリー層】　→　末子が中学生以上
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Ⅱ　結果の概要

◆夫婦の就業状況は「共働き世帯」が約6割。地方部で多い傾向。

◆少子化の要因として、経済的な負担を感じる人が多く、教育費への支援を
　要望する声が多い。

共働き世帯（56.8％）が約6割となっており、片働き世帯（38.3％）よりも多くなっている。地域別でみると、
但馬や丹波、淡路では「共働き世帯」がおよそ3分の2を占めて多くなっている。一方、神戸や東播磨、西
播磨では「共働き世帯」は半数程度にとどまっており、「片働き世帯」が40％以上と比較的多くなっている。

56.8

52.9

57.3

60.5

53.9

60.3

56.0

53.2

63.5

65.5

66.7

38.3

41.2

36.3

35.0

41.7

37.2

40.7

43.6

28.8

32.8

28.3

4.8

5.9

6.4

4.5

4.4

2.6

3.3

3.2

7.7

1.7

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=1,630)

神戸(n=391)

阪神南(n=267)

阪神北(n=220)

東播磨(n=228)

北播磨(n=78)

中播磨(n=182)

西播磨(n=94)

但馬(n=52)

丹波(n=58)

淡路(n=60)

■夫婦の就業状況（地域別）
共働き世帯 片働き世帯 その他

46.7

52.7

66.7

20.5

20.0

7.4

3.9

21.3

2.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

結婚や子育てに対する意識・

価値観の多様化

子育てと仕事の両立の難しさ

生活費や教育費など、

経済的な負担

若者の雇用・就業環境の悪化

出産・子育ての身体的・

精神的な負担

祖父母との同居・近居の減少

地域住民同士の関係の希薄化

出産・子育てなどに関する

支援制度が不充分

その他

（％）

■少子化の要因（複数回答：n=3,000）少子化の要因として、最も多くあげられてい
るのが「生活費や教育費など、経済的な負
担」（66.7％）で、全体の3分の2の人が回答し
ている。以下、「子育てと仕事の両立の難し
さ」（52.7％）と「結婚や子育てに対する意識・
価値観の多様化」（46.7％）が続く。

また、今後、負担になりそうな費用として、
「小・中・高校にかかる費用」（45.0％）と「大学
にかかる費用」（44.3％）がほぼ並んで多く
なっている。なかでも、小学生以下の子どもが
いるベビーファミリー層やファミリー層で多くみ
られ、目先の負担に加えて、将来的な“教育
費”の負担に不安を感じる家庭が多くなって
いる。

－3－



◆少子化が与える影響として、主に経済面での影響が大きく、社会保障における
　適正な給付や雇用環境の整備を期待

◆若年層では半数に転出意向あり。
　入学や進学、就職などで県外への流出意向もみられる。

少子化が与える影響は、「年金、医療、介護
な ど 社 会保 障制 度 が持 続で きな く なる 」
（69.3％）や「労働人口・生産人口の減少によ
り、経済活動が停滞する」（59.7％）など、経済
や福祉面での影響を懸念する声が多くなって
いる。

また、「過疎化の進行、地域社会の活力が
低下する」（44.6％）も続いて多くなっており、
地域社会の変容を危惧する声も多くなってい
る。

44.6

59.7

69.3

15.4

10.8

13.9

13.1

0.4

5.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

過疎化の進行、

地域社会の活力が低下する

労働人口・生産人口の減少により、

経済活動が停滞する

年金、医療、介護など

社会保障制度が持続できなくなる

望ましい規模の集団の中で、

子どもの教育ができなくなる

警察、消防、自衛隊等の人員が確保

できなくなり、治安・防災機能が低下

する

学校や公園といった

教育・文化施設が減少する

空き家が増えて、

まちの景観や治安が悪化する

その他

特にない

（％）

■少子化が与える影響（複数回答：n=3,000）

67.0

45.7

55.6

72.1

74.8

82.8

17.0

29.3

28.5

14.3

8.9

4.4

15.9

25.0

15.9

13.6

16.3

12.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3,000)

10代(n=280)

20代(n=797)

30代(n=810)

40代(n=816)

50代以上(n=297)

■転出の意向（年代別）

同じ市町に住み続けたい 5年以内に移る予定 5年程度は住み続けるが、

いずれは移る予定

20代以下の若年層ではおよそ半数が今後の転出を検討しており、そのうちの半数が県外への転出意向
をみせている。若年層が転出する理由は、入学・進学や就職といったライフステージが変化するタイミング
が多くなっている。

－4－



◆未婚者のうち、結婚願望がある人は約6割。
　結婚に対して、束縛感や息苦しさを感じる人が多い。

結婚したい
35.0%

どちらかといえば

結婚したい
25.5%

どちらかといえば

結婚したくない
8.8%

結婚したくない
15.3%

わからない
15.5%

■結婚願望（n=1,370）現在、未婚者の結婚願望をみると、「結婚し
たい」（35.0％）と「どちらかといえば結婚した
い」（25.5％）をあわせると、約6割が“結婚した
い”と回答している。

未婚・独身でいる理由は「いい相手がみつからない」（38.0％）が最も多くあげられているが、行政への
要望として直接的な「出会いの場の提供」（6.3％※）を望む声は少なく、「安定した雇用環境の整備」
（30.8％※）や「賃金を上げるなど、安定して生活ができるための支援」（27.6％※）を望む声が多くなって
いる。

また、結婚願望がない人は、結婚に対して「自由に使えるお金や時間、行動が制約される」（52.3％）や
「責任が増す」（47.7％）、「相手の家族や親族との付き合いがわずらわしい」（44.1％）など、束縛感や息
苦しさのようなイメージを持っており、未婚・独身に自由・気楽さを感じている人が多くなっている。

※1～3位まで順位付けをして回答したうち、1位に選択した回答者の割合、それ以外の数値は複数回答で得られた回答者の割

26.9

10.2

12.7

24.7

16.6

38.0

19.4

25.3

3.6

4.6

2.5

6.6

0.0 20.0 40.0 60.0

まだ結婚するには若いと思う

仕事に専念したい

趣味に集中したい

未婚または独身の方が気楽

結婚に興味がない

いい相手が見つからない

異性とうまくつきあえない

結婚資金や、結婚後に経済的な不安がある

同棲でよいと思っている

親の介護など、家庭の事情がある

親や周囲が同意しない

その他

（％）

■未婚・独身でいる理由（複数回答：n=1,370）

－5－



◆経済的なことを理由に、理想よりも子どもの数が少ない人が多い。

◆子育てのイメージは、「小さい子どもがいる家庭」や「独身者」で不安に感じる人が
　多くなっている。

■子育てのイメージ（ライフステージ別）

回
答
数

（
n

）

明
る
く
楽
し
い
家
庭
生
活
が
送
れ
る

精
神
的
な
安
ら
ぎ
が
あ
る

日
々
の
生
活
に
活
力
が
生
ま
れ
る

自
分
自
身
が
成
長
で
き
る

社
会
的
な
信
用
が
得
ら
れ
る

老
後
の
生
活
が
安
心
で
き
る

育
児
が
う
ま
く
で
き
る
か
不
安

親
と
し
て
の
責
任
が
大
き
く
不
安

自
由
に
使
え
る
お
金
や
時
間

、

行
動
が
制
約
さ
れ
る

子
ど
も
の
親
同
士
の
付
き
合
い
や

人
間
関
係
が
わ
ず
ら
わ
し
い

そ
の
他

全体 3000 35.8 18.4 29.7 30.0 6.2 7.1 31.7 37.2 28.7 19.1 1.2

独身者 1261 23.1 12.8 19.8 21.6 6.7 9.4 40.6 45.0 32.0 22.4 1.8

夫婦のみ 302 35.4 13.9 29.1 27.8 5.6 8.3 37.7 37.4 27.5 20.2 1.3

ベビーファミリー層 728 51.8 21.6 35.9 36.3 6.3 5.6 27.5 32.4 27.3 16.1 0.4

ヤングファミリー層 250 44.4 24.8 41.6 38.0 3.2 4.0 20.0 33.6 28.4 18.8 0.8

ファミリー層 449 41.0 29.2 41.4 40.3 6.7 3.8 16.7 25.4 23.2 14.3 0.9

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
別

少ない

(少なくなりそう)
41.2%

理想通り
27.5%

多い

(多くなりそう)
3.2%

わからない
28.2%

■理想と実際の子どもの数の差（n=3,000）

子どもの数が「理想よりも少ない（少なく
なりそう）」人が4割（41.2％）と最も多く、子
どもの数が「理想通り」の人は3割程度
（27.5％）であった。

「理想よりも少ない（少なくなりそうな）」理
由として、「子育てや教育にお金がかかる」
が大きな要因のひとつとなっており、少子
化の要因と同様、経済的な理由をあげる
人が多くなっている。

子育てのイメージは、全体では「親としての責任が大きく不安」（37.2％）、「明るく楽しい家庭生活が送
れる」（35.8％）、「育児がうまくできるか不安」（31.7％）、「自分自身が成長できる」（30.0％）の順に多く
なっており、良いイメージと不安なイメージが入り混じる結果となった。

小さい子どもがいる家庭や独身者は、子育てに対して漠然とした不安を感じており、ネガティブなイ
メージを持つ人が多くなっている。一方で、子育てがある程度落ち着いた家庭では不安もある中で、楽
しさや成長を感じる人も多くなっている。
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◆子育てに悩んだ時の相談先は身近な人が多いが、一方で公的な支援を望む声も。

◆子育てをしながら働く際に困難なことは、「子どもの預け先」の確保。
　年代の若い層では職場の雰囲気やキャリアを気にする声も。

■女性にとって、子育てをしながら働く際に困難な点（年代別） （％）

回
答
数

（
n

）

仕
事
を
し
て
い
る
間

、
子
ど
も
を

預
け
る
人
や
施
設
の
確
保
が
難
し
い

病
気
や
け
が
な
ど

、

子
ど
も
の
緊
急
時
に
対
応
し
に
く
い

職
場
に
時
短
勤
務
や

休
み
を
取
り
に
く
い
雰
囲
気
が
あ
る

職
場
で
育
児
休
業
の

復
帰
前
後
の
支
援
が
少
な
い

職
場
で
の
昇
進
・
昇
格
に
影
響
す
る

配
偶
者
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い

配
偶
者
以
外
の
家
族
の

協
力
が
得
ら
れ
な
い

子
ど
も
と
過
ご
せ
る
時
間
が
少
な
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

全体 3000 62.9 48.0 38.9 21.1 10.6 16.3 4.7 18.1 0.7 6.2

10代 280 57.5 31.4 38.9 34.3 18.2 11.4 5.4 9.3 0.0 9.3

20代 797 62.6 42.3 39.9 23.0 14.3 14.7 3.6 20.7 0.5 6.4

30代 810 62.1 51.1 41.9 21.0 10.4 17.0 4.2 19.3 0.9 5.8

40代 816 64.1 54.2 37.4 16.7 6.6 18.5 5.6 17.5 0.9 6.0

50代以上 297 67.3 53.9 32.3 16.5 4.7 16.8 5.4 17.5 0.7 4.7

年
代
別

子育てに悩んだ時の相談先は、「配偶者」
（68.8％）をはじめ、「配偶者以外の家族や
親族」（49.5％）や「友人・知人」（45.0％）と
いった身近な人に相談する人が多く、公的
な機関や地域のコミュニティなどを相談先に
あげる人は少なくなっている。

一方で、行政への具体的な要望を自由回
答形式で聞くと、なかには子育てに関する
支援制度や相談先に関する情報発信を望
む声があがっており、現状の支援情報が行
き届かず、認知されていないことがうかがえ
る。

女性にとって、子育てをしながら働く際に困難なことは、年代が高い層ほど「仕事をしている間、子どもを
預ける人や施設の確保が難しい」や「病気やけがなど、子どもの緊急時に対応しにくい」といった“子ども
の預け先”をあげる人が多くなっている。

一方で、年代が若い世代ほど「職場に時短勤務や休みを取りにくい雰囲気がある」や「職場で育児休業
の復帰前後の支援が少ない」、「職場での昇進・昇格に影響する」など、“職場の雰囲気やキャリア”に関
する項目が多くなっており、年代による意識の差がみられる。

68.8

49.5

45.0

7.9

8.6

3.1

1.8

1.8

1.0

3.3

5.1

0.2

9.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

配偶者

配偶者以外の家族や親族

友人・知人

仕事の関係者

保育所、幼稚園、

児童館などの先生・職員

医療機関

市町の相談窓口

こども家庭センター

保健所

子育てサークル

インターネット

その他

誰にも相談していない

（％）

■子育てに悩んだ時の相談先（複数回答：n=3,000）
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◆男性の子育てへの積極的な参加には、職場の理解と社会全体の意識改革が必要。
　子育てと仕事の両立には、多様な働き方に応じた“働き方改革”の推進が不可欠。

男性が子育てに積極的に参加するために必要なこととして、「企業が子育てしやすい職場環境を整備
すること」（50.4％）や「長時間労働の改善、休暇制度の普及」（43.0％）など、職場の理解や働き方に関
する項目が多くあげられている。また、「男女の役割分担についての社会通念、習慣の意識をかえるこ
と」（43.0％）や「男性が仕事中心の生き方・働き方の意識をかえること」（32.5％）が続いており、“男性は
仕事、女性は家庭”の固定観念が未だに根強く、意識改革が必要との声があがっている。

また職場において、子育てと仕事の両立のために必要だと思う制度をみると、「短時間勤務やフレック
スタイム制」（48.0％）や「残業をさせない制度」（34.4％）、「在宅勤務制度」（24.9％）などが上位にあげら
れており、多様な働き方に応じた“働き方改革”を推進し、働きやすい職場環境を作ることが求められて
いる。

43.0

50.4

32.5

9.8

43.0

30.2

17.5

1.5

0.0 20.0 40.0 60.0

男女の役割分担についての

社会通念、習慣の意識を

かえること

企業が子育てしやすい

職場環境を整備すること

男性が仕事中心の生き方・

働き方の意識をかえること

仕事と家庭の両立などの

問題について相談できる

窓口を設けること

長時間労働の改善、

休暇制度の普及

仕事のｽｹｼﾞｭｰﾙ調整等により、

夫婦が協力し合って育児を

すること

子どもに家事などを男女で

分担するような教育や

育て方をすること

その他

（％）

■男性が子育てに積極的に参加するために

必要なこと（複数回答：n=3,000）

24.4

28.4

48.0

34.4

25.2

16.1

24.9

13.8

2.8

16.3

9.1

1.6

0.0 20.0 40.0 60.0

育児休業期間(最大2年)の

更なる延長

子どもが2歳になるまで、希望する

全ての親へ育児休業期間を延長

短時間勤務制度や

フレックスタイム制

残業をさせない制度

出産時の父親への休暇付与

事業所内保育施設の設置

在宅勤務制度

子育てを理由として退職した

従業員の再雇用制度

子育てと仕事の両立に関する

相談窓口の設置

育児休業中の給与等の一部支給

本人が希望する業務・

部署への異動制度

その他

（％）

■子育てと仕事の両立のために必要だと思う制度

（複数回答:n=3,000）
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◆幼児教育の無償化により、約半数が保育所を利用する意向あり。
　幼稚園から転園を希望する人は約3割。

現在、幼稚園を利用している家庭と子どもを預けていない家庭に対して、幼児教育の無償化が実施され
た場合、保育所の利用意向があるかについて聞くと、「保育所を利用したい」（47.0％）が約半数となってお
り、子どもを預けていない人で約6割、現在、幼稚園を利用している人でも約3割が「保育所を利用したい」
と回答している。

幼児教育が無償化された場合でも「保育所
は利用しない」理由として、「子どもを転園させ
たくないから」（25.2％）や「利用する幼稚園等
の教育方針が魅力的だから」（18.2％）など、
幼稚園を利用したいという意向がある一方で、
そもそも「働くことを希望しないから」（18.2％）
という人もみられる。

18.2

25.2

6.3

18.2

11.9

4.2

0.0

16.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

働くことを

希望しないから

子どもを

転園させたくないから

居住する地域では

保育所に入りにくいから

利用する幼稚園等の

教育方針が魅力的だから

子どもを長時間

預けることになるから

希望の働き方ができる

仕事がないから

希望する内容の

仕事がないから

その他

（％）

■保育所を利用しない理由（n=143）

47.0

27.6

56.8

35.9

64.2

21.6

17.1

8.2

21.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(n=398)

幼稚園に預けている
(n=134)

現在、

子どもは預けていない
(n=264)

■幼児教育の無償化による保育所の利用意向（現在、子どもを預けている施設別）

保育所を利用したい 保育所は利用しない わからない
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◆女性は出産費用、保育所等の充実・支援、男性は就業支援や出会い・結婚支援を
　望む声が多い。

充実してほしい支援策は、「出産に関する費用や医療費等の軽減・助成」が最も多く、次いで「保育所・
認定こども園等の増設・充実」や「保育料の軽減・助成」が続いており、これらは主に女性、とりわけ30代
以下を中心に多くなっている。また、「若者の就業支援」や「出会い・結婚支援」は男性を中心に多くなっ
ている。

各支援策の評価をみると、充実してほしい支援策として上位に挙げられている項目ほど、評価が高い
傾向がみられるものの、全体的に平均点（※）で2点前後の“もう少し努力が必要”という評価となっている。
また、点数の低い項目では「取り組みを知らない」が多くなっており、支援内容に加えて、情報が行き届
いていないことも課題のひとつといえる。

※平均点は各項目に対して、「よくやっている」が5点、「まあよくやっている」が4点、「どちらともいえない」が3点、「もう少し努力

が必要」が2点、「もっと努力が必要」が1点、「取り組みを知らない」が0点として加点し、平均点を算出した

22.4

16.1

9.9

10.8

31.1

4.7

12.3

28.2

8.7

10.3

2.8

3.5

26.7

13.8

12.5

15.6

7.9

4.9

12.3

0.7

7.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

【就業・出会い・結婚・妊娠・出産支援】

若者の就業支援

出会い・結婚支援

若者に対する職業・結婚観についての意識啓発

特定不妊治療への支援

出産に関する費用や医療費等の軽減・助成

出産や育児に関する相談機関の充実

【子育て支援】

小児医療体制の充実

保育所・認定こども園等の増設・充実

放課後児童クラブ（学童保育）の増設・充実

地域における子育て支援サービスの充実

子育てに関する情報の発信

子どもと一緒に集まれる場づくり

【経済的負担の軽減】

保育料の軽減・助成

子どもの医療費助成の充実

給付型奨学金など教育費用の軽減・助成

児童手当等による経済的支援の充実

【社会的移動対策】

住宅に関する支援

企業の誘致・雇用の充実

育児と仕事を両立するための企業への支援

【その他】

その他

特にない

（％）

■充実してほしい支援策（複数回答:n=3,000）

－10－



■まとめ

◆少子化について

◆社会的移動について

◆結婚・子育てのイメージについて

◆子育てと仕事の両立について

◆行政への意見・要望について

　保育所の増設や幼児教育の無償化、また一部の自治体では医療費の無料化が進むなど、未就学
児への子育て支援が広がるなか、教育費に関する不安が大きくなっている。特に兵庫県では大学へ
の進学率が全国的にも高い傾向にあり、その点で不安に思う人も多くなっていると思われる。これまで
の子育て支援に加えて、特に義務教育以降の教育費への支援が要望されている。
　また、少子化により経済・福祉面への影響が懸念されており、労働人口・生産人口の減少が危惧さ
れている。若年層の雇用安定に加え、高齢者や女性の就業環境を整備といった対策が必要であると
考えられる。

　兵庫県では人口の減少が続くなかで、今回の調査においても、若年層が進学や就職を機に、今後
県外への転出意向のある人が多くみられた。転出先として、大阪や東京を含めた首都圏をあげる人
が多く、若年層が安心して暮らせる為の雇用環境の整備が必要である。また、進学や就職、転勤など
があっても、いつかは兵庫県に戻って暮らしたいと思えるような郷土愛の醸成を学校や地域と一緒に
なって図っていくことも必要と考えられる。

　未婚・独身者は、結婚に対して“不自由”や“責任”といった息苦しいイメージを持っており、自由や
気楽さを求める人が多く、行政への要望として「出会いの場の提供」よりも、経済的に安定して生活が
できるための施策を要望する声が多くなっている。
 また、子育てに対しては、親としての責任や育児への漠然とした不安を感じており、いずれもネガティ
ブなイメージを持つ人が多くなっている。一方、子育てを経験している人は、責任を感じつつも良いイ
メージを持つ人が比較的多くなっており、未知であるがゆえの不安とも考えられる。このことから、子育
ての経験や知識、悩みなどを共有できる場の設定や地域のコミュニティづくりなど、子育てに対するネ
ガティブなイメージを少しでも払拭できるような支援を期待したい。

　男女とも、子育てと仕事の両立には職場の理解が必要不可欠であり、短時間勤務やフレックスタイ
ム制など、多様な働き方に応じた“働き方改革”の推進が必要であると考えられる。しかしながら、企業
では慢性的な人員不足が課題となっており、企業側の努力だけでは立ち行かなくなっている現状も
みられる。そういった企業側へのサポート、例えば採用活動費や業務合理化に向けた投資への助成
など、企業が働きやすい職場環境を整備するための支援も必要と考えられる。

　行政への意見・要望として、「出産にかかる費用や医療費等の軽減・助成」や「保育所・認定こども園
の増設・充実」、「保育料の軽減・助成」などが多くなっている。これらは県内でも地域によって支援内
容に差がみられ、公平さを求める声もみられた。一方で、「若者に対する就業・結婚観についての意
識啓発」や「特定不妊治療への支援」、「若者の社会移動対策」などは、認知度が比較的低くなって
おり、必要な情報を必要な人へタイムリーに発信する工夫も必要だと思われる。
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Ⅲ　調査の結果
１．回答者の属性について

（1）性別

（2）年齢

問１ あなたの性別を教えてください。

１．男性 ２．女性

【全体】
・あらかじめ男女の構成比を設定した上で調査
を実施した。
・「男性」が49.5％、「女性」が50.5％とほぼ同じ
割合となっている。

男性
49.5%

女性
50.5%

■性別（n=3,000）

問２ あなたの年齢を教えてください。

１．10代 ２．20代 ３．30代 ４．40代 ５．50代以上

【全体】
・性別と同様、あらかじめ年代の構成比を設
定した上で調査を実施した。
・「10代」が9.3％、「20代」が26.6％、「30代」
が27.0％、「40代」が27.2％、「50代以上」が
9.9％となっており、子育て世代ともいえる20
～40代であわせて8割を占めている。

【性別】
・男性と女性の年代構成比にあまり大きな差
はみられない。

10代
9.3%

20代
26.6%

30代
27.0%

40代
27.2%

50代以上
9.9%

■年齢（n=3,000）

9.0

9.6

26.2

26.9

27.2

26.8

27.6

26.8

10.0

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性
(n=1,484)

女性
(n=1,516)

■年代（性別）
10代 20代 30代 40代 50代以上
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（3）居住地域

■居住地域・市・町単位（n=3,000） （％）

回答者割合
人口構成比

【※】
回答者割合

人口構成比
【※】

神戸 神戸市 26.9 27.8 姫路市 9.5 9.7

尼崎市 7.2 8.2 市川町 0.1 0.2

西宮市 7.9 8.8 福崎町 0.2 0.4

芦屋市 1.7 1.7 神河町 0.2 0.2

伊丹市 4.5 3.6 相生市 0.5 0.5

宝塚市 3.6 4.1 赤穂市 0.9 0.9

川西市 3.0 2.8 宍粟市 0.4 0.7

三田市 2.0 2.0 たつの市 1.5 1.4

猪名川町 0.2 0.6 太子町 1.1 0.6

明石市 5.5 5.3 上郡町 0.2 0.3

加古川市 5.3 4.8 佐用町 0.2 0.3

高砂市 1.5 1.6 豊岡市 1.7 1.5

稲美町 0.3 0.6 養父市 0.4 0.4

播磨町 0.7 0.6 朝来市 0.5 0.6

西脇市 0.7 0.7 香美町 0.3 0.3

三木市 1.9 1.4 新温泉町 0.3 0.3

小野市 0.5 0.9 篠山市 1.0 0.7

加西市 0.7 0.8 丹波市 2.2 1.2

加東市 0.9 0.7 洲本市 1.3 0.8

多可町 0.2 0.4 南あわじ市 1.3 0.8

淡路市 0.9 0.8

地域 地域

但馬

丹波

淡路

阪神南

阪神北

東播磨

北播磨

中播磨

西播磨

問３ あなたの住んでいる市町を教えてください。

（ ） 市・町 ※市町名から選択

26.9

16.8

13.3

13.3

4.9

10.0

4.8

3.2

3.2

3.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

神戸

阪神南

阪神北

東播磨

北播磨

中播磨

西播磨

但馬

丹波

淡路

（％）

■居住地域・県民局単位（n=3,000）
【全体】
・性別と年代同様、居住地の構成比についても、
県民局単位で人口の構成比【※】となるよう、あら
かじめ設定した上で調査を実施した。
・「神戸」が26.9％と最も多く、以下、「阪神南」
（ 16.8 ％ ） 、 「 阪 神 北 」 （ 13.3 ％ ） 、 「 東 播 磨 」
（ 13.3 ％ ） 、 「 中 播 磨 」 （ 10.0 ％ ） 、 「 北 播 磨 」
（4.9％）、「西播磨」（4.8％）、「淡路」（3.4％）、
「但馬」（3.2％）、「丹波」（3.2％）の順となってお
り、おおむね人口構成比と同様の結果が得られ
た。
・市・町単位でみると、「神戸市」（26.9％）が最も
多 く、 以下、 「姫路市 」（ 9.5％ ） 、「西 宮市 」
（7.9％）、「尼崎市」（7.2％）、「明石市」（5.5％）、
「加古川市」（5.3％）と続く。

【※】総務省「平成27年国勢調査」より
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【地域別にみた性別】
・「北播磨」や「但馬」、「丹波」ではやや女性の割合が多くなっている。

【地域別にみた年代】

・「西播磨」や「但馬」、「丹波」で10代の割合が比較的少なくなっている。

50.0

50.3

49.8

49.0

47.3

50.2

51.0

44.8

45.4

49.0

50.0

49.7

50.3

51.0

52.7

49.8

49.0

55.2

54.6

51.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

神戸(n=806)

阪神南(n=505)

阪神北(n=400)

東播磨(n=400)

北播磨(n=148)

中播磨(n=301)

西播磨(n=145)

但馬(n=96)

丹波(n=97)

淡路(n=102)

■地域別にみた性別
男性 女性

10.2

10.3

9.5

9.0

8.1

10.0

4.8

4.2

6.2

12.7

26.8

26.9

26.8

27.0

23.0

26.9

27.6

25.0

26.8

24.5

26.6

26.7

27.3

27.3

27.7

26.6

27.6

28.1

26.8

28.4

26.6

26.5

27.0

27.0

29.1

26.6

29.0

32.3

29.9

26.5

9.9

9.5

9.5

9.8

12.2

10.0

11.0

10.4

10.3

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

神戸(n=806)

阪神南(n=505)

阪神北(n=400)

東播磨(n=400)

北播磨(n=148)

中播磨(n=301)

西播磨(n=145)

但馬(n=96)

丹波(n=97)

淡路(n=102)

■地域別にみた年代
10代 20代 30代 40代 50代以上
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（4）職業

会社員･公務員

(正規社員･職員)
40.0%

会社員･公務員

(契約･嘱託･

派遣など)
5.8%

自営業･自由業
4.9%

パート･

アルバイト
13.5%

家事専業
15.5%

無職
7.0%

学生
12.9%

その他
0.4%

■職業（n=3,000）

問４ あなたの職業を教えてください。 ※複数ある場合は主な職をお答えください

１．会社員・公務員（正規社員・職員）

２．会社員・公務員（契約社員・嘱託社員・派遣社員など）

３．自営業・自由業

４．パート・アルバイト

５．家事専業

６．無職

７．学生

８．その他

【全体】

・職業は「会社員・公務員（正規社員・職

員）」が40.0％と最も多く、以下、「家事専

業」が15.5％、「パート・アルバイト」が

13.5％、「学生」が12.9％と続いている。

・働いて収入を得ている人（以下、有職者

【※】）はあわせて64.2％となっており、おお

よそ全体の3分の2を占めている。

【※】“有職者”とは、ここでは「会社員・公務員（正規

社員・職員）」、「会社員・公務員(契約・嘱託・派遣な

ど)」、「自営業・自由業」、「パート・アルバイト」が含ま

れる

【性別】
・男性は「会社員・公務員（正規社員・職員）」が58.7％と約6割を占めている。
・女性は「家事専業」が30.5％と最も多く、次いで「会社員・公務員（正規社員・職員）」が21.7％、
「パート・アルバイト」が21.0％とほぼ並んで続いている。
・男性の“有職者”は77.2％となっており、女性（51.4％）と比べて多くなっている。

58.7

21.7

5.7

5.9

7.1

2.8

5.7

21.0

0.3

30.5

8.4

5.5

13.7

12.1

0.5

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性
(n=1,484)

女性
(n=1,516)

■職業（性別）

会社員･公務員

(正規社員･職員)

会社員･公務員

(契約･嘱託･

派遣など)

自営業･自由業 パート･

アルバイト

家事専業 無職 学生 その他
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■職業（性・年代別、地域別） （％）

回
答
数

（
n

）

会
社
員
･
公
務
員

(

正
規
社
員
･
職
員

)

会
社
員
･
公
務
員

(

契
約
･
嘱
託
･
派
遣
な
ど

)

自
営
業
･
自
由
業

パ
ー

ト
･

ア
ル
バ
イ
ト

家
事
専
業

無
職

学
生

そ
の
他

全体 3000 40.0 5.8 4.9 13.5 15.5 7.0 12.9 0.4

男性-10代 134 3.0 0.7 0.7 1.5 0.0 3.0 90.3 0.7

男性-20代 389 53.2 4.6 4.1 7.7 0.5 9.3 20.6 0.0

男性-30代 403 76.2 5.7 3.7 6.9 0.5 6.5 0.2 0.2

男性-40代 409 71.1 6.6 12.5 3.9 0.0 5.4 0.2 0.2

男性-50代以上 149 41.6 10.1 14.8 6.0 0.0 24.8 0.0 2.7

女性-10代 146 2.7 0.0 0.7 4.1 0.7 1.4 90.4 0.0

女性-20代 408 33.6 6.1 2.0 15.7 24.3 5.4 12.3 0.7

女性-30代 407 22.6 5.7 2.2 22.1 40.0 6.9 0.2 0.2

女性-40代 407 19.7 8.4 4.4 28.3 33.2 5.7 0.2 0.2

女性-50代以上 148 10.8 5.4 4.7 29.7 43.2 6.1 0.0 0.0

神戸 806 38.5 6.1 4.1 12.7 14.6 8.3 15.4 0.4

阪神南 505 41.4 6.1 3.6 12.1 14.3 7.3 15.2 0.0

阪神北 400 39.0 6.3 6.3 13.5 14.0 7.0 13.3 0.8

東播磨 400 42.3 5.5 4.0 13.5 17.8 5.0 11.3 0.8

北播磨 148 36.5 10.1 3.4 13.5 18.2 8.1 10.1 0.0

中播磨 301 40.2 5.3 4.0 14.6 18.6 4.7 12.6 0.0

西播磨 145 42.8 4.8 5.5 13.8 15.9 7.6 9.0 0.7

但馬 96 43.8 5.2 9.4 8.3 14.6 12.5 5.2 1.0

丹波 97 40.2 2.1 9.3 21.6 15.5 4.1 6.2 1.0

淡路 102 37.3 2.0 12.7 19.6 13.7 3.9 10.8 0.0

性
・
年
代
別

地
域
別

【性・年代別】
・男女とも10代は「学生」がいずれも90％を超えている。
・男性の30～40代は「会社員・公務員（正規社員・職員）」が70％以上を占めて多くなっている。
・女性は20代で「会社員・公務員（正規社員・職員）」が33.6％と最も多くなっているが、そこから年
代が上がるにつれて割合は減っていき、反対に「パート・アルバイト」や「家事専業」は年代が上がる
につれて、割合が増えている。

【地域別】
・但馬では「無職」（12.5％）、丹波では「パート・アルバイト」（19.6％）、淡路では「自営業・自由業」
（12.7％）と「パート・アルバイト」（21.6％）が他の地域に比べてそれぞれ多くなっている。
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（5）通勤時間

【“有職者”の人のみ】

問５ あなたの片道の通勤時間を教えてください。

１．30分未満

２．30分～1時間未満

３．1時間～1時間30分未満

４．1時間30分～2時間未満

５．2時間以上

【全体】
・片道の通勤時間は「30分未満」が50.7％と
半数を占めて最も多くなっている。
・次いで「30分～1時間未満」が32.5％と続
いており、“1時間未満”はあわせて83.2％と
全体の8割以上を占めている。

【性別】
・女性は「30分未満」が61.2％となっており、
男性（43.5％）と比べて多くなっている。

【年代別】
・年代が上がるにつれて、「30分未満」の割
合が大きくなっている。

30分未満
50.7%

30分～

1時間

未満
32.5%

1時間～

1時間30分

未満
13.8%

1時間30分

～2時間

未満
2.3%

2時間以上
0.7%

■通勤時間（n=1,926）

43.5

61.2

36.2

27.0

16.1

10.5

3.1

1.2

1.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性
(n=1,145)

女性
(n=781)

■通勤時間（性別）
30分未満 30分～

1時間未満

1時間～

1時間30分未満

1時間30分～

2時間未満

2時間以上

42.1

49.5

49.4

52.1

54.1

36.8

31.9

35.1

30.7

31.1

10.5

15.0

12.9

14.6

10.9

2.6

2.2

2.1

3.3

10.5

1.0

0.3

0.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代
(n=19)

20代
(n=505)

30代
(n=587)

40代
(n=632)

50代以上
(n=183)

■通勤時間（年代別）
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【地域別】
・但馬や丹波、淡路、北播磨で「30分未満」が比較的多く、特に但馬と丹波では80％前後を占めて
いる。
・一方、神戸や阪神南、阪神北では「30分未満」は半数以下となっており、「30分～1時間未満」や
「1時間～1時間30分未満」が他の地域に比べて多く、通勤時間がやや長い。

40.3

40.4

45.8

51.0

70.2

57.5

59.8

82.8

78.9

71.2

38.5

44.5

30.4

31.0

20.2

25.4

32.0

12.5

14.1

21.9

17.6

13.5

21.5

13.8

8.5

10.4

7.2

4.7

4.2

4.1

2.8

0.9

1.9

4.2

5.2

1.0

1.4

0.8

0.6

0.4

1.1

1.6

1.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

神戸
(n=494)

阪神南
(n=319)

阪神北
(n=260)

東播磨
(n=261)

北播磨
(n=94)

中播磨
(n=193)

西播磨
(n=97)

但馬
(n=64)

丹波
(n=71)

淡路
(n=73)

■通勤時間（地域別）
30分未満 30分～

1時間未満

1時間～

1時間30分未満

1時間30分～

2時間未満

2時間以上
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（6）家族構成

問６ あなたが現在、同居している家族構成は次のどれにあたりますか？

１．１人暮らし

２．あなた・配偶者（夫または妻）

３．あなた・配偶者（夫または妻）・子ども

４．あなた・配偶者（夫または妻）・親

５．あなた・配偶者（夫または妻）・子ども・親

６．あなた・子ども

７．あなた・親

８．あなた・子ども・親

９．その他

【全体】
・家族構成は「あなた・配偶者・子ども」が35.6％と最も多く、次いで「あなた・親」が27.6％、「あな
た・配偶者」が13.0％、「１人暮らし」が12.9％と続く。
・「あなた・配偶者・親」（2.5％）や「あなた・配偶者・子ども・親」（3.4％）といった、配偶と親とが同
居している家庭は、あわせても5.9％と少なくなっている。

【性別】
・男性は「あなた・親」（32.8％）や「1人暮らし」（14.9％）が女性と比べて多くなっている。
・一方、女性は「あなた・配偶者・子ども」（38.3％）や「あなた・配偶者」（15.1％）が男性と比べて多
くなっている。

12.9

13.0

35.6

2.5

3.4

2.0

27.6

1.1

1.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

1人暮らし

あなた･配偶者

あなた･配偶者･

子ども

あなた･配偶者・

親

あなた･配偶者･

子ども･親

あなた･子ども

あなた･親

あなた･子ども･

親

その他

（％）

■家族構成（n=3,000）

14.9

10.9

32.8

2.8

3.0

0.5

32.8

0.9

1.5

10.9

15.1

38.3

2.2

3.8

3.4

22.5

1.4

2.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

（％）

■家族構成（性別）

男性(n=1,484)

女性(n=1,516)
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■家族構成（年代別、地域別） （％）

回
答
数

（
n

）

1
人
暮
ら
し

あ
な
た
･
配
偶
者

あ
な
た
･
配
偶
者
･
子
ど
も

あ
な
た
･
配
偶
者
･
親

あ
な
た
･
配
偶
者
･
子
ど
も
･
親

あ
な
た
･
子
ど
も

あ
な
た
･
親

あ
な
た
･
子
ど
も
･
親

そ
の
他

全体 3000 12.9 13.0 35.6 2.5 3.4 2.0 27.6 1.1 1.9

10代 280 12.9 0.0 1.8 1.1 0.4 0.4 77.9 3.6 2.1

20代 797 20.6 10.9 21.1 2.5 1.5 0.9 38.0 0.6 3.9

30代 810 8.9 12.7 49.8 2.1 3.0 1.2 20.2 0.7 1.4

40代 816 9.6 11.3 49.3 2.8 6.1 3.1 16.1 1.0 0.9

50代以上 297 12.1 36.7 30.3 3.7 5.1 5.4 4.0 1.7 1.0

神戸 806 18.5 11.3 33.5 2.0 2.1 1.7 27.8 0.9 2.2

阪神南 505 14.1 15.4 34.3 2.4 1.4 2.2 27.1 1.4 1.8

阪神北 400 10.8 14.0 36.3 1.5 3.3 1.3 30.0 1.0 2.0

東播磨 400 8.8 12.3 40.8 2.3 2.5 2.5 28.8 0.8 1.5

北播磨 148 10.1 11.5 33.8 0.7 6.1 4.1 29.7 2.0 2.0

中播磨 301 10.6 15.3 38.2 2.3 3.3 1.7 25.6 1.3 1.7

西播磨 145 5.5 9.7 46.9 4.8 4.1 1.4 24.8 1.4 1.4

但馬 96 13.5 12.5 21.9 6.3 13.5 0.0 25.0 2.1 5.2

丹波 97 9.3 15.5 28.9 5.2 9.3 3.1 25.8 2.1 1.0

淡路 102 10.8 12.7 34.3 4.9 7.8 2.9 25.5 0.0 1.0

年
代
別

地
域
別

【年代別】
・10代では「あなた・親」が77.9％と最も多くなっているが、20代で38.0％、30代では20.2％と、年代
が上がるにつれてその割合は少なくなっている。
・20代は「1人暮らし」が20.6％となっており、他の年代に比べて多くなっている。
・30～40代は「あなた・配偶者・子ども」が最も多く、約半数を占めている。

【地域別】
・東播磨と西播磨では「あなた・配偶者・子ども」が40％以上となっており、他の地域に比べて多く
なっている。
・また、但馬では「あなた・配偶者・子ども・親」が13.5％となっており、他の地域が10％未満である
のに比べて多くなっている。
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（7）同居人数

問７ あなたが現在、同居している世帯人員は何人ですか？あなたを含めてお答えください。

（ ） 人

【全体】

・同居人数は「3人」が29.0％、「4人」が27.2％と

ほぼ並んで多くなっており、あわせると全体の半

数以上を占めている。

・以下、「2人」（18.6％）、「1人」（12.9％）、「5人」

（8.8％）、「6人以上」（3.5％）の順となっている。

【性別】

・男性は「1人」（14.9％）が比較的多く、女性は

「2人」（20.4％）が比較的多いが、それ以外には

あまり大きな差はみられない。

【年代別】

・前問と同様、20代は「1人」が20.6％と比較的

多くなっている。

・50代以上は「2人」が41.8％と他の年代に比べ

て多く、“4人以上”の世帯が少ない。

1人
12.9%

2人
18.6%

3人
29.0%

4人
27.2%

5人
8.8%

6人以上
3.5%

■同居人数（n=3,000）

14.9

10.9

16.7

20.4

28.3

29.7

27.8

26.7

9.2

8.4

3.1

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性
(n=1,484)

女性
(n=1,516)

■同居人数（性別）

1人 2人 3人 4人 5人 6人以上

12.9

20.6

8.9

9.6

12.1

5.4

17.6

17.2

17.2

41.8

21.8

31.2

30.9

28.8

25.3

38.6

21.1

30.7

30.3

15.2

15.4

7.4

9.0

9.7

3.7

6.1

2.1

3.3

4.5

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代
(n=280)

20代
(n=797)

30代
(n=810)

40代
(n=816)

50代以上
(n=297)

■同居人数（年代別）
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【地域別】

・北播磨や西播磨、但馬、丹波、淡路といった比較的人口の少ない地域では、“5人以上”の世帯が

20％前後となっており、比較的多くなっている。

・一方で、神戸や阪神南、阪神北、東播磨といった比較的人口の多い地域では、“5人以上”の世帯

は10％程度と少ない。

18.5

14.1

10.8

8.8

10.1

10.6

5.5

13.5

9.3

10.8

17.0

21.4

21.3

17.0

14.2

22.6

12.4

19.8

20.6

13.7

28.3

27.3

30.5

31.0

28.4

27.6

35.2

26.0

26.8

30.4

25.9

29.1

28.0

31.5

25.7

25.9

29.0

18.8

23.7

23.5

8.3

6.1

6.5

9.8

13.5

10.6

13.1

11.5

8.2

11.8

2.0

2.0

3.0

2.0

8.1

2.7

4.8

10.4

11.3

9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

神戸
(n=806)

阪神南
(n=505)

阪神北
(n=400)

東播磨
(n=400)

北播磨
(n=148)

中播磨
(n=301)

西播磨
(n=145)

但馬
(n=96)

丹波
(n=97)

淡路
(n=102)

■同居人数（地域別）

1人 2人 3人 4人 5人 6人以上
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（8）世帯年収

【全体】
・世帯年収は「わからない」（22.8％）をのぞくと、「400～600万円未満」が22.3％と最も多く、次いで
「200～400万円未満」が17.9％、「600～800万円未満」が14.1％と続き、以下、「800～1,000万円
未満」が8.3％、「200万円未満」が7.5％、「1,000万円以上」が7.1％とほぼ並んで続く。
・“600万円未満”をあわせると47.7％となっており、およそ半数を占める。

【性別】
・男性は“600万円以上”が33.9％となっており、女性（25.3％）と比べて多くなっている。

7.5

17.9

22.3

14.1

8.3

7.1

22.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

200万円未満

200～400万円

未満

400～600万円

未満

600～800万円

未満

800～1,000万円

未満

1,000万円以上

わからない

（％）

■世帯年収（n=3,000）

7.5

17.3

21.4

15.8

9.4

8.7

19.9

7.5

18.6

23.1

12.5

7.2

5.6

25.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

（％）

■世帯年収（性別）

男性(n=1,484)

女性(n=1,516)

問８ あなたの世帯全体の年収（税込）をお聞かせください。

１．200万円未満

２．200～400万円未満

３．400～600万円未満

４．600～800万円未満

５．800～1,000万円未満

６．1,000万円以上

７．わからない
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■世帯年収（年代別、地域別） （％）

回
答
数

（
n

）

2
0
0
万
円
未
満

2
0
0
～

4
0
0
万
円
未
満

4
0
0
～

6
0
0
万
円
未
満

6
0
0
～

8
0
0
万
円
未
満

8
0
0
～

1
0
0
0
万
円
未
満

1
0
0
0
万
円
以
上

わ
か
ら
な
い

全体 3000 7.5 17.9 22.3 14.1 8.3 7.1 22.8

10代 280 11.4 8.6 8.2 5.7 8.2 4.6 53.2

20代 797 9.0 24.2 22.2 10.3 5.0 5.5 23.7

30代 810 4.9 17.5 28.3 18.1 7.4 6.5 17.2

40代 816 7.0 14.3 22.1 17.2 11.6 8.9 18.9

50代以上 297 8.1 20.9 19.9 12.8 10.1 10.4 17.8

神戸 806 9.2 17.5 18.5 13.8 9.1 8.4 23.6

阪神南 505 8.9 16.8 20.4 14.9 7.5 9.3 22.2

阪神北 400 5.8 17.5 22.5 14.8 11.0 8.3 20.3

東播磨 400 4.8 17.3 27.5 13.3 9.8 5.0 22.5

北播磨 148 4.7 19.6 23.6 13.5 9.5 2.7 26.4

中播磨 301 6.0 20.9 23.3 14.6 6.3 6.3 22.6

西播磨 145 6.2 20.7 26.9 13.1 5.5 4.8 22.8

但馬 96 8.3 21.9 27.1 15.6 2.1 3.1 21.9

丹波 97 13.4 12.4 23.7 13.4 8.2 6.2 22.7

淡路 102 8.8 17.6 22.5 13.7 2.9 6.9 27.5

年
代
別

地
域
別

【年代別】
・20代では「200～400万円未満」（24.2％）と「400～600万円未満」（22.2％）がほぼ並んで多く、30
～40代では「400～600万円未満」（30代：28.3％、40代：22.1％）が最も多くなっている。
・また、40代以上では「800～1,000万円未満」や「1,000万円以上」が概ね10％を超え、比較的多く
なっている。

【地域別】
・東播磨や西播磨、但馬では「400～600万円未満」が比較的多くなっている。
・また、但馬では“600万円未満”があわせて57.3％となっており、他の地域に比べて多くなっている。
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（9）未既婚

結婚している

（初めての結婚）
51.4%

結婚している

（再婚）
2.9%

結婚していたが、

離別・死別した
4.3%

結婚したことは

ない
41.3%

■未既婚（全員:n=3,000）

問９ あなたは現在、結婚（いわゆる事実婚を含む）していますか？

１．結婚している（初めての結婚）

２．結婚している（再婚）

３．結婚していたが、離別・死別した

４．結婚したことはない

【全体】

・未既婚をみると、「結婚している（初めての

結婚）」が51.4％と最も多く、次いで「結婚した

ことはない」が41.3％で続く。

・“現在、結婚している人”（初めての結婚+再

婚）はあわせて54.3％となっており、“現在、

結婚していない人”（離別・死別した+結婚し

たことはない）はあわせて45.6％となってい

る。

【性別】
・男性は“現在、結婚している人”があわせて48.9％、“現在、結婚していない人”はあわせて51.3％と
なっており、概ね半々の割合となっている。
・一方、女性は“現在、結婚している人”が59.7％と多くなっており、男性（48.9％）と比べて10ポイント
以上多い。

46.2

56.6

2.7

3.1

2.8

5.9

48.4

34.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(n=1,484)

女性(n=1,516)

■未既婚（性別）

結婚している

（初めての結婚）

結婚している

（再婚）

結婚していたが、

離別・死別した

結婚したことは

ない
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46.2

51.1

51.5

54.8

47.3

57.5

59.3

49.0

56.7

55.9

2.4

1.8

3.5

2.3

5.4

3.0

5.5

5.2

3.1

2.9

4.0

5.0

4.5

4.5

6.1

2.7

3.4

4.2

8.2

2.9

47.5

42.2

40.5

38.5

41.2

36.9

31.7

41.7

32.0

38.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

神戸(n=806)

阪神南(n=505)

阪神北(n=400)

東播磨(n=400)

北播磨(n=148)

中播磨(n=301)

西播磨(n=145)

但馬(n=96)

丹波(n=97)

淡路(n=102)

■未既婚（地域別）

【性・年代別】
・男性は年代が上がるにつれて、“現在、結婚している人”は多くなっている。
・一方、女性は離別・死別を含めて、“結婚経験がある人”は年代が上がるにつれて多くなっているも
のの、“現在、結婚している人”は女性30代以上は75％前後で並んでいる。
・男性20代で“現在、結婚している人”はあわせて23.9％と4人に1人となっているのに対し、女性20代
では“現在、結婚している人”はあわせて45.6％と半数近くを占めており、同年代でも20ポイント以上の
差がみられる。

【地域別】
・中播磨と西播磨、丹波では“現在、結婚している人”が60％前後となっており、比較的多くなっている。
・一方、神戸では“現在、結婚している人”が48.6％と半数を下回り、他の地域に比べて少なくなって
いる。

23.4

55.8

61.9

77.9

1.4

45.1

72.5

67.1

70.3

3.0

0.5

3.0

3.2

6.0

0.7

0.5

2.9

6.1

4.7

0.8

1.2

5.6

6.7

0.7

1.0

3.9

9.8

18.9

97.0

75.3

40.0

29.3

9.4

97.3

53.4

20.6

17.0

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性-10代(n=134)

男性-20代(n=389)

男性-30代(n=403)

男性-40代(n=409)

男性-50代以上(n=149)

女性-10代(n=146)

女性-20代(n=408)

女性-30代(n=407)

女性-40代(n=407)

女性-50代以上(n=148)

■未既婚（性・年代別）
結婚している

（初めての結婚）

結婚している

（再婚）

結婚していたが、

離別・死別した

結婚したことは

ない
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（10）配偶者の就業状況

会社員･公務員

(正規社員･職員)
60.1%

会社員･公務員

(契約･嘱託･

派遣など)
4.3%

自営業･自由業
6.1%

パート･

アルバイト
12.7%

家事専業
13.1%

無職
3.6%

学生
0.0%

その他
0.1%

■配偶者の就業状況（n=1,630）

【現在、結婚している人のみ】

問１０ あなたの配偶者（夫または妻）の就業状況を教えてください。

１．会社員・公務員（正規社員・職員）

２．会社員・公務員（契約社員・嘱託社員・派遣社員など）

３．自営業・自由業

４．パート・アルバイト

５．家事専業

６．無職

７．学生

８．その他

【全体】

・配偶者の就業状況は「会社員・公務員（正規社員・職員）」が60.1％と最も多くなっている。

・本人と配偶者の就業状況をあわせてみると、夫婦どちらも有職者である「共働き世帯」が56.8％、どちら

か一方が有職者である「片働き世帯」が38.3％となっており、概ね6：4の割合となっている。

【年代別】

・夫婦の就業状況でみると、40代で「共働き世帯」が63.7％となっており、他の年代に比べて多くなって

いる。

・20代の若い夫婦の世帯では「片働き世帯」が47.0％と比較的多く、「共働き世帯」（50.5％）と大きな差

はない。

71.4

50.5

54.6

63.7

52.5

14.3

47.0

42.8

34.4

28.0

14.3

2.5

2.6

2.0

19.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代(n=7)

20代(n=279)

30代(n=544)

40代(n=564)

50代以上(n=236)

■夫婦の就業状況（年代別）
共働き世帯 片働き世帯 その他

共働き世帯
56.8%

片働き世帯
38.3%

その他
4.8%

■夫婦の就業状況（n=1,630）
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■夫婦の就業状況別にみた世帯年収 （％）

回
答
数

（
n

）

2
0
0
万
円
未
満

2
0
0
～

4
0
0
万
円
未
満

4
0
0
～

6
0
0
万
円
未
満

6
0
0
～

8
0
0
万
円
未
満

8
0
0
～

1
0
0
0
万
円
未
満

1
0
0
0
万
円
以
上

わ
か
ら
な
い

全体 3000 7.5 17.9 22.3 14.1 8.3 7.1 22.8

共働き世帯 926 2.3 13.3 28.0 20.7 14.5 10.8 10.5

片働き世帯 625 2.9 19.2 30.6 17.1 7.5 6.1 16.6

その他 79 8.9 32.9 30.4 11.4 2.5 0.0 13.9

【地域別】

・但馬や丹波、淡路では「共働き世帯」がおよそ3分の2を占めている。

・一方、神戸や東播磨、西播磨では「共働き世帯」は半数程度にとどまっており、「片働き世帯」が40％以

上と比較的多くなっている。

【夫婦の就業状況別にみた世帯年収】
・共働き世帯では“600万円以上”があわせて46.0％となっており、片働き世帯（30.7％）と比べて多くなっ
ている。

52.9

57.3

60.5

53.9

60.3

56.0

53.2

63.5

65.5

66.7

41.2

36.3

35.0

41.7

37.2

40.7

43.6

28.8

32.8

28.3

5.9

6.4

4.5

4.4

2.6

3.3

3.2

7.7

1.7

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

神戸(n=391)

阪神南(n=267)

阪神北(n=220)

東播磨(n=228)

北播磨(n=78)

中播磨(n=182)

西播磨(n=94)

但馬(n=52)

丹波(n=58)

淡路(n=60)

■夫婦の就業状況（地域別）

共働き世帯 片働き世帯 その他
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（11）子どもの人数

問11 あなたには子どもが何人いますか（同居・別居含む）？

１．いない ２．1人 ３．2人 ４．3人 5．4人 ６．5人以上

【全体】
・子どもが「いない」人が52.1％と半数以上を占めて
おり、子どもが“いる”（47.9％）人よりもやや多くなっ
ている。
・子どもが“いる”人の内訳は、「2人」が22.8％、「1
人」が17.0％と続き、“3人以上”はあわせて8.1％と
なっている。

いない
52.1%

1人
17.0%

2人
22.8%

3人
6.6%

4人
1.2%

5人以上
0.3%

■子どもの人数（n=3,000）

【年代別】
・子どもが「いない」人は若い層ほど多く、年代があがるにつれて子どもが“いる”人が多くなっている。
・また、子どもが“2人以上いる”人は、20代で9.9％、30代は35.1％、40代は44.5％、50代では64.7％と年代
が上がるにつれて多くなっている。

95.4

74.8

43.1

36.0

19.2

1.1

15.4

21.9

19.4

16.2

1.8

7.7

26.7

32.6

46.1

0.4

1.6

6.8

9.9

16.2

1.4
0.3

1.0

1.8

2.4

0.3

0.6

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代(n=280)

20代(n=797)

30代(n=810)

40代(n=816)

50代以上(n=297)

■子どもの人数（年代別）

いない 1人 2人 3人 4人 5人以上
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■子どもの人数（地域別、未既婚・年代別、夫婦の就業状況別） （％）

回
答
数

（
n

）

い
な
い

1
人

2
人

3
人

4
人

5
人
以
上

全体 3000 52.1 17.0 22.8 6.6 1.2 0.3

神戸 806 57.3 14.5 21.1 6.1 0.9 0.1

阪神南 505 57.0 17.2 20.4 4.2 0.8 0.4

阪神北 400 51.3 19.0 23.0 5.0 1.3 0.5

東播磨 400 46.5 19.0 26.0 7.8 0.8 0.0

北播磨 148 48.6 10.8 24.3 14.2 1.4 0.7

中播磨 301 49.8 18.6 23.9 6.3 1.3 0.0

西播磨 145 42.8 17.9 30.3 8.3 0.7 0.0

但馬 96 51.0 15.6 22.9 6.3 3.1 1.0

丹波 97 48.5 20.6 16.5 12.4 1.0 1.0

淡路 102 41.2 19.6 25.5 6.9 5.9 1.0

現在、結婚している10代 7 28.6 28.6 28.6 14.3 0.0 0.0

現在、結婚している20代 279 32.3 41.9 21.1 3.9 0.7 0.0

現在、結婚している30代 544 18.8 30.3 38.8 9.9 1.5 0.7

現在、結婚している40代 564 14.9 25.4 44.1 12.8 2.7 0.2

現在、結婚している50代以上 236 10.2 18.6 50.4 17.8 3.0 0.0

現在、結婚していない10代 273 97.1 0.4 1.1 0.0 1.5 0.0

現在、結婚していない20代 518 97.7 1.2 0.4 0.4 0.0 0.4

現在、結婚していない30代 266 92.9 4.5 1.9 0.4 0.0 0.4

現在、結婚していない40代 252 83.3 6.0 6.7 3.6 0.0 0.4

現在、結婚していない50代以上 61 54.1 6.6 29.5 9.8 0.0 0.0

共働き世帯 926 21.8 25.9 38.4 11.6 2.1 0.2

片働き世帯 625 13.9 34.4 39.2 10.4 1.8 0.3

その他 79 16.5 20.3 49.4 10.1 2.5 1.3

地
域
別

未
既
婚
・
年
代
別

夫
婦
の

就
業
状
況
別

【地域別】
・神戸と阪神南では「いない」が60％近くを占めており、比較的多くなっている。
・北播磨や西播磨、淡路で“2人以上”子どもがいる世帯があわせて40％程度みられ、比較的多くなっている。
・また、北播磨では“3人以上”があわせて16.2％となっており、他の地域に比べて多子世帯が多くなっている。

【未既婚・年代別】
・現在、結婚している20代では「1人」が41.9％と最も多く、次いで「いない」が32.3％で続く。
・現在、結婚している30代以上は「いない」が20％未満となっており、年代が上がるにつれて子どもの数が多く
なる傾向がみられる。

【夫婦の就業状況別】
・共働き世帯では、子どもが「いない」が21.8％となっており、片働き世帯（13.9％）と比べて多くなっている。
・一方、片働き世帯では子どもは「1人」が34.4％となっており、共働き世帯の25.9％と比べて多くなっている。
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（12）子どもの年齢

■各年齢の子どもの人数（n=1,437） （％）

1人 2人 3人 4人
5人
以上

就学前(0～2歳) 68.5 31.5 27.6 3.9 0.1 0.0 0.0

就学前(3～6歳) 71.3 28.7 24.6 4.2 0.0 0.0 0.0

小学1～3年生 79.1 20.9 19.2 1.7 0.0 0.0 0.0

小学4～6年生 82.0 18.0 16.1 1.8 0.0 0.0 0.0

中学生 84.3 15.7 14.2 1.5 0.1 0.0 0.0

高校生 86.4 13.6 12.2 1.3 0.0 0.0 0.0

大学生･専門学生 90.3 9.7 8.0 1.6 0.1 0.0 0.0

社会人 82.3 17.7 7.4 7.2 2.9 0.3 0.0

その他 98.7 1.3 1.0 0.2 0.0 0.0 0.0

いるいない

【子どもがいる人のみ】

問12 あなたには次の年齢（①～⑨）に該当する子どもがいますか？

それぞれひとつずつお答えください。

①就学前（0～2歳）

②就学前（3～6歳）

③小学1～3年生

④小学4～6年生

⑤中学生

⑥高校生

⑦大学生・専門学生

⑧社会人

⑨その他

１．いない ２．1人 ３．2人 ４．3人 ５．4人 ６．5人以上

【全体】
・各年齢の子どもについて、1人でも“いる”と回答した割合をみると、「就学前（0～2歳）」が31.5％と
最も多く、ほぼ並んで「就学前（3～6歳）」が28.7％が続いている。以下、「小学1～3年生」が20.9％、
「小学4～6年生」が18.0％、「社会人」が17.7％、「中学生」が15.7％、「高校生」が13.6％、「大学生・
専門学生」が9.7％と続く。
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（％）

回
答
数

（
n

）

就
学
前

(
0
～

2
歳

)

就
学
前

(

3
～

6
歳

)

小
学
1
～

3
年
生

小
学
4
～

6
年
生

中
学
生

高
校
生

大
学
生
・
専
門
学
生

社
会
人

そ
の
他

不
明

（
※

）

1437 31.5 19.1 9.5 7.9 7.4 5.8 4.7 13.2 0.1 0.7

10代 13 30.8 7.7 7.7 7.7 15.4 23.1 0.0 0.0 0.0 7.7

20代 201 86.6 9.5 1.5 0.5 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 1.5

30代 461 50.5 32.5 10.0 4.6 1.5 0.2 0.0 0.0 0.0 0.7

40代 522 7.9 19.7 15.7 16.5 16.5 12.6 6.5 4.6 0.0 0.0

50代以上 240 0.4 0.8 2.1 1.7 4.6 5.4 14.2 69.2 0.4 1.3

神戸 344 28.5 19.2 9.6 9.0 9.0 6.4 4.4 12.5 0.3 1.2

阪神南 217 31.8 21.2 9.7 7.8 7.4 4.1 5.1 12.0 0.0 0.9

阪神北 195 27.7 19.0 10.3 10.3 7.2 5.6 7.2 12.8 0.0 0.0

東播磨 214 32.2 22.9 9.3 7.0 6.1 5.1 3.3 13.6 0.0 0.5

北播磨 76 34.2 11.8 6.6 7.9 11.8 6.6 3.9 17.1 0.0 0.0

中播磨 151 33.1 23.2 9.3 5.3 4.0 7.3 4.6 13.2 0.0 0.0

西播磨 83 37.3 16.9 10.8 4.8 10.8 4.8 3.6 10.8 0.0 0.0

但馬 47 38.3 10.6 8.5 8.5 2.1 6.4 8.5 14.9 0.0 2.1

丹波 50 34.0 10.0 10.0 4.0 10.0 8.0 4.0 20.0 0.0 0.0

淡路 60 35.0 15.0 10.0 10.0 3.3 6.7 3.3 13.3 0.0 3.3

（※）不明・・・問11で「子どもがいる」と回答したにもかかわらず、問12の各年齢で「いない」を選択した人

年
代
別

地
域
別

■末子年齢（年代別、地域別）

全体（子がいる人のみ）

＜末子年齢＞
【全体】
・前頁の回答内容から、一番下の子どもの年齢（末子年齢）を割り出すと、「就学前（0～2歳）」が31.5％、
「就学前（3～6歳）」が19.1％となっており、“未就学児”がいる人はあわせて50.6％と半数を占めて多く
なっている。

【年代別】
・20代は「就学前（0～2歳）」が86.6％と大多数を占めている。
・30代では「就学前（0～2歳）」が50.5％と半数を占めて最も多く、「就学前（3～6歳）」が32.5％と続く。
・40代になると、「就学前（3～6歳）」（19.7％）から「高校生」（12.6％）まで大きな差がなく、分布している。

【地域別】
・中播磨では“未就学児”がいる人があわせて56.3％となっており、比較的多くなっている。
・神戸や阪神北、北播磨、但馬、丹波で“未就学児”がいる人が半数を割っており、なかでも丹波では
44.0％と他の地域に比べて少なくなっている。
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２．少子化について
（1）少子化の要因

46.7

52.7

66.7

20.5

20.0

7.4

3.9

21.3

2.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

結婚や子育てに対する意識・価値観の多様化

子育てと仕事の両立の難しさ

生活費や教育費など、経済的な負担

若者の雇用・就業環境の悪化

出産・子育ての身体的・精神的な負担

祖父母との同居・近居の減少

地域住民同士の関係の希薄化

出産・子育てなどに関する支援制度が不充分

その他

（％）

■少子化の要因（複数回答：n=3,000）

問13 全国的に子どもの数が減少する「少子化」が進んでいる中、あなたは「少子化」と

なっている主な原因は何だと思いますか？（３つまで選択可）

１．結婚や子育てに対する意識・価値観の多様化

２．子育てと仕事の両立の難しさ

３．生活費や教育費など、経済的な負担

４．若者の雇用・就業環境の悪化

５．出産・子育ての身体的・精神的な負担

６．祖父母との同居・近居の減少

７．地域住民同士の関係の希薄化

８．出産・子育てなどに関する支援制度が不充分

９．その他

【全体】
・少子化の要因は「生活費や教育費など、経済的な不安」が66.7％と最も多く、子育てに対する金銭面を不
安視する声が多くなっている。次いで「子育てと仕事の両立の難しさ」が52.7％、「結婚や子育てに対する意
識・価値観の多様化」が46.7％と続いている。
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■少子化の要因（性別、年代別、地域別、ライフステージ別） （％）

回
答
数

（
n

）

結
婚
や
子
育
て
に
対
す
る
意
識
･

価
値
観
の
多
様
化

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
の
難
し
さ

生
活
費
や
教
育
費
な
ど

、

経
済
的
な
不
安

若
者
の
雇
用
･
就
業
環
境
の
悪
化

出
産
･
子
育
て
の
身
体
的
･

精
神
的
な
負
担

祖
父
母
と
の
同
居
･
近
居
の
減
少

地
域
住
民
同
士
の
関
係
の
希
薄
化

出
産
･
子
育
て
な
ど
に
関
す
る

支
援
制
度
が
不
充
分

そ
の
他

全体 3000 46.7 52.7 66.7 20.5 20.0 7.4 3.9 21.3 2.8

男性 1484 45.2 44.9 62.8 24.4 17.3 8.0 4.9 18.6 3.1

女性 1516 48.2 60.4 70.6 16.8 22.6 6.9 3.0 23.9 2.4

10代 280 43.9 49.6 56.1 18.6 21.4 5.0 5.7 29.3 3.2

20代 797 45.4 55.2 64.9 20.6 19.1 6.4 4.3 22.6 2.5

30代 810 46.5 55.8 69.5 21.0 19.5 8.0 3.3 21.2 1.9

40代 816 48.2 49.4 68.0 20.0 21.6 8.0 3.6 17.0 4.2

50代以上 297 49.5 49.5 70.7 22.6 17.8 9.4 3.7 21.9 1.7

神戸 806 48.8 49.9 66.9 20.7 21.1 7.2 3.5 20.1 3.1

阪神南 505 45.9 53.1 67.1 22.8 20.6 7.7 3.6 24.0 3.8

阪神北 400 45.3 55.3 69.0 17.3 19.5 6.3 6.0 21.0 3.3

東播磨 400 46.5 54.3 64.3 18.3 21.5 8.3 3.8 21.0 1.8

北播磨 148 41.2 62.2 66.9 22.3 19.6 4.1 2.7 16.2 2.0

中播磨 301 48.2 51.2 63.5 20.9 15.9 8.0 3.3 22.3 2.3

西播磨 145 48.3 58.6 72.4 20.0 18.6 6.2 6.2 23.4 2.1

但馬 96 45.8 45.8 68.8 21.9 16.7 13.5 3.1 22.9 5.2

丹波 97 54.6 45.4 62.9 19.6 19.6 7.2 5.2 13.4 1.0

淡路 102 36.3 52.9 67.6 26.5 21.6 8.8 1.0 26.5 0.0

独身者 1261 48.0 47.7 61.7 25.5 18.0 5.5 4.2 19.7 3.0

夫婦のみ 302 49.3 54.6 65.9 20.2 18.2 6.0 4.0 22.2 4.6

ベビーファミリー層 728 40.8 62.9 70.5 13.9 24.2 9.8 3.8 25.0 1.9

ヤングファミリー層 250 53.2 52.8 72.4 15.2 22.8 8.8 2.0 17.2 2.8

ファミリー層 449 47.7 49.7 73.1 20.9 18.7 9.1 3.8 21.2 2.0

年
代
別

地
域
別

性
別

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
別

【性別】
・女性は「子育てと仕事の両立の難しさ」が60.4％となっており、男性（44.9％）よりも15ポイント以上多くなっ
ている。
・また、女性は「出産・子育てなどに関する支援制度が不充分」（23.9％）や「出産・子育ての身体的・精神
的な負担」（22.6％）といった“出産・子育て”に関する項目が男性と比べて多くなっている。
・一方、男性は「若者の雇用・就業環境の悪化」が24.4％となっており、女性（16.8％）と比べて多くなってい
る。

【年代別】
・30代以上で「生活費や教育費など、経済的な不安」は特に多くなっている。
・20～30代で「子育てと仕事の両立の難しさ」が比較的多くなっている。

【地域別】
・北播磨では「子育てと仕事の両立の難しさ」が62.2％と他の地域に比べて多くなっている。
・一方で、但馬と丹波では「子育てと仕事の両立の難しさ」が50％を下回っており、比較的少なくなっている。

【ライフステージ別（※区分についてはＰ.2参照）】
・子どもがいるすべての層で「生活費や教育費など、経済的な不安」が70％を超えており、ライフステージが
上がるごとに割合は増えている。
・ベビーファミリー層では「子育てと仕事の両立の難しさ」が62.9％となっており、比較的多くなっている。
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（2）少子化が与える影響

44.6

59.7

69.3

15.4

10.8

13.9

13.1

0.4

5.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

過疎化の進行、

地域社会の活力が低下する

労働人口・生産人口の減少により、

経済活動が停滞する

年金、医療、介護など

社会保障制度が持続できなくなる

望ましい規模の集団の中で、

子どもの教育ができなくなる

警察、消防、自衛隊等の人員が確保

できなくなり、治安・防災機能が低下する

学校や公園といった

教育・文化施設が減少する

空き家が増えて、

まちの景観や治安が悪化する

その他

特にない

（％）

■少子化が与える影響（複数回答：n=3,000）

【全体】
・少子化が与える影響は「年金、医療、介護など社会保障制度が持続できなくなる」が69.3％と最も多く、
次いで「労働人口・生産人口の減少により、経済活動が停滞する」が59.7％と続いており、経済や福祉面
での影響を懸念する声が多くなっている。以下、「過疎化の進行、地域社会の活力が低下する」が
44.6％と続き、地域社会の変容を危惧する声も多くなっている。

問14 出生数が低下し、人口減少が進んでいますが、「少子化」が与える影響で

特に課題だと思うことは何ですか？（３つまで選択可）

１．過疎化の進行、地域社会の活力が低下する

２．労働人口・生産人口の減少により、経済活動が停滞する

３．年金、医療、介護など社会保障制度が持続できなくなる

４．望ましい規模の集団の中で、子どもの教育ができなくなる

５．警察、消防、自衛隊等の人員が確保できなくなり、治安・防災機能が低下する

６．学校や公園といった教育・文化施設が減少する

７．空き家が増えて、まちの景観や治安が悪化する

８．その他

９．特にない
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■少子化が与える影響（性別、年代別、地域別） （％）

回
答
数

（
n

）

過
疎
化
の
進
行

、

地
域
社
会
の
活
力
が
低
下
す
る

労
働
人
口
・
生
産
人
口
の
減
少
に
よ
り

、

経
済
活
動
が
停
滞
す
る

年
金

、
医
療

、
介
護
な
ど

社
会
保
障
制
度
が
持
続
で
き
な
く
な
る

望
ま
し
い
規
模
の
集
団
の
中
で

、

子
ど
も
の
教
育
が
で
き
な
く
な
る

警
察

、
消
防

、
自
衛
隊
等
の
人
員
が
確
保

で
き
な
く
な
り

、
治
安
・
防
災
機
能
が
低
下
す
る

学
校
や
公
園
と
い

っ
た

教
育
・
文
化
施
設
が
減
少
す
る

空
き
家
が
増
え
て

、

ま
ち
の
景
観
や
治
安
が
悪
化
す
る

そ
の
他

特
に
な
い

全体 3000 44.6 59.7 69.3 15.4 10.8 13.9 13.1 0.4 5.9

男性 1484 43.6 61.0 64.2 13.6 12.0 10.7 11.6 0.4 8.0

女性 1516 45.5 58.5 74.4 17.2 9.6 17.1 14.5 0.3 3.9

10代 280 47.1 57.5 61.1 13.9 11.4 18.6 10.4 0.7 6.1

20代 797 42.3 55.8 64.1 17.4 10.5 20.1 9.5 0.5 7.9

30代 810 46.0 59.0 69.1 15.8 10.9 13.0 13.1 0.4 6.5

40代 816 43.6 62.5 74.4 15.0 11.4 9.7 14.6 0.2 4.5

50代以上 297 46.8 66.7 77.8 11.4 9.1 7.4 20.9 0.0 2.7

神戸 806 40.0 60.3 70.2 13.9 12.8 12.8 13.8 0.1 6.3

阪神南 505 42.6 64.2 72.1 15.2 11.3 13.9 11.1 0.4 5.7

阪神北 400 45.0 60.5 69.8 17.0 12.0 13.3 12.3 0.0 5.5

東播磨 400 43.0 59.3 69.0 15.0 10.8 13.8 11.3 0.8 6.0

北播磨 148 54.7 53.4 69.6 18.9 8.1 12.8 12.2 0.0 7.4

中播磨 301 46.2 58.1 65.1 15.0 9.3 13.3 14.3 0.3 5.3

西播磨 145 45.5 59.3 75.9 15.2 9.0 17.9 17.2 0.0 2.8

但馬 96 57.3 59.4 62.5 17.7 6.3 18.8 18.8 2.1 6.3

丹波 97 56.7 48.5 63.9 14.4 4.1 18.6 15.5 1.0 9.3

淡路 102 51.0 57.8 62.7 18.6 9.8 15.7 11.8 1.0 5.9

性
別

年
代
別

地
域
別

【性別】
・女性は「年金、医療、介護など社会保障制度が持続できなくなる」が74.4％となっており、男性（64.2％）よ
りも10ポイント以上多くなっている。

【年代別】
・40代以上で「年金、医療、介護など社会保障制度が持続できなくなる」が70％以上と特に多くなっており、
年代が上がるにつれて割合も高くなっている。
・10～20代の若い層で「学校や公園といった教育・文化施設が減少する」が比較的多くみられる。

【地域別】
・北播磨と但馬、丹波、淡路で「過疎化の進行、地域社会の活力が低下する」が半数以上となっており、他
の地域に比べて多くなっている。
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３．社会的移動（県外への転出）の状況について
（1）転出の意向

同じ市町に住み続けたい
67.0%

5年以内に移る予定
17.0%

5年程度は住み続けるが、

いずれは移る予定
15.9%

■転出の意向（n=3,000）

問15 あなたは、今後もずっと現在お住まいの市町に住み続けたいと思いますか？

１．同じ市町に住み続けたい

２．5年以内に移る予定（移ることを検討している）

３．5年程度は住み続けるが、いずれは移る予定（移ることを検討している）

【全体】

・「同じ市町に住み続けたい」が67.0％と最も

多く、全体の3分の2を占めている。

・一方で、残りの3分の1の人が今後、転出を

検討していると回答している。

【年代別】
・30代以上では｢同じ市町に住み続けたい」が70％以上となっており、年代があがるにつれて割合も多く
なっている。
・一方で、10～20代の若い層で「5年以内に移る予定」が30％近くを占めており、近々、転出を検討している
人が比較的多くなっている。

45.7

55.6

72.1

74.8

82.8

29.3

28.5

14.3

8.9

4.4

25.0

15.9

13.6

16.3

12.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代(n=280)

20代(n=797)

30代(n=810)

40代(n=816)

50代以上(n=297)

■転出の意向（年代別）

同じ市町に住み続けたい 5年以内に移る予定 5年程度は住み続けるが、

いずれは移る予定
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【地域別】
・神戸や中播磨では「同じ市町に住み続けたい」が70％を超えており、他の地域に比べて多くなっている。
・一方、但馬では「同じ市町に住み続けたい」が59.4％と唯一60％台を割っており、「5年程度は住み続ける
が、いずれは移る予定」が27.1％と比較的多くなっている。

【ライフステージ別】
・独身者は「同じ市町に住み続けたい」が57.1％にとどまっており、夫婦のみでは64.9％、子どもがいるファミ
リー世帯では70％以上とステージが上がるごとに「同じ市町に住み続けたい」と思う人の割合が増えている。

71.5

64.4

63.8

68.8

61.5

70.1

64.1

59.4

63.9

64.7

16.3

17.2

19.3

17.5

18.2

15.6

18.6

13.5

17.5

14.7

12.3

18.4

17.0

13.8

20.3

14.3

17.2

27.1

18.6

20.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

神戸(n=806)

阪神南(n=505)

阪神北(n=400)

東播磨(n=400)

北播磨(n=148)

中播磨(n=301)

西播磨(n=145)

但馬(n=96)

丹波(n=97)

淡路(n=102)

■転出の意向（地域別）

同じ市町に住み続けたい 5年以内に移る予定 5年程度は住み続けるが、

いずれは移る予定

57.1

64.9

72.1

81.2

80.8

24.2

16.2

15.4

5.6

6.7

18.7

18.9

12.5

13.2

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

独身者(n=1,261)

夫婦のみ(n=302)

ベビーファミリー層(n=728)

ヤングファミリー層(n=250)

ファミリー層(n=449)

■転出の意向（ライフステージ別）
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（2）住み続けたい理由

【住み続けたい人のみ】

問16 「同じ市町に住み続けたい」と思うのはなぜですか？（３つまで選択可：順位付け）

１．通勤・通学が便利である

２．保育所などの子どもの預け先施設が充実している

３．子どもが遊べる施設が充実している

４．学校などの教育環境が充実している

５．病院や診療施設が充実している

６．文化・娯楽施設が充実している

７．買い物などが便利である

８．治安がよい

９．まちなみや景観がよい

10．災害に強い

11．親の住居に近い

12．地域に愛着や馴染みがある

13．その他

【全体】
・同じ市町に住み続けたい理由について、1位～3位までの順位を聞いたところ、1位に最も多くあげられた
のは、「通勤・通学が便利である」の27.8％で、「地域に愛着や馴染みがある」が18.9％と続いている。

27.8

1.6

1.8

3.1

3.1

0.9

11.9

12.9

5.2

1.2

8.4

18.9

3.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

通勤・通学が便利である

保育所などの子どもの預け先施設が充実している

子どもが遊べる施設が充実している

学校などの教育環境が充実している

病院や診療施設が充実している

文化・娯楽施設が充実している

買い物などが便利である

治安がよい

まちなみや景観がよい

災害に強い

親の住居に近い

地域に愛着や馴染みがある

その他

（％）

■住み続けたい理由（1位のみ：n=2,011）
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■住み続けたい理由（ポイント制：性別、年代別） （ポイント）

回
答
数

（
n

）

通
勤
・
通
学
が
便
利
で
あ
る

保
育
所
な
ど
の
子
ど
も
の

預
け
先
施
設
が
充
実
し
て
い
る

子
ど
も
が
遊
べ
る
施
設
が

充
実
し
て
い
る

学
校
な
ど
の
教
育
環
境
が

充
実
し
て
い
る

病
院
や
診
療
施
設
が

充
実
し
て
い
る

文
化
・
娯
楽
施
設
が

充
実
し
て
い
る

買
い
物
な
ど
が
便
利
で
あ
る

治
安
が
よ
い

ま
ち
な
み
や
景
観
が
よ
い

災
害
に
強
い

親
の
住
居
に
近
い

地
域
に
愛
着
や
馴
染
み
が
あ
る

そ
の
他

全体 2011 115.9 13.5 11.6 23.6 32.4 12.1 90.8 78.7 38.2 15.4 52.7 90.4 14.0

男性 1012 129.4 15.7 15.0 23.6 31.2 13.7 83.9 74.1 39.6 15.4 43.0 94.4 12.3

女性 999 102.2 11.2 8.2 23.6 33.6 10.4 97.7 83.4 36.7 15.4 62.5 86.3 15.8

10代 128 157.0 11.7 3.9 18.0 28.1 16.4 77.3 59.4 35.9 17.2 43.0 110.2 7.8

20代 443 124.4 18.1 16.5 20.3 23.3 13.5 91.4 67.9 41.1 11.1 56.4 91.4 12.4

30代 584 115.2 22.3 17.3 27.7 23.6 11.0 76.7 85.4 33.2 14.2 66.8 85.4 13.4

40代 610 117.7 7.0 7.5 28.2 34.8 10.3 94.4 76.4 38.4 16.6 51.0 89.7 16.1

50代以上 246 76.4 1.2 3.7 11.4 66.3 14.2 120.7 98.0 45.5 22.4 21.5 91.5 16.7

性
別

年
代
別

【全体】
・順位ごとの回答割合にポイント【※】を配分して算出すると、「通勤・通学が便利である」が115.9ポイントと
最も高く、「買い物などが便利である」が90.8ポイントで続いており、立地や利便性やを重視する人が多く
みられる。
・次いで「地域に愛着や馴染みがある」が90.4ポイントとなっており、慣れ親しんだ地域での生活を希望
する人も多くなっている。

【性別】
・男性は「通勤・通学が便利である」（129.4ポイント）や「地域に愛着や馴染みがある」（94.4ポイント）が女
性と比べて多くなっている。
・女性は「買い物などが便利である」（97.7ポイント）や「治安がよい」（83.4ポイント）、「親の住居に近い」
（62.5ポイント）が男性よりも多くなっている。

【年代別】
・10代で「通勤・通学が便利である」（157.0ポイント）が特に多く、「地域に愛着や馴染みがある」（110.2ポ
イント）も比較的多くなっている。
・50代以上では「買い物などが便利である」が120.7ポイントで最も高く、「治安がよい」（98.0ポイント）や
「病院や診療施設が充実している」（66.3ポイント）も比較的高くなっている。

【※】1位には3ポイント、2位には2ポイント、3位には1ポイントをそれぞれ回答割合に乗じて、合算した数値
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■住み続けたい理由（ポイント制：地域別、ライフステージ別） （ポイント）

回
答
数

（
n

）

通
勤
・
通
学
が
便
利
で
あ
る

保
育
所
な
ど
の
子
ど
も
の

預
け
先
施
設
が
充
実
し
て
い
る

子
ど
も
が
遊
べ
る
施
設
が

充
実
し
て
い
る

学
校
な
ど
の
教
育
環
境
が

充
実
し
て
い
る

病
院
や
診
療
施
設
が

充
実
し
て
い
る

文
化
・
娯
楽
施
設
が

充
実
し
て
い
る

買
い
物
な
ど
が
便
利
で
あ
る

治
安
が
よ
い

ま
ち
な
み
や
景
観
が
よ
い

災
害
に
強
い

親
の
住
居
に
近
い

地
域
に
愛
着
や
馴
染
み
が
あ
る

そ
の
他

全体 2011 115.9 13.5 11.6 23.6 32.4 12.1 90.8 78.7 38.2 15.4 52.7 90.4 14.0

神戸 576 114.8 11.5 12.0 26.4 31.9 15.5 103.6 76.6 50.0 9.4 38.2 85.9 10.9

阪神南 325 147.4 8.0 11.7 31.4 31.4 16.9 115.7 70.5 35.1 6.5 37.5 74.8 6.8

阪神北 255 115.3 10.6 12.2 26.3 28.2 9.0 91.8 96.5 50.6 14.5 47.8 75.7 12.2

東播磨 275 121.1 17.1 13.5 24.4 46.9 12.7 100.0 62.9 24.0 23.3 51.6 86.5 6.9

北播磨 91 103.3 19.8 12.1 15.4 39.6 6.6 44.0 104.4 40.7 27.5 73.6 97.8 13.2

中播磨 211 112.8 10.9 9.0 23.2 37.4 10.0 77.7 67.8 19.4 28.0 68.7 105.2 19.4

西播磨 93 106.5 20.4 12.9 0.0 25.8 6.5 68.8 73.1 29.0 19.4 67.7 116.1 30.1

但馬 57 84.2 22.8 8.8 7.0 14.0 8.8 36.8 98.2 26.3 12.3 78.9 143.9 40.4

丹波 62 80.6 14.5 6.5 16.1 12.9 3.2 41.9 83.9 41.9 22.6 95.2 114.5 56.5

淡路 66 53.0 34.8 12.1 15.2 15.2 1.5 42.4 121.2 37.9 16.7 112.1 115.2 12.1

独身者 720 127.9 5.4 5.6 9.2 25.3 16.4 98.9 72.2 42.2 16.7 43.1 110.3 11.8

夫婦のみ 196 118.4 12.2 6.1 15.3 23.0 6.6 105.1 88.3 42.3 11.2 57.1 73.5 26.5

ベビーファミリー 525 109.5 33.9 25.9 41.0 28.6 7.8 67.4 76.2 30.1 11.2 71.0 78.1 12.6

ヤングファミリー 203 124.1 10.3 12.3 58.1 32.5 10.3 73.4 83.7 37.9 15.3 60.1 72.4 4.4

ファミリー 363 95.9 2.5 5.8 12.7 56.2 13.8 110.7 87.9 39.1 20.9 38.3 87.9 19.3

地
域
別

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
別

【地域別】
・阪神南では「通勤・通学が便利である」が147.4ポイントと特に高く、「買い物などが便利である」（115.7ポ
イント）も比較的高くなっている。
・中播磨や西播磨、但馬、丹波、淡路で「地域に愛着や馴染みがある」が100ポイント以上となっており、な
かでも但馬では143.9ポイントと特に高くなっている。

【ライフステージ別】
・独身者は「地域に愛着や馴染みがある」が110.3ポイントとなっており、他の層に比べて高くなっている。
・ベビーファミリーでは「親の住居に近い」（71.0ポイント）や「学校などの教育環境が充実している」（41.0ポ
イント）、「保育所などの子どもの預け先施設が充実している」（33.9ポイント）、「子どもが遊べる施設が充実
している」（25.9ポイント）などが比較的高く、子育て環境に関連する項目で広く分布している。
・ヤングファミリーでは「学校などの教育環境が充実している」が58.1ポイントとなっており他の層に比べて
高くなっている。
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（3）転居を検討している理由

【全体】
・転居を検討している理由について、1位～3位までの順位を聞いたところ、1位に最も多くあげられたのは、「転
居・転勤」の20.2％となっており、以下、「就職」が16.4％、「入学・進学」が9.3％、「結婚・同棲」が8.9％と続い
ている。

【転居の予定がある人のみ】

問17 「移ることを検討している／いずれは移ることになる」理由は何ですか？（３つまで選択可：順位付け）

１．入学・進学

２．就職

３．転職・転勤

４．結婚・同棲

５．離婚・別居

６．職場や学校の近くへ移動

７．持ち家の取得

８．子の誕生・成長に伴う広い住居への転居

９．親と同居・近居するため（子育ての支援を得るため）

10．親と同居・近居するため（介護等のため）

11．子育てへの経済的支援（児童手当、医療費無料等）が十分でない

12．保育所などの子どもの預け先施設が十分でない

13．小学校、中学校、高等学校などの子どもの教育環境

14．買い物等日常生活が不便である（公共交通機関が少ない等）

15．自然環境が整っていない

16．健康上の理由

17．近所との付き合いなどの人間関係

18．若者等が活動できる賑わいがない

19．その他

9.3

16.4

20.2

8.9

1.7

4.7

7.5

3.1

1.8

2.6

1.4

0.2

1.3

6.2

2.3

2.6

2.5

2.4

0.0 10.0 20.0 30.0

入学・進学

就職

転職・転勤

結婚・同棲

離婚・別居

職場や学校の近くへ移動

持ち家の取得

子の誕生・成長に伴う広い住居への転居

親と同居・近居するため（子育ての支援を得るため）

親と同居・近居するため（介護等のため）

子育てへの経済的支援が不十分

子どもの預け先施設が不十分

小・中・高校などの子どもの教育環境

日常生活が不便である

自然環境が整っていない

健康上の理由

近所付き合いなど人間関係

若者等が活動できる賑わいがない

（％）

■転居を検討している理由（1位のみ：n=989）
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■転居を検討している理由（ポイント制：性別、年代別） （ポイント）
回
答
数

（
n

）

入
学
・
進
学

就
職

転
職
・
転
勤

結
婚
・
同
棲

離
婚
・
別
居

職
場
や
学
校
の
近
く
へ
移
動

持
ち
家
の
取
得

子
の
誕
生
・
成
長
に
伴
う

広
い
住
居
へ
の
転
居

親
と
同
居
・
近
居
す
る
た
め

（
子
育
て
の
支
援
を
得
る
た
め

）

親
と
同
居
・
近
居
す
る
た
め

（
介
護
等
の
た
め

）

全体 989 37.1 60.8 79.0 47.0 9.3 41.9 48.4 24.8 13.2 18.6

男性 472 41.1 67.8 87.3 48.1 7.8 48.9 49.8 21.4 10.6 12.7

女性 517 33.5 54.4 71.4 46.0 10.6 35.4 47.2 27.9 15.7 24.0

10代 152 103.9 185.5 30.3 47.4 5.3 59.2 23.7 6.6 7.2 3.9

20代 354 28.2 75.7 97.2 74.6 7.1 38.4 46.3 26.0 14.4 12.7

30代 226 28.3 18.1 111.1 38.9 9.7 43.8 62.4 44.7 13.7 19.0

40代 206 21.8 4.9 62.1 19.9 15.0 36.9 51.9 17.5 17.0 32.0

50代以上 51 0.0 0.0 23.5 0.0 11.8 25.5 60.8 11.8 5.9 47.1

回
答
数

（
n

）

子
育
て
へ
の
経
済
的
支
援

（
児
童
手
当

、
医
療
費
無
料
等

）

が
十
分
で
な
い

保
育
所
な
ど
の
子
ど
も
の

預
け
先
施
設
が
十
分
で
な
い

小
学
校

、
中
学
校

、
高
等
学
校

な
ど
の
子
ど
も
の
教
育
環
境

買
い
物
等
日
常
生
活
が
不
便
で
あ
る

（
公
共
交
通
機
関
が
少
な
い
等

）

自
然
環
境
が
整

っ
て
い
な
い

健
康
上
の
理
由

近
所
と
の
付
き
合
い
な
ど
の

人
間
関
係

若
者
等
が
活
動
で
き
る

賑
わ
い
が
な
い

そ
の
他

全体 989 9.2 2.5 10.9 35.5 18.4 17.3 21.6 22.2 26.5

男性 472 7.2 2.5 10.8 25.4 25.6 18.0 23.3 23.9 21.2

女性 517 11.0 2.5 11.0 44.7 11.8 16.6 20.1 20.7 31.3

10代 152 3.9 0.0 1.3 11.8 5.3 3.3 10.5 23.7 12.5

20代 354 7.3 2.8 8.2 23.4 15.0 9.3 9.9 28.2 13.6

30代 226 12.4 4.9 20.4 32.7 14.2 14.2 19.9 13.3 27.9

40代 206 11.2 1.9 15.0 53.4 35.0 27.2 48.1 20.9 50.5

50代以上 51 15.7 0.0 0.0 129.4 33.3 88.2 37.3 21.6 54.9

性
別

年
代
別

性
別

年
代
別

【全体】
・前問と同様、順位ごとの回答割合にポイントを配分して算出すると、「転職・転勤」が79.0ポイントと最も高く、
「就職」が60.8ポイントで続いており、勤務地により転居せざるを得ないケースが多くみられる。
・以下、「持ち家の取得」（48.4ポイント）や「結婚・同棲」（47.0ポイント）が続いている。

【性別】
・男性は「転職・転勤」（87.3ポイント）や「就職」（67.8ポイント）、「職場や学校の近くへ移動」（48.9ポイント）など
勤務地や仕事に関連した項目が比較的高くなっている。
・女性は「買い物等日常生活が不便である（公共交通機関が少ない等）」が44.7ポイントと比較的高く、また「親
と同居・近居するため（介護等のため）」（24.0ポイント）や「親と同居・近居するため（子育ての支援を得るた
め）」（15.7ポイント）が男性よりも高くなっている。

【年代別】
・10代は「就職」（185.5ポイント）や「入学・進学」（103.9ポイント）といった新生活に関する項目で多くなっている。
・20～40代は「転職・転勤」が最も高く、特に30代で111.1ポイントと高くなっている。
・また、20代では「結婚・同棲」（74.6ポイント）、30代では「子の誕生・成長に伴う広い住居への転居」（44.7ポイ
ント）が比較的高くなっている。
・50代以上は「買い物等日常生活が不便である（公共交通機関が少ない等）」が129.4ポイントと最も高く、次い
で「健康上の理由」が88.2ポイントで高くなっている。
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■転居を検討している理由（ポイント制：地域別） （ポイント）
回
答
数

（
n

）

入
学
・
進
学

就
職

転
職
・
転
勤

結
婚
・
同
棲

離
婚
・
別
居

職
場
や
学
校
の
近
く
へ
移
動

持
ち
家
の
取
得

子
の
誕
生
・
成
長
に
伴
う

広
い
住
居
へ
の
転
居

親
と
同
居
・
近
居
す
る
た
め

（
子
育
て
の
支
援
を
得
る
た
め

）

親
と
同
居
・
近
居
す
る
た
め

（
介
護
等
の
た
め

）

全体 989 37.1 60.8 79.0 47.0 9.3 41.9 48.4 24.8 13.2 18.6

神戸 230 42.2 80.4 68.3 64.8 8.3 47.0 47.0 28.3 22.6 12.2

阪神南 180 26.7 62.8 81.7 44.4 10.0 35.0 61.7 25.6 11.7 31.7

阪神北 145 30.3 61.4 71.0 42.1 8.3 53.1 52.4 22.1 11.7 17.9

東播磨 125 46.4 54.4 81.6 52.0 10.4 52.0 57.6 30.4 4.0 10.4

北播磨 57 26.3 45.6 73.7 61.4 8.8 24.6 33.3 36.8 1.8 14.0

中播磨 90 37.8 54.4 87.8 43.3 13.3 40.0 36.7 16.7 12.2 22.2

西播磨 52 42.3 46.2 94.2 26.9 5.8 46.2 42.3 9.6 11.5 11.5

但馬 39 25.6 23.1 97.4 7.7 15.4 20.5 35.9 10.3 20.5 12.8

丹波 35 45.7 31.4 88.6 25.7 0.0 25.7 42.9 11.4 14.3 40.0

淡路 36 63.9 75.0 91.7 27.8 11.1 27.8 25.0 41.7 13.9 19.4

回
答
数

（
n

）

子
育
て
へ
の
経
済
的
支
援

（
児
童
手
当

、
医
療
費
無
料
等

）

が
十
分
で
な
い

保
育
所
な
ど
の
子
ど
も
の

預
け
先
施
設
が
十
分
で
な
い

小
学
校

、
中
学
校

、
高
等
学
校

な
ど
の
子
ど
も
の
教
育
環
境

買
い
物
等
日
常
生
活
が
不
便
で
あ
る

（
公
共
交
通
機
関
が
少
な
い
等

）

自
然
環
境
が
整

っ
て
い
な
い

健
康
上
の
理
由

近
所
と
の
付
き
合
い
な
ど
の

人
間
関
係

若
者
等
が
活
動
で
き
る

賑
わ
い
が
な
い

そ
の
他

全体 989 9.2 2.5 10.9 35.5 18.4 17.3 21.6 22.2 26.5

神戸 230 13.9 1.3 11.7 21.7 21.3 18.3 12.2 12.2 20.9

阪神南 180 8.9 2.2 8.3 18.3 26.7 27.2 18.3 16.1 27.8

阪神北 145 6.2 3.4 15.9 36.6 15.9 20.0 24.1 15.2 33.8

東播磨 125 2.4 5.6 9.6 29.6 16.8 8.8 17.6 22.4 24.0

北播磨 57 10.5 5.3 14.0 70.2 24.6 1.8 40.4 26.3 15.8

中播磨 90 16.7 0.0 11.1 28.9 22.2 13.3 30.0 25.6 28.9

西播磨 52 0.0 1.9 15.4 65.4 9.6 15.4 15.4 32.7 25.0

但馬 39 5.1 0.0 7.7 69.2 5.1 17.9 41.0 46.2 66.7

丹波 35 2.9 5.7 5.7 74.3 0.0 5.7 48.6 68.6 22.9

淡路 36 19.4 0.0 0.0 69.4 0.0 27.8 13.9 44.4 8.3

地
域
別

地
域
別

【地域別】
・中播磨や西播磨、但馬、丹波、淡路で「転職・転勤」が90ポイント前後となっており、他の地域に比べて高く
なっている。
・一方で、上記の地域は、中播磨を除いて「結婚・同棲」が30ポイント未満と比較的低く、但馬では7.7ポイントと
特に低い。
・北播磨や西播磨、但馬、丹波、淡路では「買い物等日常生活が不便である（公共交通機関が少ない等）」が
70ポイント前後で比較的高く、丹波では「若者等が活動できる賑わいがない」（68.6ポイント）も他の地域より多く
なっている。
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■転居を検討している理由（ポイント制：ライフステージ別） （ポイント）
回
答
数

（
n

）

入
学
・
進
学

就
職

転
職
・
転
勤

結
婚
・
同
棲

離
婚
・
別
居

職
場
や
学
校
の
近
く
へ
移
動

持
ち
家
の
取
得

子
の
誕
生
・
成
長
に
伴
う

広
い
住
居
へ
の
転
居

親
と
同
居
・
近
居
す
る
た
め

（
子
育
て
の
支
援
を
得
る
た
め

）

親
と
同
居
・
近
居
す
る
た
め

（
介
護
等
の
た
め

）

全体 989 37.1 60.8 79.0 47.0 9.3 41.9 48.4 24.8 13.2 18.6

独身者 541 34.9 100.6 75.6 75.6 3.7 51.6 28.7 5.9 8.9 9.6

夫婦のみ 106 12.3 9.4 93.4 18.9 6.6 32.1 85.8 42.5 14.2 41.5

ベビーファミリー層 203 62.1 17.7 92.6 10.8 17.7 27.6 83.7 67.0 24.6 17.7

ヤングファミリー層 47 48.9 2.1 74.5 6.4 23.4 53.2 48.9 42.6 19.1 31.9

ファミリー層 86 11.6 7.0 48.8 7.0 20.9 23.3 45.3 12.8 10.5 43.0

回
答
数

（
n

）

子
育
て
へ
の
経
済
的
支
援

（
児
童
手
当

、
医
療
費
無
料
等

）

が
十
分
で
な
い

保
育
所
な
ど
の
子
ど
も
の

預
け
先
施
設
が
十
分
で
な
い

小
学
校

、
中
学
校

、
高
等
学
校

な
ど
の
子
ど
も
の
教
育
環
境

買
い
物
等
日
常
生
活
が
不
便
で
あ
る

（
公
共
交
通
機
関
が
少
な
い
等

）

自
然
環
境
が
整

っ
て
い
な
い

健
康
上
の
理
由

近
所
と
の
付
き
合
い
な
ど
の

人
間
関
係

若
者
等
が
活
動
で
き
る

賑
わ
い
が
な
い

そ
の
他

全体 989 9.2 2.5 10.9 35.5 18.4 17.3 21.6 22.2 26.5

独身者 541 3.3 0.9 3.7 29.0 19.8 15.7 20.0 27.0 20.1

夫婦のみ 106 16.0 3.8 7.5 43.4 17.9 18.9 29.2 10.4 42.5

ベビーファミリー層 203 16.3 6.4 30.5 24.6 14.3 4.9 10.8 12.8 16.7

ヤングファミリー層 47 10.6 6.4 31.9 53.2 12.8 8.5 29.8 29.8 25.5

ファミリー層 86 18.6 0.0 3.5 83.7 24.4 57.0 41.9 24.4 72.1

ラ
イ
フ

ス
テ
ー

ジ
別

ラ
イ
フ

ス
テ
ー

ジ
別

【ライフステージ別】
・独身者は「就職」（100.6ポイント）と「結婚・同棲」（75.6ポイント）といった今後の人生における節目の時期、転
居を検討している人が多くなっている。
・夫婦のみとベビーファミリー層では「転職・転勤」に次いで、「持ち家の取得」が高くなっており、「子の誕生・成
長に伴う広い住居への転居」も比較的高くなっている。
・ファミリー層は「買い物等日常生活が不便である（公共交通機関が少ない等）」が83.7ポイントと最も高く、次い
で「健康上の理由」が57.0ポイントで続いている。
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（4）検討している転居先

【転居の予定がある人のみ】

問18 現時点で、転居先はどの辺りを検討していますか？

１．神戸市

２．阪神南地域（尼崎市、西宮市、芦屋市）

３．阪神北地域（宝塚市、伊丹市、川西市、三田市、猪名川町）

４．東播磨地域（明石市、加古川市、高砂市、稲美町、播磨町）

５．北播磨地域（西脇市、三木市、小野市、加西市、加東市、多可町）

６．中播磨地域（姫路市、神河町、市川町、福崎町）

７．西播磨地域（相生市、たつの市、赤穂市、宍粟市、太子町、上郡町、佐用町）

８．但馬地域（豊岡市、養父市、朝来市、香美町、新温泉町）

９．丹波地域（篠山市、丹波市）

10．淡路地域（洲本市、淡路市、南あわじ市）

11．大阪府

12．京都府

13．近畿圏（滋賀県、奈良県、和歌山県）

14．東京都

15．首都圏（神奈川県、埼玉県、千葉県）

16．中京圏（愛知県、岐阜県、三重県）

17．その他

【全体】
・検討している転居先は「神戸市」が15.9％、「大阪府」が13.5％と続いており、以下、「阪神南地域」が
9.8％、「東京都」（7.4％）、「東播磨地域」が6.9％、「首都圏（神奈川県、埼玉県、千葉県）」が6.5％と続く。
・「その他」には、「決めていない」が54件と最も多く、ほかに「中国地方」（26件）、「九州・沖縄地方」（23件）、
「四国地方」（15件）、「中部地方」（14件）、「海外」（9件）などがあげられている。
・転居先が兵庫県内にとどまっている人は、あわせて約半数の48.2％であった。

15.9

9.8

5.1

6.9

1.9

3.3

1.4

1.1

1.0

1.8

13.5

2.2

4.4

7.4

6.5

3.1

14.6

48.2

37.2

0.0 20.0 40.0 60.0

神戸市

阪神南地域

阪神北地域

東播磨地域

北播磨地域

中播磨地域

西播磨地域

但馬地域

丹波地域

淡路地域

大阪府

京都府

近畿圏（滋賀県、奈良県、和歌山県）

東京都

首都圏（神奈川県、埼玉県、千葉県）

中京圏（愛知県、岐阜県、三重県）

その他

県内 小計

県外 小計

（％）

■検討している転居先（n=989）
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■検討している転居先（年代別、地域別） （％）
回
答
数

（
n

）

神
戸
市

阪
神
南
地
域

阪
神
北
地
域

東
播
磨
地
域

北
播
磨
地
域

中
播
磨
地
域

西
播
磨
地
域

但
馬
地
域

丹
波
地
域

淡
路
地
域

全体 989 15.9 9.8 5.1 6.9 1.9 3.3 1.4 1.1 1.0 1.8

10代 152 17.1 5.9 2.0 3.9 0.0 2.0 2.0 0.7 0.7 0.0

20代 354 17.8 8.2 7.6 6.5 1.7 2.8 0.3 0.6 0.6 0.8

30代 226 13.3 11.9 4.0 10.6 3.1 4.4 2.2 2.7 0.9 2.2

40代 206 16.0 13.6 3.9 5.3 2.9 4.9 2.4 1.0 1.9 2.4

50代以上 51 9.8 7.8 5.9 7.8 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 9.8

神戸　 230 17.8 10.9 4.8 5.7 0.9 0.9 0.0 0.0 0.9 0.4

阪神南　 180 8.9 20.0 4.4 2.8 1.1 3.3 0.0 1.1 0.0 0.0

阪神北　 145 6.9 15.9 11.7 0.7 0.7 0.7 0.7 2.1 1.4 1.4

東播磨　 125 21.6 4.8 2.4 23.2 0.8 4.0 0.0 0.8 0.8 0.8

北播磨　 57 26.3 3.5 3.5 10.5 15.8 3.5 0.0 0.0 1.8 1.8

中播磨　 90 17.8 1.1 2.2 8.9 2.2 8.9 4.4 1.1 1.1 2.2

西播磨　 52 23.1 3.8 0.0 5.8 0.0 15.4 13.5 0.0 0.0 1.9

但馬　 39 15.4 0.0 2.6 2.6 0.0 2.6 5.1 10.3 0.0 0.0

丹波　 35 22.9 0.0 17.1 2.9 5.7 0.0 0.0 0.0 8.6 0.0

淡路　 36 16.7 5.6 0.0 2.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 27.8

回
答
数

（
n

）

大
阪
府

京
都
府

近
畿
圏

（
滋
賀
県

、

奈
良
県

、
和
歌
山
県

）

東
京
都

首
都
圏

（
神
奈
川
県

、

埼
玉
県

、
千
葉
県

）

中
京
圏

（
愛
知
県

、

岐
阜
県

、
三
重
県

）

そ
の
他

県
内

県
外

全体 989 13.5 2.2 4.4 7.4 6.5 3.1 14.6 48.2 37.2

10代 152 14.5 1.3 8.6 15.1 6.6 3.9 15.8 34.2 50.0

20代 354 15.3 2.0 4.2 8.8 5.9 3.7 13.3 46.9 39.8

30代 226 9.3 3.1 3.1 1.3 6.6 2.2 19.0 55.3 25.7

40代 206 12.1 2.4 3.4 5.8 6.8 3.4 11.7 54.4 34.0

50代以上 51 23.5 2.0 3.9 7.8 7.8 0.0 11.8 43.1 45.1

神戸　 230 13.9 1.3 5.2 7.0 9.1 3.9 17.4 42.2 40.4

阪神南　 180 15.0 2.2 3.3 10.6 6.7 3.3 17.2 41.7 41.1

阪神北　 145 20.7 0.7 4.8 9.7 6.9 0.7 14.5 42.1 43.4

東播磨　 125 10.4 4.0 4.8 4.0 4.0 2.4 11.2 59.2 29.6

北播磨　 57 12.3 0.0 3.5 5.3 0.0 5.3 7.0 66.7 26.3

中播磨　 90 13.3 1.1 4.4 6.7 7.8 3.3 13.3 50.0 36.7

西播磨　 52 5.8 1.9 1.9 5.8 1.9 5.8 13.5 63.5 23.1

但馬　 39 10.3 10.3 5.1 7.7 12.8 0.0 15.4 38.5 46.2

丹波　 35 5.7 8.6 2.9 8.6 5.7 0.0 11.4 57.1 31.4

淡路　 36 11.1 0.0 8.3 2.8 2.8 8.3 13.9 52.8 33.3

年
代
別

地
域
別

年
代
別

地
域
別

【年代別】
・10代は「神戸市」（17.1％）に次いで「東京都」（15.1％）と「大阪府」（14.5％）が多くなっており、県外を検
討している人が比較的多くなっている。
・また、50代以上では「大阪府」が23.5％と最も多くなっている。

【地域別】
・どの地域も「神戸市」か現在、居住している地域内での転居を検討している人が多い中、阪神北では「大
阪府」が20.7％となっており、最も多くなっている。
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■検討している転居先（ライフステージ別） （％）
回
答
数

（
n

）

神
戸
市

阪
神
南
地
域

阪
神
北
地
域

東
播
磨
地
域

北
播
磨
地
域

中
播
磨
地
域

西
播
磨
地
域

但
馬
地
域

丹
波
地
域

淡
路
地
域

全体 989 15.9 9.8 5.1 6.9 1.9 3.3 1.4 1.1 1.0 1.8

独身者 541 16.3 9.4 3.7 5.4 1.5 2.8 1.3 0.4 0.9 0.6

夫婦のみ 106 10.4 10.4 7.5 5.7 1.9 4.7 0.9 2.8 0.9 3.8

ベビーファミリー層 203 19.2 8.9 7.4 10.3 3.0 5.4 2.0 2.0 0.5 3.4

ヤングファミリー層 47 19.1 17.0 4.3 17.0 2.1 2.1 0.0 2.1 0.0 2.1

ファミリー層 86 9.3 9.3 5.8 4.7 2.3 1.2 2.3 1.2 3.5 3.5

回
答
数

（
n

）

大
阪
府

京
都
府

近
畿
圏

（
滋
賀
県

、

奈
良
県

、
和
歌
山
県

）

東
京
都

首
都
圏

（
神
奈
川
県

、

埼
玉
県

、
千
葉
県

）

中
京
圏

（
愛
知
県

、

岐
阜
県

、
三
重
県

）

そ
の
他

県
内

県
外

全体 989 13.5 2.2 4.4 7.4 6.5 3.1 14.6 48.2 37.2

独身者 541 15.0 2.0 5.9 11.1 6.8 3.1 13.9 42.1 44.0

夫婦のみ 106 14.2 4.7 3.8 4.7 6.6 1.9 15.1 49.1 35.8

ベビーファミリー層 203 8.4 2.0 1.5 1.0 4.9 3.4 16.7 62.1 21.2

ヤングファミリー層 47 8.5 0.0 2.1 4.3 4.3 2.1 12.8 66.0 21.3

ファミリー層 86 18.6 2.3 4.7 4.7 9.3 2.3 15.1 43.0 41.9

ラ
イ
フ

ス
テ
ー

ジ
別

ラ
イ
フ

ス
テ
ー

ジ
別

【ライフステージ別】
・独身者は「神戸市」（16.3％）に次いで、「大阪府」（15.0％）と「東京都」（11.1％）が多くなっている。
・夫婦のみとファミリー層では「大阪府」が最も多くなっている。
・ベビーファミリー層とヤングファミリー層は「神戸市」が最も多く、“県内”を検討している人が60％以上と比
較的多くなっている。
・ヤングファミリー層では「阪神南地域」と「東播磨地域」（ともに17.0％）も「神戸市」とほぼ並んで多くなって
いる。
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４．結婚について
（1）結婚のイメージ

問19 結婚に関する考え方について、お聞きします。

結婚について、あなたはどのようなイメージを持っていますか？（３つまで選択可）

１．明るく楽しい生活が送れる

２．精神的な安らぎがある

３．自分自身が成長する

４．社会的な信用が得られる

５．子どもを生み、育てる基盤となる

６．老後の生活が安心できる

７．責任が増す

８．自由に使えるお金や時間、行動が制約される

９．相手の家族や親族との付き合いが煩わしい

10．その他

【全体】
・結婚のイメージは「責任が増す」が39.3％と最も多く、ほぼ並んで「子どもを生み、育てる基盤となる」が
37.5％、「精神的な安らぎがある」が36.1％と続く。以下、「明るく楽しい生活が送れる」（30.9％）、「自由に
使えるお金や時間、行動が制約される」（30.1％）などの順となっている。

【性別】
・男性は「責任が増す」が46.1％と女性（32.7％）よりも多くなっており、結婚に対して責任感を持つ人が多
くみられる。
・女性は「子どもを生み、育てる基盤となる」（42.9％）と「精神的な安らぎがある」（40.4％）がほぼ並んで多
く、男性よりも家族としての基盤や安心感をイメージする人が多くなっている。
・一方で、女性は「相手の家族や親族との付き合いがわずらわしい」が25.1％と比較的多くなっている。

30.9

36.1

18.3

16.3

37.5

13.1

39.3

30.1

19.7

1.2

0.0 20.0 40.0 60.0

明るく楽しい生活が送れる

精神的な安らぎがある

自分自身が成長する

社会的な信用が得られる

子どもを生み、

育てる基盤となる

老後の生活が安心できる

責任が増す

自由に使えるお金や時間、

行動が制約される

相手の家族や親族との

付き合いがわずらわしい

その他

（％）

■結婚のイメージ（複数回答：n=3,000）

30.4

31.7

18.4

19.3

32.0

11.0

46.1

29.6

14.2

1.3

31.5

40.4

18.2

13.5

42.9

15.1

32.7

30.7

25.1

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0

（％）

■結婚のイメージ（性別）

男性(n=1,484)

女性(n=1,516)
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■結婚のイメージ（性・年代別、ライフステージ別） （％）

回
答
数

（
n

）

明
る
く
楽
し
い
生
活
が
送
れ
る

精
神
的
な
安
ら
ぎ
が
あ
る

自
分
自
身
が
成
長
す
る

社
会
的
な
信
用
が
得
ら
れ
る

子
ど
も
を
生
み

、

育
て
る
基
盤
と
な
る

老
後
の
生
活
が
安
心
で
き
る

責
任
が
増
す

自
由
に
使
え
る
お
金
や
時
間

、

行
動
が
制
約
さ
れ
る

相
手
の
家
族
や
親
族
と
の

付
き
合
い
が
わ
ず
ら
わ
し
い

そ
の
他

全体 3000 30.9 36.1 18.3 16.3 37.5 13.1 39.3 30.1 19.7 1.2

男性-10代 134 38.1 34.3 17.9 20.1 29.1 13.4 40.3 24.6 11.2 0.7

男性-20代 389 33.2 24.2 21.1 17.2 30.3 12.1 47.6 28.0 16.2 1.3

男性-30代 403 28.8 31.8 19.6 18.6 32.0 9.9 49.1 36.0 16.6 1.2

男性-40代 409 26.2 35.0 15.9 17.1 31.8 8.6 45.0 30.1 13.0 1.5

男性-50代以上 149 32.2 40.3 15.4 31.5 39.6 15.4 42.3 19.5 8.1 1.3

女性-10代 146 44.5 31.5 15.1 9.6 34.2 17.1 34.9 36.3 17.1 1.4

女性-20代 408 39.5 38.7 18.6 9.8 42.9 15.2 36.0 34.8 22.8 0.5

女性-30代 407 30.7 42.8 15.5 15.0 50.1 13.5 30.5 30.2 25.8 1.2

女性-40代 407 24.6 45.0 18.4 13.5 38.6 16.0 30.0 29.2 30.0 1.7

女性-50代以上 148 17.6 35.1 27.0 23.0 43.9 14.9 34.5 18.9 23.6 0.7

独身者 1261 27.8 30.8 16.5 16.7 25.2 15.8 41.2 34.8 23.4 1.8

夫婦のみ 302 40.7 51.3 19.9 19.9 24.8 15.2 32.5 23.5 15.9 0.3

ベビーファミリー層 728 34.2 36.5 18.5 13.5 55.5 9.3 40.8 30.6 15.9 0.8

ヤングファミリー層 250 31.6 40.8 21.6 13.6 50.8 11.6 36.4 26.4 20.0 0.8

ファミリー層 449 27.6 37.6 20.5 18.9 44.8 10.5 38.8 22.7 17.6 0.9

性
・
年
代
別

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
別

【性・年代別】
・男性20～40代で「責任が増す」が特に多くなっており、男性30代は「自由に使えるお金や時間、行動
が制約される」（35.0％）も比較的多くなっている。
・女性10代は「明るく楽しい生活が送れる」が44.5％と最も多くなっているが、年代が上がるにつれてそ
の割合は減少する傾向がみられる。
・女性30代は「子どもを生み、育てる基盤となる」が50.1％と最も多く、他の層に比べても多くなっている。

【ライフステージ別】
・独身者は「自由に使えるお金や時間、行動が制約される」（34.8％）が比較的多くなっている。
・夫婦のみは「精神的な安らぎがある」が51.3％と最も多く、「明るく楽しい生活が送れる」（40.7％）も比較
的多くなっている。
・一方、独身者と夫婦のみは「子どもを生み、育てる基盤となる」が20％台となっており、子どもがいる層
に比べて少なくなっている。
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（2）結婚願望

結婚したい
35.0%

どちらかといえば

結婚したい
25.5%

どちらかといえば

結婚したくない
8.8%

結婚したくない
15.3%

わからない
15.5%

■結婚願望（n=1,370）

【独身者のみ】

問20 あなたは今後、結婚をしたいと思いますか？

１．結婚したい

２．どちらかといえば結婚したい

３．どちらかといえば結婚したくない

４．結婚したくない

５．わからない

【全体】
・現在、独身者に結婚願望について聞くと、
「結婚したい」が35.0％、「どちらかといえば
結婚したい」が25.5％となっており、あわせ
ると60.5％が“結婚したい”と回答している。
・一方で、「結婚したくない」が15.3％、「ど
ちらかといえば結婚したくない」が8.8％と
なっており、あわせると24.1％が“結婚した
くない”と回答している。

【性別】
・女性は「結婚したい」が36.8％となっており、男性（33.6％）と比べてやや多くなっているが、あま
り大きな差にはなっていない。

33.6

36.8

25.2

25.9

8.6

9.0

16.1

14.2

16.6

14.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=759)

女性(n=611)

■結婚願望（性別）

結婚したい どちらかといえば

結婚したい

どちらかといえば

結婚したくない

結婚したくない わからない
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【性・年代別】
・女性10～20代では「結婚したい」が半数以上を占めており、男性の同年代に比べて多くなってい
る。
・男女ともに年代の若い層ほど“結婚したい”が多く、年代が上がるにつれて“結婚したくない”、あ
るいは「わからない」が多くなっている。

【地域別】
・但馬では「結婚したい」が15.9％にとどまっており、「結婚したくない」が31.8％と他の地域に比べ
て多くなっている。

45.4

38.2

28.3

21.7

20.8

52.4

50.0

25.0

11.0

5.4

26.9

25.3

25.3

25.2

12.5

23.8

26.1

34.0

27.5

5.4

6.9

7.8

9.0

11.2

8.3

7.0

5.4

12.0

15.6

10.8

6.9

13.2

19.9

22.4

37.5

5.6

8.1

16.0

24.8

48.6

13.8

15.5

17.5

19.6

20.8

11.2

10.4

13.0

21.1

29.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性-10代(n=130)

男性-20代(n=296)

男性-30代(n=166)

男性-40代(n=143)

男性-50代以上(n=24)

女性-10代(n=143)

女性-20代(n=222)

女性-30代(n=100)

女性-40代(n=109)

女性-50代以上(n=37)

■結婚願望（性・年代別）

結婚したい どちらかといえば

結婚したい

どちらかといえば

結婚したくない

結婚したくない わからない

39.3

28.2

38.3

39.0

32.9

26.9

41.2

15.9

35.9

40.5

25.8

29.8

24.4

17.4

28.6

28.6

25.5

27.3

25.6

19.0

6.3

9.7

6.7

14.0

11.4

8.4

7.8

11.4

7.7

11.9

14.9

13.9

15.0

14.5

11.4

17.6

13.7

31.8

17.9

11.9

13.7

18.5

15.6

15.1

15.7

18.5

11.8

13.6

12.8

16.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

神戸(n=415)

阪神南(n=238)

阪神北(n=180)

東播磨(n=172)

北播磨(n=70)

中播磨(n=119)

西播磨(n=51)

但馬(n=44)

丹波(n=39)

淡路(n=42)

■結婚願望（地域別）
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■結婚願望別にみた結婚のイメージ （％）

回
答
数

（
n

）

明
る
く
楽
し
い
生
活
が
送
れ
る

精
神
的
な
安
ら
ぎ
が
あ
る

自
分
自
身
が
成
長
す
る

社
会
的
な
信
用
が
得
ら
れ
る

子
ど
も
を
生
み

、

育
て
る
基
盤
と
な
る

老
後
の
生
活
が
安
心
で
き
る

責
任
が
増
す

自
由
に
使
え
る
お
金
や
時
間

、

行
動
が
制
約
さ
れ
る

相
手
の
家
族
や
親
族
と
の

付
き
合
い
が
わ
ず
ら
わ
し
い

そ
の
他

全体 3000 30.9 36.1 18.3 16.3 37.5 13.1 39.3 30.1 19.7 1.2

結婚したい意思がある 829 39.3 40.2 21.0 19.2 31.7 17.9 36.7 27.6 15.0 0.5

結婚したい意思がない 329 6.4 13.7 8.5 11.9 14.6 8.5 47.7 52.3 44.1 4.9

わからない 212 14.2 25.0 11.8 10.4 17.9 19.8 43.9 30.2 25.9 3.3

結
婚
願
望
別

【結婚願望別にみた結婚のイメージ】
・“結婚したい意志がある”（結婚したい+どちらかといえば結婚したい）人は「精神的な安らぎがある」
（40.2％）と「明るく楽しい生活が送れる」（39.3％）がほぼ並んで多く、結婚に対してよいイメージを持
つ人が多い。
・一方、“結婚したい意思がない”（どちらかといえば結婚したくない+結婚したくない）人は、「自由に
使えるお金えや時間、行動が制約される」が52.3％と半数を超えて最も多く、「責任が増す」
（47.7％）や「相手の家族や親族との付き合いがわずらわしい」（44.1％）も半数近くの人が回答して
いる。
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（3）未婚・独身でいる理由

【独身者のみ】

問21 あなたが現在、未婚または独身でいるのはなぜですか？（３つまで選択可）

１．まだ結婚するには若いと思う

２．仕事に専念したい

３．趣味に集中したい

４．未婚または独身の方が気楽

５．結婚に興味がない

６．いい相手が見つからない

７．異性とうまくつきあえない

８．結婚資金や、結婚後に経済的な不安がある

９．同棲でよいと思っている

10．親の介護など、家庭の事情がある

11．親や周囲が同意しない

12. その他

【全体】
・未婚、独身でいる理由は「いい相手が見つからない」が38.0％と最も多くなっている。
・以下、「まだ結婚するには若いと思う」（26.9％）、「結婚資金や結婚後に経済的な不安がある」（25.3％）
と「未婚または独身の方が気楽」（24.7％）がほぼ並んで続いており、経済的な事情や行動の制約を理由
としてあげる人も多くなっている。

26.9

10.2

12.7

24.7

16.6

38.0

19.4

25.3

3.6

4.6

2.5

6.6

0.0 20.0 40.0 60.0

まだ結婚するには若いと思う

仕事に専念したい

趣味に集中したい

未婚または独身の方が気楽

結婚に興味がない

いい相手が見つからない

異性とうまくつきあえない

結婚資金や、結婚後に経済的な不安がある

同棲でよいと思っている

親の介護など、家庭の事情がある

親や周囲が同意しない

その他

（％）

■未婚・独身でいる理由（複数回答：n=1,370）
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■未婚・独身でいる理由（性別、性・年代別、地域別、結婚願望別） （％）

回
答
数

（
n

）

ま
だ
結
婚
す
る
に
は

若
い
と
思
う

仕
事
に
専
念
し
た
い

趣
味
に
集
中
し
た
い

未
婚
ま
た
は

独
身
の
方
が
気
楽

結
婚
に
興
味
が
な
い

い
い
相
手
が
見
つ
か
ら
な
い

異
性
と
う
ま
く

付
き
合
え
な
い

結
婚
資
金
や
結
婚
後
に

経
済
的
な
不
安
が
あ
る

同
棲
で
よ
い
と
思

っ
て
い
る

親
の
介
護
な
ど

、

家
庭
の
事
情
が
あ
る

親
や
周
囲
が
同
意
し
な
い

そ
の
他

全体 1370 26.9 10.2 12.7 24.7 16.6 38.0 19.4 25.3 3.6 4.6 2.5 6.6

男性 759 25.4 10.7 14.1 22.7 16.7 34.7 20.0 30.4 2.6 4.7 2.1 4.9

女性 611 28.6 9.7 11.0 27.2 16.5 42.2 18.7 19.0 4.9 4.4 2.9 8.7

男性-10代 130 65.4 10.0 11.5 7.7 7.7 22.3 19.2 9.2 0.0 2.3 5.4 8.5

男性-20代 296 34.5 16.6 17.9 19.9 13.9 30.4 19.6 28.4 2.7 3.7 2.0 4.1

男性-30代 166 3.0 8.4 15.1 33.7 22.9 45.8 24.7 42.8 3.6 3.0 1.2 3.6

男性-40代 143 0.7 3.5 9.8 27.3 22.4 44.1 16.8 37.8 3.5 7.7 0.7 4.2

男性-50代以上 24 0.0 0.0 0.0 33.3 25.0 20.8 16.7 41.7 4.2 25.0 0.0 8.3

女性-10代 143 79.0 9.8 13.3 7.7 9.8 32.2 18.9 9.1 0.0 0.0 4.2 7.7

女性-20代 222 27.9 14.9 13.5 25.7 9.5 41.4 19.8 27.9 5.0 1.4 4.1 9.0

女性-30代 100 0.0 5.0 12.0 40.0 19.0 52.0 28.0 21.0 6.0 5.0 0.0 10.0

女性-40代 109 0.0 2.8 4.6 36.7 34.9 50.5 12.8 17.4 10.1 14.7 2.8 7.3

女性-50代以上 37 0.0 10.8 2.7 48.6 24.3 35.1 2.7 2.7 5.4 8.1 0.0 10.8

神戸 415 30.6 7.0 10.1 23.1 16.4 36.9 20.0 25.1 4.1 4.6 2.9 7.2

阪神南 238 26.5 13.9 16.0 27.3 17.2 37.8 19.3 26.9 2.9 4.2 1.3 5.9

阪神北 180 28.3 11.1 13.9 23.3 16.7 38.3 19.4 22.2 2.8 4.4 1.1 7.2

東播磨 172 24.4 12.2 10.5 23.8 21.5 30.8 22.1 21.5 3.5 4.7 2.3 7.6

北播磨 70 21.4 14.3 15.7 31.4 8.6 48.6 24.3 37.1 5.7 1.4 2.9 2.9

中播磨 119 30.3 10.9 16.0 21.0 17.6 35.3 10.1 18.5 2.5 7.6 3.4 4.2

西播磨 51 19.6 3.9 11.8 19.6 7.8 60.8 19.6 29.4 0.0 3.9 2.0 7.8

但馬 44 22.7 4.5 9.1 38.6 29.5 34.1 22.7 36.4 4.5 6.8 2.3 4.5

丹波 39 23.1 10.3 17.9 23.1 7.7 38.5 15.4 20.5 2.6 2.6 7.7 7.7

淡路 42 11.9 14.3 9.5 26.2 11.9 45.2 21.4 35.7 11.9 4.8 4.8 9.5

結婚したい意思がある 829 36.9 11.7 10.9 14.7 2.4 46.7 21.0 29.3 2.7 3.4 2.2 6.3

結婚したい意思がない 329 10.6 7.3 17.6 47.7 49.8 16.1 15.5 19.8 4.0 5.5 1.8 6.1

わからない 212 12.7 9.0 12.3 27.8 20.8 38.2 19.3 18.4 7.1 8.0 4.7 8.5

性
・
年
代
別

地
域
別

性
別

結
婚
願
望
別

【性別】
・男女ともに「いい相手が見つからない」が最も多くなっており、男性は「結婚資金や結婚後に経済的な
不安がある」も30.4％と比較的多くなっている。

【性・年代別】
・男性30代以上で「結婚資金や結婚後に経済的な不安がある」が40％前後となっており、女性の同年
代に比べて多くなっている。
・一方、女性20代以上は「いい相手が見つからない」や「未婚または独身の方が気楽」が男性の同年代
に比べて多くなっている。

【地域別】
・北播磨や但馬、淡路で「いい相手が見つからない」と「結婚資金や結婚後に経済的な不安がある」が
他の地域に比べて多くなっている。

【結婚願望別】
・結婚したい意思がある人は「いい相手が見つからない」が46.7％と半数近くで最も多く、「まだ結婚する
には若いと思う」が36.9％で続く。
・結婚したい意思がない人は「結婚に興味がない」が49.8％、「未婚または独身の方が気楽」が47.7％と
いずれも半数近くでほぼ並んでおり、多くなっている。
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（4）結婚できる環境整備について、行政が行うべき取り組み

【全体】
・結婚できる環境を整えるために行政が行うべき取り組みについて、1位～3位までの順位を聞いたところ、1
位に最も多くあげられたのは、「安定した雇用環境の整備」の30.8％で、「賃金を上げるなど、安定して生活
ができるための支援」が27.6％と続いており、安定した生活を送るための雇用環境や賃金を求める声が多く
なっている。

問22 結婚を望む方が結婚できるような環境を整えるためには、行政がどのような取り組みを

行うべきですか？（３つまで選択可：順位付け）

１．安定した雇用環境の整備

２．賃金を上げるなど、安定して生活ができるための支援

３．結婚にかかる費用への経済的支援

４．住宅確保に対する経済的支援

５．出会いの場の提供

６．交際や結婚に対する相談支援

７．結婚したほうが有利となる税制の整備

８．夫婦がともに働き続けられるような職場環境の整備支援

９．結婚を推奨する啓発活動・機運の醸成

10．その他

11．取り組む必要はない

30.8

27.6

7.6

3.2

6.3

1.0

8.0

9.2

1.1

0.5

4.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

安定した雇用環境の整備

賃金を上げるなど、

安定して生活ができるための支援

結婚にかかる費用への経済的支援

住宅確保に対する経済的支援

出会いの場の提供

交際や結婚に対する相談支援

結婚した方が有利となる税制の整備

夫婦がともに働き続けられるような

職場環境の整備支援

結婚を推奨する啓発活動・機運の醸成

その他

取り組む必要はない

（％）

■結婚できる環境整備について行政が行うべき取り組み（1位のみ：n=3,000）
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■結婚できる環境整備について行政が行うべき取り組み（ポイント制：性別、年代別、地域別、結婚願望別） （ポイント）

回
答
数

（
n

）

安
定
し
た
雇
用
環
境
の
整
備

賃
金
を
上
げ
る
な
ど

、
安
定
し
て

生
活
が
で
き
る
た
め
の
支
援

結
婚
に
か
か
る
費
用
へ
の

経
済
的
支
援

住
宅
確
保
に
対
す
る
経
済
的
支
援

出
会
い
の
場
の
提
供

交
際
や
結
婚
に
対
す
る
相
談
支
援

結
婚
し
た
方
が
有
利
と
な
る

税
制
の
整
備

夫
婦
が
と
も
に
働
き
続
け
ら
れ
る

よ
う
な
職
場
環
境
の
整
備
支
援

結
婚
を
推
奨
す
る
啓
発
活
動
・

機
運
の
醸
成

そ
の
他

取
り
組
む
必
要
は
な
い

全体 3000 131.8 136.1 47.3 37.2 39.8 14.4 57.4 75.8 11.9 2.0 14.4

男性 1484 130.7 138.3 57.5 37.9 42.5 17.4 59.4 56.9 13.1 2.6 14.6

女性 1516 133.0 134.0 37.4 36.4 37.2 11.5 55.3 94.2 10.8 1.4 14.2

10代 280 136.1 117.9 79.6 23.6 34.6 19.6 43.6 71.4 10.7 1.1 21.4

20代 797 114.1 148.1 72.0 36.3 38.5 14.1 59.2 68.8 13.8 1.4 8.3

30代 810 126.4 140.2 41.1 33.5 43.2 16.9 63.0 76.9 10.4 2.6 13.3

40代 816 145.1 131.0 28.8 41.1 37.7 12.3 57.8 76.3 11.4 2.7 19.9

50代以上 297 153.9 124.2 18.5 51.9 44.8 9.8 48.8 93.9 13.8 1.0 12.1

神戸 806 137.8 130.4 51.2 39.0 34.2 14.1 58.2 73.3 9.3 2.1 16.4

阪神南 505 140.4 138.2 41.8 38.4 35.6 13.1 58.4 74.7 16.0 1.2 14.3

阪神北 400 117.0 139.8 47.0 43.0 36.8 16.3 59.0 76.5 9.3 1.0 16.5

東播磨 400 125.5 137.3 42.5 33.3 43.8 14.8 58.8 81.5 14.0 4.3 11.3

北播磨 148 131.8 137.8 54.7 37.8 42.6 14.9 54.1 76.4 13.5 2.0 10.1

中播磨 301 129.9 138.2 44.9 38.5 45.2 11.6 56.1 73.1 7.3 2.0 18.9

西播磨 145 133.8 132.4 51.0 35.9 51.0 17.9 60.0 82.8 17.9 0.0 2.1

但馬 96 102.1 147.9 61.5 22.9 45.8 12.5 52.1 79.2 14.6 4.2 18.8

丹波 97 149.5 135.1 40.2 33.0 55.7 19.6 48.5 67.0 15.5 0.0 12.4

淡路 102 139.2 139.2 49.0 23.5 45.1 14.7 52.0 77.5 11.8 2.9 11.8

結婚したい意思がある 829 122.9 136.1 71.3 30.6 49.8 19.4 55.6 64.5 12.2 1.0 9.4

結婚したい意思がない 329 127.4 121.0 45.3 31.6 26.1 10.6 42.9 63.8 7.6 3.6 46.5

わからない 212 128.3 139.2 44.8 32.1 34.0 12.7 33.5 56.6 14.2 2.8 42.5

性
別

年
代
別

地
域
別

結
婚
願
望
別

【全体】
・順位ごとの回答割合にポイントを配分して算出すると、「賃金を上げるなど、安定して生活ができるための
支援」が136.1ポイントと最も高く、次いで「安定した雇用環境の整備」が131.8ポイントで続く。
・以下、「夫婦がともに働き続けられるような職場環境の整備支援」（75.8ポイント）、「結婚した方が有利とな
る税制の整備」（57.4ポイント）が続いて高くなっている。

【性別】
・女性は「夫婦がともに働き続けられるような職場環境の整備支援」が94.2ポイントとなっており、男性（56.9
ポイント）と比べて高くなっている。

【年代別】
・20代で「賃金を上げるなど、安定して生活ができるための支援」が148.1ポイントと特に高くなっている。
・また10～20代の若い層では「結婚にかかる費用への経済的支援」が70ポイント以上となっており、比較的
高くなっている。

【地域別】
・但馬では「賃金を上げるなど、安定して生活ができるための支援」が147.9ポイントと特に高く、「結婚にか
かる費用への経済的支援」（61.5ポイント）が他の地域に比べて高くなっている。
・丹波では「安定した雇用環境の整備」が149.5ポイントと特に高くなっている。

【結婚願望別】
・結婚したい意思がある人は「賃金を上げるなど、安定して生活ができるための支援」（136.1ポイント）や
「結婚にかかる費用への経済的支援」（71.3ポイント）など、経済的な支援を求める声が多くなっている。
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５．妊娠・出産について
（1）理想と実際の子どもの数の差

少ない

(少なくなりそう)
41.2%

理想通り
27.5%

多い

(多くなりそう)
3.2%

わからない
28.2%

■理想と実際の子どもの数の差（n=3,000）

【全体】
・子どもの数について、「理想とする子ども
の数よりも少ない（少なくなりそう）」が41.2％
と最も多く、「理想通り」が27.5％、「多い（多
くなりそう）」が3.2％、「わからない」が28.2％
となった。

【性別】
・女性で「少ない（少なくなりそう）」が43.9％となっており、男性（38.3％）よりも多くなっている。

38.3

43.9

27.2

27.8

3.8

2.5

30.7

25.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(n=1,484)

女性(n=1,516)

■理想と実際の子どもの数の差（性別）

少ない

(少なくなりそう)

理想通り 多い

(多くなりそう)

わからない

問23 あなたが理想とする子どもの数と、実際に育てられそうな（育てている）子どもの

数には差がありますか？

１．理想とする子どもの数よりも少ない（少なくなりそう）

２．理想とする子どもの数を育てている（育てられそう）

３．理想とする子どもの数よりも多い（多くなりそう）

４．わからない
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【性・年代別】
・女性30代以下で「少ない（少なくなりそう）」が比較的多く、特に女性20代では46.3％と、同年代の男性20
代（36.2％）と比べて10ポイントの差がみられ、多くなっている。

【地域別】
・但馬は「少ない（少なくなりそう）」が49.0％と約半数を占めており、他の地域に比べて多くなっている。
・西播磨では「少ない（少なくなりそう）」（40.7％）とほぼ並んで、「理想通り」が40.0％となっており、他の地
域に比べて多くなっている。

27.6

36.2

39.0

41.8

42.3

33.6

46.3

45.0

45.5

40.5

25.4

21.6

27.8

28.6

37.6

24.0

25.7

31.2

27.3

29.1

3.7

3.9

4.2

4.2

2.0

1.4

1.5

3.2

2.9

3.4

43.3

38.3

29.0

25.4

18.1

41.1

26.5

20.6

24.3

27.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性-10代(n=134)

男性-20代(n=389)

男性-30代(n=403)

男性-40代(n=409)

男性-50代以上(n=149)

女性-10代(n=146)

女性-20代(n=408)

女性-30代(n=407)

女性-40代(n=407)

女性-50代以上(n=148)

■理想と実際の子どもの数の差（性・年代別）

少ない

(少なくなりそう)

理想通り 多い

(多くなりそう)

わからない

39.5

44.2

42.8

40.0

33.1

41.9

40.7

49.0

40.2

42.2

26.3

25.0

25.5

30.8

29.1

26.6

40.0

19.8

29.9

31.4

3.8

2.6

3.3

3.0

2.7

3.3

2.8

4.2

2.1

2.0

30.4

28.3

28.5

26.3

35.1

28.2

16.6

27.1

27.8

24.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

神戸(n=806)

阪神南(n=505)

阪神北(n=400)

東播磨(n=400)

北播磨(n=148)

中播磨(n=301)

西播磨(n=145)

但馬(n=96)

丹波(n=97)

淡路(n=102)

■理想と実際の子どもの数の差（地域別）
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47.7

43.5

48.1

34.8

39.5

25.3

3.8

5.3

1.3

13.7

11.7

25.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

共働き世帯(n=926)

片働き世帯(n=625)

その他(n=79)

■理想と実際の子どもの数の差（夫婦の就業状況別）

少ない

(少なくなりそう)

理想通り 多い

(多くなりそう)

わからない

【夫婦の就業状況別】
・共働きの世帯は「少ない（少なくなりそう）」が47.7％となっており、やや片働き世帯（43.5％）より多くなって
いるが、大きな差はみられない。

【世帯年収別】
・世帯年収が上がるにつれて「理想通り」と回答する割合が多くなっている。

【子どもの人数別】

・子どもが「1人」いる人で「少ない（少なくなりそう）」が65.8％と多くなっている。

・また、子どもが「2人」いる人は「理想通り」が50.1％と半数を占めて最も多く、子どもが「1人」と「2人」の家庭

で意識の差がみられる。

31.6

46.3

48.5

46.1

42.3

38.8

30.4

20.9

24.9

30.2

32.6

37.9

38.3

18.6

3.1

2.6

3.4

4.5

3.6

1.9

2.8

44.4

26.2

17.8

16.8

16.1

21.0

48.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

200万円未満(n=225)

200～400万円未満(n=538)

400～600万円未満(n=668)

600～800万円未満(n=423)

800～1,000万円未満(n=248)

1,000万円以上(n=214)

わからない(n=684)

■理想と実際の子どもの数の差（世帯年収別）

37.7

65.8

39.4

16.9

15.9

22.8

50.1

48.1

1.7

0.6

2.9

18.9

44.8

10.8

7.6

16.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いない(n=1,563)

1人(n=509)

2人(n=685)

3人以上(n=243)

■理想と実際の子どもの数の差（子どもの人数別）
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（2）理想よりも実際の子どもの数が少ない理由

【理想よりも実際の子どもの数が少ない人のみ】

問24 理想よりも実際の子どもの数が少ない（少なくなりそうな）理由は何ですか？（３つまで選択可）

１．自分の趣味や自由な時間を優先したい

２．配偶者との関係を大切にしたい

３．配偶者が子どもを欲しがらない

４．年齢的に妊娠・出産が難しい

５．健康上の理由で妊娠・出産が難しい

６．子育てや教育にお金がかかる

７．育児の心理的、肉体的負担に耐えられない

８．育児に自信がない

９．仕事と子育ての両立が難しい

10．勤務先におけるキャリア形成に不安を感じる

11．育児と親の介護のダブルケアの両立が難しい

12．育児に配偶者の協力が得られない

13．保育所等の預け先施設が十分にない

14．子育て支援の施策やサービスが十分にない

15．不妊治療等に対する助成が十分でない

16．欲しいけれどもできない

17．結婚しなくても子どもを生み育てられる環境が十分整備されていない

18. その他

【全体】
・理想よりも実際の子どもの数が少ない理由は、「子育てや教育にお金がかかる」が63.7％と最も多く、経済
的な負担が理想の子どもの数とのギャップの大きな要因のひとつとなっている。
・以下、「仕事と子育ての両立が難しい」（27.4％）と「年齢的に妊娠・出産が難しい」（25.4％）が続いている。

17.9

10.2

6.3

25.4

7.2

63.7

13.3

12.1

27.4

4.4

2.8

3.2

7.1

10.0

3.4

7.0

4.2

2.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自分の趣味や自由な時間を優先したい

配偶者との関係を大切にしたい

配偶者が子どもを欲しがらない

年齢的に妊娠・出産が難しい

健康上の理由で妊娠・出産が難しい

子育てや教育にお金がかかる

育児の心理的、肉体的負担に耐えられない

育児に自信がない

仕事と子育ての両立が難しい

勤務先におけるキャリア形成に不安を感じる

育児と親の介護のダブルケアの両立が難しい

育児に配偶者の協力が得られない

保育所等の預け先施設が十分にない

子育て支援の施策やサービスが十分にない

不妊治療等に対する助成が十分でない

欲しいけれどもできない

結婚しなくても生み育てられる環境が十分整備されていない

その他

（％）

■理想よりも子どもの数が少ない理由（複数回答：n=1,235）
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■理想よりも子どもの数が少ない理由（性別、性・年代別） （％）

回
答
数

（
n

）

自
分
の
趣
味
や
自
由
な
時
間
を

優
先
し
た
い

配
偶
者
と
の
関
係
を

大
切
に
し
た
い

配
偶
者
が
子
ど
も
を

欲
し
が
ら
な
い

年
齢
的
に
妊
娠
・
出
産
が

難
し
い

健
康
上
の
理
由
で
妊
娠
・
出
産
が

難
し
い

子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か
か
る

育
児
の
心
理
的

、
肉
体
的
負
担
に

耐
え
ら
れ
な
い

育
児
に
自
信
が
な
い

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が

難
し
い

全体 1235 17.9 10.2 6.3 25.4 7.2 63.7 13.3 12.1 27.4

男性 569 20.0 15.1 7.9 20.2 6.0 57.6 9.8 9.1 25.8

女性 666 16.1 6.0 5.0 29.9 8.3 68.9 16.2 14.7 28.8

男性-10代 37 16.2 29.7 5.4 2.7 8.1 43.2 5.4 18.9 35.1

男性-20代 141 24.1 17.7 6.4 10.6 5.0 65.2 11.3 10.6 26.2

男性-30代 157 18.5 14.0 8.9 17.2 6.4 61.1 14.0 10.2 24.2

男性-40代 171 21.1 13.5 8.8 33.3 7.6 50.3 7.0 7.0 22.2

男性-50代以上 63 14.3 7.9 7.9 23.8 1.6 60.3 6.3 3.2 33.3

女性-10代 49 32.7 8.2 6.1 8.2 2.0 67.3 18.4 28.6 42.9

女性-20代 189 17.5 8.5 5.8 9.5 5.8 84.1 13.2 19.6 33.9

女性-30代 183 14.2 7.7 4.4 37.2 12.6 65.6 16.9 15.3 26.8

女性-40代 185 11.4 3.2 4.9 50.3 8.6 61.1 18.4 9.2 22.7

女性-50代以上 60 18.3 0.0 3.3 26.7 6.7 56.7 15.0 3.3 26.7

回
答
数

（
n

）

勤
務
先
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
に

不
安
を
感
じ
る

育
児
と
親
の
介
護
の

ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
両
立
が
難
し
い

育
児
に
配
偶
者
の
協
力
が

得
ら
れ
な
い

保
育
所
等
の
預
け
先
施
設
が

十
分
に
な
い

子
育
て
支
援
の
施
策
や

サ
ー

ビ
ス
が
十
分
に
な
い

不
妊
治
療
等
に
対
す
る

助
成
が
十
分
で
な
い

欲
し
い
け
れ
ど
も
で
き
な
い

結
婚
し
な
く
て
も
生
み
育
て
ら
れ
る

環
境
が
十
分
整
備
さ
れ
て
い
な
い

そ
の
他

全体 1235 4.4 2.8 3.2 7.1 10.0 3.4 7.0 4.2 2.8

男性 569 4.6 2.6 0.2 6.5 9.7 2.5 6.0 4.6 3.3

女性 666 4.2 2.9 5.7 7.7 10.4 4.2 7.8 3.9 2.3

男性-10代 37 0.0 2.7 0.0 5.4 16.2 0.0 5.4 5.4 5.4

男性-20代 141 4.3 0.7 0.0 7.8 8.5 0.7 1.4 4.3 2.8

男性-30代 157 7.0 3.8 0.6 5.7 9.6 5.1 6.4 3.8 2.5

男性-40代 171 4.7 2.3 0.0 2.3 7.6 2.3 7.6 5.3 2.9

男性-50代以上 63 1.6 4.8 0.0 17.5 14.3 1.6 11.1 4.8 6.3

女性-10代 49 4.1 2.0 0.0 12.2 12.2 0.0 0.0 2.0 0.0

女性-20代 189 4.2 1.1 3.2 10.1 15.3 3.7 1.1 3.7 2.6

女性-30代 183 4.9 1.6 4.9 7.7 10.4 6.6 12.6 2.7 2.7

女性-40代 185 4.3 5.4 8.6 3.8 4.9 3.8 11.9 4.3 1.6

女性-50代以上 60 1.7 5.0 11.7 8.3 10.0 3.3 8.3 8.3 3.3

性
・
年
代
別

性
別

性
別

性
・
年
代
別

【性別】
・女性は「子育てや教育にお金がかかる」が68.9％となっており、男性（57.6％）よりも多くなっている。
・また、女性は「年齢的に妊娠・出産が難しい」（29.9％）や「育児の心理的、肉体的負担に耐えられない」
（16.2％）、「育児に自信がない」（14.7％）などで男性と比べて多くなっている。

【性・年代別】
・女性20代で「子育て教育にお金がかかる」が84.1％となっており、特に多くなっている。
・女性10代では「仕事と子育ての両立が難しい」（42.9％）や「自分の趣味や自由な時間を優先したい」
（32.7％）、「育児に自信がない」（28.6％）が他の層に比べて多くなっている。
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■理想よりも子どもの数が少ない理由（地域別） （％）

回
答
数

（
n

）

自
分
の
趣
味
や
自
由
な
時
間
を

優
先
し
た
い

配
偶
者
と
の
関
係
を

大
切
に
し
た
い

配
偶
者
が
子
ど
も
を

欲
し
が
ら
な
い

年
齢
的
に
妊
娠
・
出
産
が

難
し
い

健
康
上
の
理
由
で
妊
娠
・
出
産
が

難
し
い

子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か
か
る

育
児
の
心
理
的

、
肉
体
的
負
担
に

耐
え
ら
れ
な
い

育
児
に
自
信
が
な
い

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が

難
し
い

全体 1235 17.9 10.2 6.3 25.4 7.2 63.7 13.3 12.1 27.4

神戸 318 19.2 9.7 5.3 24.2 7.2 60.4 14.5 12.3 30.5

阪神南 223 18.4 9.0 7.2 27.8 9.0 66.4 13.0 10.3 29.1

阪神北 171 12.3 13.5 7.6 26.3 5.8 65.5 12.3 11.1 25.1

東播磨 160 23.8 9.4 6.9 23.1 6.9 60.6 10.0 11.9 21.3

北播磨 49 14.3 10.2 4.1 32.7 2.0 69.4 6.1 22.4 34.7

中播磨 126 15.1 8.7 7.9 18.3 4.8 65.9 15.9 11.1 27.8

西播磨 59 16.9 10.2 3.4 37.3 11.9 74.6 11.9 11.9 27.1

但馬 47 27.7 8.5 10.6 25.5 8.5 57.4 23.4 27.7 19.1

丹波 39 15.4 15.4 0.0 20.5 12.8 66.7 15.4 7.7 23.1

淡路 43 11.6 11.6 4.7 27.9 4.7 55.8 11.6 4.7 32.6

回
答
数

（
n

）

勤
務
先
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
に

不
安
を
感
じ
る

育
児
と
親
の
介
護
の

ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
両
立
が
難
し
い

育
児
に
配
偶
者
の
協
力
が

得
ら
れ
な
い

保
育
所
等
の
預
け
先
施
設
が

十
分
に
な
い

子
育
て
支
援
の
施
策
や

サ
ー

ビ
ス
が
十
分
に
な
い

不
妊
治
療
等
に
対
す
る

助
成
が
十
分
で
な
い

欲
し
い
け
れ
ど
も
で
き
な
い

結
婚
し
な
く
て
も
生
み
育
て
ら
れ
る

環
境
が
十
分
整
備
さ
れ
て
い
な
い

そ
の
他

全体 1235 4.4 2.8 3.2 7.1 10.0 3.4 7.0 4.2 2.8

神戸 318 3.8 3.5 2.5 10.1 8.8 2.8 5.3 3.5 3.5

阪神南 223 7.2 2.2 4.0 8.1 9.9 4.5 6.3 3.6 1.3

阪神北 171 3.5 1.2 3.5 8.2 10.5 2.9 8.8 4.1 4.1

東播磨 160 4.4 2.5 4.4 8.1 6.3 3.1 5.6 5.6 2.5

北播磨 49 0.0 6.1 0.0 2.0 4.1 4.1 14.3 4.1 0.0

中播磨 126 3.2 3.2 3.2 4.0 17.5 4.0 4.0 9.5 3.2

西播磨 59 3.4 1.7 1.7 3.4 11.9 3.4 11.9 1.7 0.0

但馬 47 6.4 6.4 2.1 0.0 8.5 2.1 8.5 2.1 4.3

丹波 39 5.1 0.0 2.6 0.0 12.8 2.6 7.7 0.0 5.1

淡路 43 4.7 2.3 4.7 7.0 14.0 4.7 11.6 2.3 2.3

地
域
別

地
域
別

【地域別】
・西播磨で「子育てや教育にお金がかかる」が74.6％と、他の地域に比べて多くなっている。
・北播磨や淡路で「仕事と子育ての両立が難しい」が比較的多い。
・中播磨で「子育て支援の施策やサービスが十分にない」が17.5％と比較的多くなっている。
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■理想よりも子どもの数が少ない理由（世帯年収別、子どもの人数別） （％）

回
答
数

（
n

）

自
分
の
趣
味
や
自
由
な
時
間
を

優
先
し
た
い

配
偶
者
と
の
関
係
を

大
切
に
し
た
い

配
偶
者
が
子
ど
も
を

欲
し
が
ら
な
い

年
齢
的
に
妊
娠
・
出
産
が

難
し
い

健
康
上
の
理
由
で
妊
娠
・
出
産
が

難
し
い

子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か
か
る

育
児
の
心
理
的

、
肉
体
的
負
担
に

耐
え
ら
れ
な
い

育
児
に
自
信
が
な
い

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が

難
し
い

全体 1235 17.9 10.2 6.3 25.4 7.2 63.7 13.3 12.1 27.4

200万円未満 71 22.5 14.1 5.6 21.1 8.5 52.1 18.3 23.9 28.2

200～400万円未満 249 17.3 11.2 5.6 26.9 7.2 67.1 11.2 12.4 26.5

400～600万円未満 324 16.0 8.6 6.5 24.4 5.2 69.4 13.3 10.5 28.4

600～800万円未満 195 16.9 9.2 8.2 28.7 9.7 65.1 15.4 11.8 22.6

800～1,000万円未満 105 20.0 14.3 7.6 30.5 7.6 51.4 9.5 7.6 31.4

1,000万円以上 83 20.5 8.4 9.6 20.5 7.2 51.8 15.7 9.6 28.9

わからない 208 18.8 9.6 3.4 23.1 7.2 64.4 13.0 13.9 28.8

いない 589 21.1 13.2 3.6 22.6 6.3 63.7 11.2 18.7 30.2

1人 335 13.7 7.2 9.3 30.7 9.9 59.7 13.1 7.2 22.4

2人 270 14.8 8.1 8.1 25.9 5.2 69.3 17.4 4.8 27.4

3人以上 41 26.8 4.9 9.8 19.5 12.2 61.0 17.1 7.3 29.3

回
答
数

（
n

）

勤
務
先
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
に

不
安
を
感
じ
る

育
児
と
親
の
介
護
の

ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
両
立
が
難
し
い

育
児
に
配
偶
者
の
協
力
が

得
ら
れ
な
い

保
育
所
等
の
預
け
先
施
設
が

十
分
に
な
い

子
育
て
支
援
の
施
策
や

サ
ー

ビ
ス
が
十
分
に
な
い

不
妊
治
療
等
に
対
す
る

助
成
が
十
分
で
な
い

欲
し
い
け
れ
ど
も
で
き
な
い

結
婚
し
な
く
て
も
生
み
育
て
ら
れ
る

環
境
が
十
分
整
備
さ
れ
て
い
な
い

そ
の
他

全体 1235 4.4 2.8 3.2 7.1 10.0 3.4 7.0 4.2 2.8

200万円未満 71 5.6 0.0 2.8 4.2 9.9 0.0 5.6 8.5 0.0

200～400万円未満 249 5.6 4.0 2.8 9.6 10.8 3.6 8.4 4.8 0.8

400～600万円未満 324 4.3 2.5 2.8 7.1 8.6 3.4 5.6 5.2 4.6

600～800万円未満 195 2.6 2.6 3.1 7.7 9.7 5.6 7.2 2.1 2.6

800～1,000万円未満 105 4.8 2.9 1.0 4.8 10.5 1.9 6.7 2.9 1.0

1,000万円以上 83 7.2 1.2 7.2 7.2 10.8 6.0 10.8 2.4 3.6

わからない 208 2.9 3.4 3.8 5.8 11.1 1.9 6.3 3.8 3.8

いない 589 4.8 3.9 0.8 6.8 9.7 4.4 5.3 4.1 1.2

1人 335 4.2 0.6 4.5 8.1 10.1 3.6 13.4 3.6 3.9

2人 270 4.4 2.6 6.3 7.0 10.7 1.1 3.3 4.4 4.8

3人以上 41 0.0 4.9 4.9 4.9 9.8 2.4 2.4 9.8 2.4

世
帯
年
収
別

世
帯
年
収
別

子
ど
も
の

人
数
別

子
ど
も
の

人
数
別

【世帯年収別】
・200～800万円未満の人で「子育てや教育にお金がかかる」が60％以上と比較的多く、800万円以上にな
ると、50％台まで下がっている。

【子どもの人数別】
・子どもがいない人では「自分の趣味や自由な時間を優先したい」（21.1％）や「配偶者との関係を大切に
したい」（13.2％）、「育児に自身がない」（18.7％）が比較的多くなっている。
・子どもが1人の人は「年齢的に妊娠・出産が難しい」（30.7％）や「欲しいけれどもできない」（13.4％）が比
較的多い。
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６．子育てについて
（1）子育てのイメージ

【全体】
・子育てのイメージとして、「親としての責任が大きく不安」が37.2％と最も多く、また「育児がうまくできるか
不安」（31.7％）も上位にあげられており、不安を感じる人が多くなっている。
・一方で、「明るく楽しい家庭生活が送れる」（35.8％）や「自分自身が成長できる」（30.0％）、「日々に生
活に活力が生まれる」（29.7％）といった、良いイメージを持っている人も多い。

【性別】
・男性は「精神的な安らぎがある」と「社会的な信用が得られる」、「老後の生活が安心できる」といった良
いイメージで女性よりも多くなっている。
・あとは女性が多く、特に不安を感じる項目で大きいな差がみられることから、男性よりも女性の方がより
不安を感じていることがうかがえる。

35.8

18.4

29.7

30.0

6.2

7.1

31.7

37.2

28.7

19.1

1.2

0.0 20.0 40.0 60.0

明るく楽しい家庭生活が送れる

精神的な安らぎがある

日々の生活に活力が生まれる

自分自身が成長できる

社会的な信用が得られる

老後の生活が安心できる

育児がうまくできるか不安

親としての責任が大きく不安

自由に使えるお金や時間、

行動が制約される

子どもの親同士の付き合いや

人間関係がわずらわしい

その他

（％）

■子育てのイメージ（複数回答：n=3,000）

34.0

21.2

28.4

25.7

8.6

9.2

28.0

33.6

28.1

13.0

1.4

37.5

15.8

30.9

34.2

3.9

5.1

35.4

40.8

29.2

25.1

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0

（％）

■子育てのイメージ（性別）

男性(n=1,484)

女性(n=1,516)

問25 子育てに関する考え方について、お聞きします。

子育てについて、あなたはどのようなイメージを持っていますか？（３つまで選択可）

１．明るく楽しい生活が送れる

２．精神的な安らぎがある

３．日々の生活に活力が生まれる

４．自分自身が成長できる

５．社会的な信用が得られる

６．老後の生活が安心できる

７．育児がうまくできるか不安

８．親としての責任が大きく不安

９．自由に使えるお金や時間、行動が制約される

10．子どもの親同士の付き合いや人間関係がわずらわしい

11．その他
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■子育てのイメージ（性・年代別、ライフステージ別） （％）

回
答
数

（
n

）

明
る
く
楽
し
い
家
庭
生
活
が
送
れ
る

精
神
的
な
安
ら
ぎ
が
あ
る

日
々
の
生
活
に
活
力
が
生
ま
れ
る

自
分
自
身
が
成
長
で
き
る

社
会
的
な
信
用
が
得
ら
れ
る

老
後
の
生
活
が
安
心
で
き
る

育
児
が
う
ま
く
で
き
る
か
不
安

親
と
し
て
の
責
任
が
大
き
く
不
安

自
由
に
使
え
る
お
金
や
時
間

、

行
動
が
制
約
さ
れ
る

子
ど
も
の
親
同
士
の
付
き
合
い
や

人
間
関
係
が
わ
ず
ら
わ
し
い

そ
の
他

全体 3000 35.8 18.4 29.7 30.0 6.2 7.1 31.7 37.2 28.7 19.1 1.2

男性-10代 134 29.9 17.2 26.1 23.1 4.5 9.7 33.6 41.0 29.9 6.0 2.2

男性-20代 389 32.1 16.5 23.1 23.7 7.5 12.6 34.7 36.2 29.3 14.9 0.5

男性-30代 403 35.0 21.1 28.8 26.3 10.9 7.9 30.0 34.2 30.3 15.6 0.7

男性-40代 409 33.3 20.5 31.1 26.9 8.3 7.3 22.0 31.3 27.6 13.0 2.7

男性-50代以上 149 42.3 38.9 36.2 28.2 9.4 8.1 16.1 24.8 18.8 7.4 1.3

女性-10代 146 28.1 8.9 19.2 18.5 2.1 10.3 58.9 58.9 25.3 18.5 1.4

女性-20代 408 39.0 12.3 24.3 32.1 3.4 6.4 46.6 46.6 36.5 22.5 0.2

女性-30代 407 41.8 15.5 30.7 34.2 3.9 4.2 35.4 38.8 27.3 27.5 1.0

女性-40代 407 34.6 20.6 37.1 37.1 3.4 4.4 22.9 36.6 29.0 29.0 1.7

女性-50代以上 148 38.5 19.6 44.6 48.0 8.1 1.4 15.5 23.6 18.9 20.9 0.7

独身者 1261 23.1 12.8 19.8 21.6 6.7 9.4 40.6 45.0 32.0 22.4 1.8

夫婦のみ 302 35.4 13.9 29.1 27.8 5.6 8.3 37.7 37.4 27.5 20.2 1.3

ベビーファミリー層 728 51.8 21.6 35.9 36.3 6.3 5.6 27.5 32.4 27.3 16.1 0.4

ヤングファミリー層 250 44.4 24.8 41.6 38.0 3.2 4.0 20.0 33.6 28.4 18.8 0.8

ファミリー層 449 41.0 29.2 41.4 40.3 6.7 3.8 16.7 25.4 23.2 14.3 0.9

性
・
年
代
別

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
別

【性・年代別】
・男女ともに子育てに対する良いイメージは年代の高い層ほど多く、不安面では年代の若い層ほど感じ
ている傾向がみられる。
・女性10代で「育児がうまくできるか不安」と「親としての責任が大きく不安」（ともに58.9％）が60％近く
なっており、他の層に比べて、特に多くなっている。

【ライフステージ別】
・子どもがいない独身者と夫婦のみで「親としての責任が大きく不安」や「育児がうまくできるか不安」と
いった不安面をあげる人が多くなっている。
・一方で、子どもがいるファミリー層では「明るく楽しい生活が送れる」や「自分自身が成長できる」、
「日々の生活に活力が生まれる」といったいいイメージを持っている人が多く、子どもの成長とともにその
割合はより多くなっている。
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（2）子育てにかかる費用の負担感

全く重く感じない
5.2%

あまり重く感じない
13.1%

思っていた程度
32.4%

やや重く感じる
32.8%

非常に重く感じる
16.5%

■子育て費用の負担感（n=1,437）

【子どもがいる人のみ】

問26 子育てにかかる費用について、子どもをお持ちになる前に思っていた負担感と

比べてどのように感じましたか？

１．思っていたものに比べ、全く重く感じない

２．思っていたものに比べ、あまり重く感じない

３．思っていた程度

４．思っていたものに比べ、やや重く感じる

５．思っていたものに比べ、非常に重く感じる

【全体】
・子育てにかかる費用について、思っていたも
のに比べ、「やや重く感じる」が32.8％と最も多く、
「非常に重く感じる」（16.5％）とあわせると
49.3％と約半数が“費用面で負担を感じる”と回
答している。
・「思っていた程度」が32.4％と続き、「全く重く
感じ ない」（5.2％）と「あまり重く感じ ない 」
（13.1％）はあわせて18.3％となっている。

【性別】
・女性で“費用面で負担を感じる人”（やや重く感じる＋非常に重く感じる）が53.6％と半数を超えており、男
性の44.1％と比べて多くなっている。

【年代別】
・50代以上で“費用面で負担を感じる人”が53.8％と半数を超えて多く、年代が上がるにつれて負担を感じ
る人の割合が多くなっている。

6.7

4.0

15.9

10.8

33.3

31.6

30.3

34.9

13.8

18.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=640)

女性(n=797)

■子育て費用の負担感（性別）

全く重く感じない あまり重く感じない 思っていた程度 やや重く感じる 非常に重く感じる

15.4

6.5

4.1

5.2

5.8

7.7

14.9

14.8

11.9

11.3

30.8

31.3

34.1

32.8

29.2

23.1

32.8

34.1

30.3

36.7

23.1

14.4

13.0

19.9

17.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代(n=13)

20代(n=201)

30代(n=461)

40代(n=522)

50代以上(n=240)

■子育て費用の負担感（年代別）
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【地域別】
・丹波で“費用面で負担を感じる人”が60.0％となっており、他の地域に比べて多くなっている。

【世帯年収別】
・400万円未満の人で“費用面で負担を感じる人”が特に多く、年収が上がるにつれて負担を感じる人の
割合は少なくなり、800～1,000万円未満の人で“費用面で負担を感じる人”は最も少なく、36.9％にとど
まっている。

【ライフステージ別】
・末子が中学生のファミリー層で“費用面で負担を感じる人”が54.1％と特に多く、子どもの年代が上がる
につれて負担を感じる人が多くなっている。

6.4

6.5

3.1

5.1

3.9

3.3

6.0

8.5

0.0

8.3

14.2

10.1

16.4

11.7

10.5

12.6

16.9

6.4

16.0

13.3

28.2

35.0

34.4

35.0

28.9

32.5

26.5

51.1

24.0

35.0

33.7

31.3

31.3

34.1

36.8

34.4

33.7

14.9

44.0

28.3

17.4

17.1

14.9

14.0

19.7

17.2

16.9

19.1

16.0

15.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

神戸(n=344)

阪神南(n=217)

阪神北(n=195)

東播磨(n=214)

北播磨(n=76)

中播磨(n=151)

西播磨(n=83)

但馬(n=47)

丹波(n=50)

淡路(n=60)

■子育て費用の負担感（地域別）

全く重く感じない あまり重く感じない 思っていた程度 やや重く感じる 非常に重く感じる

4.8

6.0

5.3

4.9

4.7

8.3

3.1

11.1

11.6

12.3

17.0

14.1

14.9

9.9

27.0

25.8

34.1

32.1

44.3

29.8

31.3

25.4

35.6

33.8

32.8

24.2

33.1

36.5

31.7

21.0

14.5

13.2

12.8

14.0

19.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

200万円未満(n=63)

200～400万円未満(n=233)

400～600万円未満(n=414)

600～800万円未満(n=265)

800～1,000万円未満(n=149)

1,000万円以上(n=121)

わからない(n=192)

■子育て費用の負担感（世帯年収別）

4.9

5.6

5.3

14.8

11.2

11.6

34.6

32.4

29.0

33.2

32.8

32.5

12.4

18.0

21.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ベビーファミリー層(n=728)

ヤングファミリー層(n=250)

ファミリー層(n=449)

■子育て費用の負担感（ライフステージ別）
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（3）子育てにかかる費用項目

【子どもがいる人のみ】

問27 子育てにかかる費用の中で、①現在、負担を感じている費用と、②今後、負担が

増えそうだと思う費用はそれぞれ何ですか？（それぞれ３つまで選択可）

１．食費

２．衣料・服飾費

３．医療費

４．保育等にかかる費用（保育園、幼稚園 等）

５．小・中・高校にかかる費用（授業料、塾、習い事 等）

６．大学にかかる費用（授業料、仕送り 等）

７．教養娯楽費（趣味・レジャーなどにかかる費用）

８．交通費（定期代などの通学費、移動にかかる費用）

９．通信費（携帯電話など）

10．その他

41.1 

28.3 

14.6 

25.6 

32.1 

17.8 

16.8 

6.9 

11.3 

5.8 

31.5 

14.1 

17.4 

17.7 

45.0 

44.3 

12.2 

11.6 

14.2 

4.6 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

食費

衣料・服飾費

医療費

保育等にかかる費用

小・中・高校にかかる費用

大学にかかる費用

教養娯楽費

交通費

通信費

その他

（％）

■子育てにかかる費用（複数回答）

①現在、負担に感じる費用(n=3,000)

②今後、負担になりそうな費用(n=3,000)

【全体】
①現在、負担に感じる費用
・現在、負担に感じる費用として最も多いのは「食費」（41.1％）で、以下、「小・中・高校にかかる費用」
（32.1％）、「衣料・服飾費」（28.3％）、「保育等にかかる費用」（25.6％）と続く。

②今後、負担になりそうな費用
・今後、負担に感じる費用として最も多いのは「小・中・高校にかかる費用」が45.0％、「大学にかかる費
用」が44.3％とほぼ並んで多く、次いで「食費」が31.5％で続く。
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①現在、負担に感じる費用（地域別） （％）

回
答
数

（
n

）

食
費

衣
料
・
服
飾
費

医
療
費

保
育
等
に
か
か
る
費
用

小
・
中
・
高
校
に
か
か
る
費
用

大
学
に
か
か
る
費
用

教
養
娯
楽
費

交
通
費

通
信
費

そ
の
他

全体 1437 41.1 28.3 14.6 25.6 32.1 17.8 16.8 6.9 11.3 5.8

神戸 344 41.6 29.4 16.3 25.3 34.0 17.7 17.7 5.8 10.2 4.9

阪神南 217 45.2 27.2 17.1 28.6 28.6 18.9 21.7 3.7 8.8 5.5

阪神北 195 38.5 25.6 13.8 24.6 35.9 16.9 16.9 8.7 9.2 7.7

東播磨 214 36.4 25.7 11.7 25.2 32.2 13.6 17.8 6.1 11.2 7.5

北播磨 76 40.8 28.9 26.3 19.7 35.5 23.7 6.6 14.5 14.5 2.6

中播磨 151 42.4 32.5 13.2 29.1 33.1 17.9 10.6 7.3 10.6 4.6

西播磨 83 47.0 28.9 14.5 22.9 22.9 18.1 22.9 12.0 20.5 8.4

但馬 47 53.2 27.7 10.6 25.5 27.7 23.4 14.9 6.4 14.9 8.5

丹波 50 38.0 22.0 6.0 24.0 28.0 20.0 18.0 8.0 14.0 4.0

淡路 60 30.0 36.7 8.3 25.0 33.3 18.3 10.0 3.3 13.3 3.3

②今後、負担になりそうな費用（地域別） （％）

回
答
数

（
n

）

食
費

衣
料
・
服
飾
費

医
療
費

保
育
等
に
か
か
る
費
用

小
・
中
・
高
校
に
か
か
る
費
用

大
学
に
か
か
る
費
用

教
養
娯
楽
費

交
通
費

通
信
費

そ
の
他

全体 1437 31.5 14.1 17.4 17.7 45.0 44.3 12.2 11.6 14.2 4.6

神戸 344 29.9 13.1 20.1 18.3 42.2 41.6 12.2 12.8 14.5 4.7

阪神南 217 33.6 12.4 18.0 18.4 47.5 52.1 13.4 12.0 14.7 4.1

阪神北 195 31.3 11.8 14.4 12.8 52.8 52.3 10.8 13.8 13.8 5.6

東播磨 214 34.1 19.2 14.5 16.4 45.8 36.0 14.5 13.1 11.7 4.7

北播磨 76 26.3 18.4 18.4 15.8 46.1 46.1 7.9 9.2 14.5 1.3

中播磨 151 32.5 13.2 17.2 20.5 44.4 41.7 14.6 6.0 15.2 2.0

西播磨 83 30.1 15.7 14.5 20.5 45.8 43.4 13.3 15.7 20.5 4.8

但馬 47 34.0 8.5 17.0 17.0 36.2 44.7 12.8 12.8 19.1 10.6

丹波 50 28.0 12.0 20.0 18.0 32.0 40.0 8.0 8.0 8.0 10.0

淡路 60 31.7 16.7 21.7 25.0 40.0 43.3 6.7 3.3 10.0 3.3

地
域
別

地
域
別

【地域別】
①現在、負担に感じる費用
・概ねどの地域も「食費」が最も多くなっている。
・北播磨で「医療費」が26.3％となっており、他の地域に比べて多くなっている。

②今後、負担になりそうな費用
・阪神南と阪神北で「大学にかかる費用」が半数を超えており、他の地域に比べて多くなっている。
・また、阪神北では「小・中・高校にかかる費用」が52.8％となっており、教育に関わる費用が他の地域に
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①現在、負担に感じる費用（ライフステージ別） （％）

回
答
数

（
n

）

食
費

衣
料
・
服
飾
費

医
療
費

保
育
等
に
か
か
る
費
用

小
・
中
・
高
校
に
か
か
る
費
用

大
学
に
か
か
る
費
用

教
養
娯
楽
費

交
通
費

通
信
費

そ
の
他

全体 1437 41.1 28.3 14.6 25.6 32.1 17.8 16.8 6.9 11.3 5.8

ベビーファミリー層 728 47.3 39.1 14.1 46.0 18.5 7.3 21.8 2.3 6.6 3.6

ヤングファミリー層 250 43.6 25.6 13.2 2.8 68.4 10.0 17.2 9.2 11.2 3.2

ファミリー層 449 30.1 12.5 16.0 5.3 34.1 39.2 8.7 12.9 19.2 10.9

②今後、負担になりそうな費用（ライフステージ別） （％）

回
答
数

（
n

）

食
費

衣
料
・
服
飾
費

医
療
費

保
育
等
に
か
か
る
費
用

小
・
中
・
高
校
に
か
か
る
費
用

大
学
に
か
か
る
費
用

教
養
娯
楽
費

交
通
費

通
信
費

そ
の
他

全体 1437 31.5 14.1 17.4 17.7 45.0 44.3 12.2 11.6 14.2 4.6

ベビーファミリー層 728 42.6 18.0 12.2 33.4 55.1 42.2 15.5 7.6 10.6 0.7

ヤングファミリー層 250 32.0 14.4 9.6 1.6 67.6 52.8 11.6 14.0 18.0 1.2

ファミリー層 449 13.6 8.0 30.1 1.8 16.7 43.4 7.1 16.9 17.6 12.7

ラ
イ
フ

ス
テ
ー

ジ
別

ラ
イ
フ

ス
テ
ー

ジ
別

【ライフステージ別】
①現在負担に感じる費用
・ベビーファミリー層では「食費」（47.3％）と並んで「保育等にかかる費用」が45.0％と多くなっている。
・ヤングファミリー層では「小・中・高校にかかる費用」（68.4％）、ファミリー層では「大学にかかる費用」が
最も多く、子どもの年代に沿った教育費が多くなっている。

②今後負担になりそうな費用
・ヤングファミリー層では「小・中・高校にかかる費用」や「大学にかかる費用」が他の層に比べていずれも
多くなっており、学費を心配する声が特に多くなっている。
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（4）子育てに悩んだ時の相談先

【全体】
・子育てに悩んだ時の相談先として、「配偶者（夫または妻）」が68.8％と最も多く、以下、「配偶者以外の
家族や親族（親・兄弟など）」が49.5％、「友人・知人」が45.0％と続いており、それ以外の項目はいずれも
10％未満であった。

【性別】
・「配偶者（夫または妻）」は男女ほぼ同じ割合となっており、女性は「配偶者以外の家族や親族（親・兄弟
など）」（62.4％）、「友人・知人」（57.7％）が男性よりも多くなっている。
・男性は「誰にも相談していない」が14.8％となっており、女性と比べて多くなっている。

68.8

49.5

45.0

7.9

8.6

3.1

1.8

1.8

1.0

3.3

5.1

0.2

9.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

配偶者

配偶者以外の家族や親族

友人・知人

仕事の関係者

保育所、幼稚園、児童館などの

先生・職員

医療機関

市町の相談窓口

こども家庭センター

保健所

子育てサークル

インターネット

その他

誰にも相談していない

（％）

■子育てに悩んだ時の相談先（複数回答：n=3,000）

68.8

33.4

29.1

11.1

6.9

1.7

1.6

2.0

0.9

1.3

4.8

0.0

14.8

68.9

62.4

57.7

5.4

10.0

4.1

2.0

1.6

1.0

4.9

5.4

0.4

5.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

（％）

■子育てに悩んだ時の相談先（性別）

男性(n=640)

女性(n=797)

【子どもがいる人のみ】

問28 子どもの就学前（0～6歳）において、あなたが子育てで悩んだり、不安に思ったりした場合、

誰（どこ）に相談をしていますか？または、相談しましたか？（３つまで選択可）

１．配偶者（夫または妻）

２．配偶者以外の家族や親族（親・兄弟など）

３．友人・知人

４．仕事の関係者（上司や同僚など）

５．保育所、幼稚園、学校、児童館などの先生・職員

６．医療機関

７．市町の相談窓口

８．こども家庭センター

９．保健所

10．子育てサークル（まちの子育てひろば、地域子育て支援拠点など）

11．インターネット（育児に関するサイトなど）

12．その他

13．誰にも相談していない
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■子育てに悩んだ時の相談先（性・年代別、地域別） （％）

回
答
数

（
n

）

配
偶
者

配
偶
者
以
外
の
家
族
や
親
族

友
人
・
知
人

仕
事
の
関
係
者

保
育
所

、
幼
稚
園

、
児
童
館
な
ど
の

先
生
・
職
員

医
療
機
関

市
町
の
相
談
窓
口

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

保
健
所

子
育
て
サ
ー

ク
ル

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

そ
の
他

誰
に
も
相
談
し
て
い
な
い

全体 1437 68.8 49.5 45.0 7.9 8.6 3.1 1.8 1.8 1.0 3.3 5.1 0.2 9.6

男性-10代 6 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 50.0

男性-20代 70 72.9 47.1 41.4 21.4 1.4 1.4 1.4 4.3 0.0 0.0 8.6 0.0 5.7

男性-30代 198 73.7 31.3 33.8 14.1 8.6 2.0 1.5 2.5 0.0 0.5 5.1 0.0 12.6

男性-40代 246 66.3 32.1 24.8 8.5 6.1 1.2 0.8 1.2 0.0 1.6 4.9 0.0 16.7

男性-50代以上 120 65.0 33.3 22.5 5.8 9.2 1.7 3.3 1.7 5.0 2.5 1.7 0.0 18.3

女性-10代 7 57.1 57.1 28.6 14.3 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 28.6

女性-20代 131 80.2 72.5 47.3 3.1 3.1 3.8 1.5 1.5 2.3 3.8 3.8 0.8 7.6

女性-30代 263 75.3 70.3 63.1 5.7 12.9 3.8 1.9 2.7 0.8 6.1 5.7 0.0 2.3

女性-40代 276 63.0 58.7 63.0 8.0 12.7 2.9 2.5 1.4 0.4 3.6 6.2 0.4 4.7

女性-50代以上 120 56.7 42.5 46.7 0.8 5.8 8.3 0.8 0.0 1.7 6.7 5.0 0.8 10.0

神戸 344 70.6 47.7 47.1 6.7 9.0 2.0 1.5 2.0 0.0 3.8 4.1 0.0 9.6

阪神南 217 64.1 44.7 44.2 7.8 9.2 3.2 2.3 1.8 1.4 3.7 6.9 0.0 8.8

阪神北 195 71.3 48.7 44.1 8.7 9.7 3.6 3.6 2.1 0.0 3.1 3.6 0.5 10.3

東播磨 214 67.8 51.9 43.5 7.0 7.9 2.8 1.4 1.4 0.5 1.4 5.1 0.0 8.9

北播磨 76 57.9 50.0 42.1 6.6 6.6 1.3 2.6 1.3 1.3 3.9 7.9 0.0 21.1

中播磨 151 72.8 48.3 44.4 10.6 6.0 4.6 0.7 2.0 4.0 1.3 7.9 1.3 7.3

西播磨 83 72.3 61.4 45.8 10.8 6.0 6.0 1.2 0.0 1.2 6.0 4.8 0.0 8.4

但馬 47 66.0 46.8 51.1 12.8 8.5 2.1 2.1 4.3 2.1 0.0 4.3 0.0 10.6

丹波 50 70.0 46.0 54.0 8.0 18.0 2.0 0.0 0.0 2.0 8.0 2.0 0.0 4.0

淡路 60 71.7 61.7 35.0 3.3 8.3 3.3 1.7 3.3 0.0 5.0 3.3 0.0 10.0

性
・
年
代
別

地
域
別

【性・年代別】
・女性20～40代で「配偶者以外の家族や親族」と「友人・知人」は特に多くなっており、男性の同年代と大き
な差がみられる。

【地域別】
・西播磨で「配偶者以外の家族や親族」が61.4％と他の地域に比べて多くなっている。
・丹波で「保育所、幼稚園、児童館などの先生・職員」が18.0％となっており、比較的多くなっている。

－73－



■子育てに悩んだ時の相談先（ライフステージ別） （％）

回
答
数

（
n

）

配
偶
者

配
偶
者
以
外
の
家
族
や
親
族

友
人
・
知
人

仕
事
の
関
係
者

保
育
所

、
幼
稚
園

、
児
童
館
な
ど
の

先
生
・
職
員

医
療
機
関

市
町
の
相
談
窓
口

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

保
健
所

子
育
て
サ
ー

ク
ル

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

そ
の
他

誰
に
も
相
談
し
て
い
な
い

全体 1437 68.8 49.5 45.0 7.9 8.6 3.1 1.8 1.8 1.0 3.3 5.1 0.2 9.6

ベビーファミリー層 728 75.3 56.0 49.2 9.3 9.2 2.5 1.8 2.1 0.5 2.9 5.6 0.1 6.9

ヤングファミリー層 250 69.6 46.8 47.2 6.8 8.8 3.2 2.0 2.4 0.4 2.0 4.4 0.0 10.4

ファミリー層 449 58.8 41.2 37.6 6.2 7.6 4.0 1.8 0.9 1.8 4.7 4.9 0.4 13.1

ラ
イ
フ

ス
テ
ー

ジ
別

【ライフステージ別】
・子どもの年代が小さい層ほど「配偶者」や「配偶者以外の家族や親族」、「友人・知人」は割合が高くなって
いる。
・一方、子どもの年代が上がるにつれて「誰にも相談していない」の割合は高くなっている。
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７．子育てと仕事の両立支援について
（1）子育てをしながら働く際に困難なこと

問29 働きながら子どもを育てていく上で、仕事と家庭のバランスを考えることが重要ですが、

女性にとって子育てをしながら働く場合に、どういった点が困難だと思いますか？

または男性にとって子育てをしながら働く場合に、どういった点が困難だと思いますか？

（それぞれ３つまで選択可）

※現在、お仕事や子育てをしていない／予定のない方も想定でお答えください。

１．仕事をしている間、子どもを預ける人や施設の確保が難しい

２．病気やけがなど、子どもの緊急時に対応しにくい

３．職場に時短勤務や休みを取りにくい雰囲気がある

４．職場で育児休業の復帰前後の支援が少ない

５．職場での昇進・昇格に影響する

６．配偶者の協力が得られない

７．配偶者以外の家族の協力が得られない

８．子どもと過ごせる時間が少ない

９．その他

10．わからない

【全体】
①女性にとって、子育てをしながら働く際に困難な点
・「仕事をしている間、子どもを預ける人や施設の確保が難しい」が62.9％と最も多く、次いで「病気やけが
など、子どもの緊急時に対応しにくい」が48.0％と続いている。

②男性にとって、子育てをしながら働く際に困難な点
・「職場に時短勤務や休みを取りにくい雰囲気がある」が47.5％と最も多く、「子どもと過ごせる時間が少な
い」が36.6％と続いている。

・“女性にとって”困難な点は、子どもの預かり先や子どもの緊急時の対応など、子どもに関する項目が“男
性にとって”よりも多くなっている。
・一方、“男性にとって”困難な点は、職場の雰囲気や昇進・昇格への影響などが“女性にとって”よりも多く
なっている。

62.9

48.0

38.9

21.1

10.6

16.3

4.7

18.1

0.7

6.2

23.0

34.6

47.5

19.6

24.4

4.0

4.9

36.6

0.4

10.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

仕事の間、子どもを預ける人や施設の確保が難しい

病気やけがなど、子どもの緊急時に対応しにくい

職場に時短勤務や休みを取りにくい雰囲気がある

職場で育児休業の復帰前後の支援が少ない

職場での昇進・昇格に影響する

配偶者の協力が得られない

配偶者以外の家族の協力が得られない

子どもと過ごせる時間が少ない

その他

わからない

（％）

■子育てをしながら働く際に困難な点（複数回答）

①女性にとって困難な点(n=3,000)

②男性にとって困難な点(n=3,000)
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①女性にとって、子育てをしながら働く際に困難な点（年代別） （％）

回
答
数

（
n

）

仕
事
を
し
て
い
る
間

、
子
ど
も
を

預
け
る
人
や
施
設
の
確
保
が
難
し
い

病
気
や
け
が
な
ど

、

子
ど
も
の
緊
急
時
に
対
応
し
に
く
い

職
場
に
時
短
勤
務
や

休
み
を
取
り
に
く
い
雰
囲
気
が
あ
る

職
場
で
育
児
休
業
の

復
帰
前
後
の
支
援
が
少
な
い

職
場
で
の
昇
進
・
昇
格
に
影
響
す
る

配
偶
者
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い

配
偶
者
以
外
の
家
族
の

協
力
が
得
ら
れ
な
い

子
ど
も
と
過
ご
せ
る
時
間
が
少
な
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

全体 3000 62.9 48.0 38.9 21.1 10.6 16.3 4.7 18.1 0.7 6.2

10代 280 57.5 31.4 38.9 34.3 18.2 11.4 5.4 9.3 0.0 9.3

20代 797 62.6 42.3 39.9 23.0 14.3 14.7 3.6 20.7 0.5 6.4

30代 810 62.1 51.1 41.9 21.0 10.4 17.0 4.2 19.3 0.9 5.8

40代 816 64.1 54.2 37.4 16.7 6.6 18.5 5.6 17.5 0.9 6.0

50代以上 297 67.3 53.9 32.3 16.5 4.7 16.8 5.4 17.5 0.7 4.7

②男性にとって、子育てをしながら働く際に困難な点（年代別） （％）

回
答
数

（
n

）

仕
事
を
し
て
い
る
間

、
子
ど
も
を

預
け
る
人
や
施
設
の
確
保
が
難
し
い

病
気
や
け
が
な
ど

、

子
ど
も
の
緊
急
時
に
対
応
し
に
く
い

職
場
に
時
短
勤
務
や

休
み
を
取
り
に
く
い
雰
囲
気
が
あ
る

職
場
で
育
児
休
業
の

復
帰
前
後
の
支
援
が
少
な
い

職
場
で
の
昇
進
・
昇
格
に
影
響
す
る

配
偶
者
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い

配
偶
者
以
外
の
家
族
の

協
力
が
得
ら
れ
な
い

子
ど
も
と
過
ご
せ
る
時
間
が
少
な
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

全体 3000 23.0 34.6 47.5 19.6 24.4 4.0 4.9 36.6 0.4 10.0

10代 280 15.0 27.5 45.7 20.4 23.2 3.6 5.0 44.3 0.0 10.0

20代 797 22.5 33.6 46.9 19.4 25.8 3.4 4.3 38.5 0.1 11.3

30代 810 21.5 38.9 49.8 22.3 23.1 3.6 4.7 37.8 0.4 9.1

40代 816 27.2 35.3 48.3 17.6 24.0 4.8 5.6 32.4 0.9 9.9

50代以上 297 24.2 30.6 42.4 17.2 25.9 5.4 5.4 32.7 0.7 9.4

年
代
別

年
代
別

【年代別】
①女性にとって、子育てをしながら働く際に困難な点
・年代が上がるほど、「仕事をしている間、子どもを預ける人や施設の確保が難しい」や「病気やけがなど、
子どもの緊急時に対応しにくい」、「配偶者の協力が得られない」が多くなっている。
・一方、年代が若い層ほど、「職場に時短勤務や休みを取りにくい雰囲気がある」や「職場で育児休業の復
帰前後の支援が少ない」、「職場での昇進・昇格に影響する」などが多くなっており、職場での立場やキャリ
アを意識している人が多いことがうかがえる。

②男性にとって、子育てをしながら働く際に困難な点
・年代が上がるほど、「仕事をしている間、子どもを預ける人や施設の確保が難しい」が多く、反対に年代の
若い層ほど、「子どもと過ごせる時間が少ない」が多くなっている。
・30～40代で「病気やけがなど、子どもの緊急時に対応しにくい」や「職場に時短勤務や休みを取りにくい
雰囲気がある」が特に多くなっている。
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①女性にとって、子育てをしながら働く際に困難な点（ライフステージ別） （％）

回
答
数

（
n

）

仕
事
を
し
て
い
る
間

、
子
ど
も
を

預
け
る
人
や
施
設
の
確
保
が
難
し
い

病
気
や
け
が
な
ど

、

子
ど
も
の
緊
急
時
に
対
応
し
に
く
い

職
場
に
時
短
勤
務
や

休
み
を
取
り
に
く
い
雰
囲
気
が
あ
る

職
場
で
育
児
休
業
の

復
帰
前
後
の
支
援
が
少
な
い

職
場
で
の
昇
進
・
昇
格
に
影
響
す
る

配
偶
者
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い

配
偶
者
以
外
の
家
族
の

協
力
が
得
ら
れ
な
い

子
ど
も
と
過
ご
せ
る
時
間
が
少
な
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

全体 3000 62.9 48.0 38.9 21.1 10.6 16.3 4.7 18.1 0.7 6.2

独身者 1261 60.7 35.9 37.7 28.2 14.4 15.7 3.5 13.7 0.5 9.6

夫婦のみ 302 66.6 50.0 39.7 22.2 8.9 12.6 5.0 15.6 1.0 7.0

ベビーファミリー層 728 64.6 59.2 41.6 17.0 9.6 17.0 4.4 25.3 0.7 2.3

ヤングファミリー層 250 60.0 62.0 42.0 11.2 7.2 18.0 5.6 23.2 0.4 2.8

ファミリー層 449 65.9 55.7 35.9 13.1 4.5 18.5 7.6 17.6 1.1 3.8

②男性にとって、子育てをしながら働く際に困難な点（ライフステージ別） （％）

回
答
数

（
n

）

仕
事
を
し
て
い
る
間

、
子
ど
も
を

預
け
る
人
や
施
設
の
確
保
が
難
し
い

病
気
や
け
が
な
ど

、

子
ど
も
の
緊
急
時
に
対
応
し
に
く
い

職
場
に
時
短
勤
務
や

休
み
を
取
り
に
く
い
雰
囲
気
が
あ
る

職
場
で
育
児
休
業
の

復
帰
前
後
の
支
援
が
少
な
い

職
場
で
の
昇
進
・
昇
格
に
影
響
す
る

配
偶
者
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い

配
偶
者
以
外
の
家
族
の

協
力
が
得
ら
れ
な
い

子
ど
も
と
過
ご
せ
る
時
間
が
少
な
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

全体 3000 23.0 34.6 47.5 19.6 24.4 4.0 4.9 36.6 0.4 10.0

独身者 1261 22.6 29.7 45.9 21.1 22.3 4.4 5.0 35.6 0.5 12.5

夫婦のみ 302 20.9 38.7 49.7 21.9 22.2 5.0 5.3 36.1 0.7 9.9

ベビーファミリー層 728 21.0 40.2 51.8 18.8 29.1 3.3 4.1 41.6 0.1 7.6

ヤングファミリー層 250 28.0 40.4 48.8 19.6 25.6 1.6 4.8 38.0 0.8 4.4

ファミリー層 449 25.8 33.6 43.4 15.6 23.4 4.9 6.0 31.2 0.4 10.0

ラ
イ
フ

ス
テ
ー

ジ
別

ラ
イ
フ

ス
テ
ー

ジ
別

【ライフステージ別】
①女性にとって、子育てをしながら働く際に困難な点
・ベビーファミリー層やヤングファミリー層で「病気やけがなど、子どもの緊急時に対応しにくい」が他の
層に比べて多くなっており、また、「子どもと過ごせる時間が少ない」も比較的多くなっている。

②男性にとって、子育てをしながら働く際に困難な点
・ベビーファミリー層やヤングファミリー層で「病気やけがなど、子どもの緊急時に対応しにくい」が他の
層に比べて多くなっている。
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（2）再就職する際の理想の働き方

さらに

スキルアップしたい
18.5%

前職に戻りたい
11.9%

希望条件に合う

職場で働きたい
42.3%

支援を受けて、

起業したい
4.0%

再就職したいと

思わない
6.7%

わからない
16.3%

その他
0.3%

■再就職する際の理想の働き方（n=3,000）

問30 出産や子育てのために一度仕事をやめた後、子育てをしながら再び就職をする場合、

あなたならどんな働き方をしたいと思いますか？あなたの考えに最も近いものを選んで

ください。※ご自身が育児に伴って離職した場合を想定してお答えください。

１．以前の仕事内容やキャリアを生かして、さらにスキルアップしたい

２．復帰するための研修を受けて、前職に戻りたい

３．以前と違う仕事でも構わないので、自分の希望条件に合う職場で働きたい

４．支援を受けて、起業したい

５．再就職したいと思わない

６．わからない

７．その他

【全体】
・再就職する際の理想の働き方は、「希望条
件に合う職場で働きたい」が42.3％と最も多く、
「さらにスキルアップしたい」が18.5％、「前職
に戻りたい」が11.9％と続く。

24.5

12.6

13.5

10.2

32.6

51.8

4.6

3.3

5.1

8.3

19.2

13.5

0.3

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(n=1,484)

女性(n=1,516)

■再就職する際の理想の働き方（性別）

さらに

スキルアップしたい

前職に戻りたい 希望条件に合う

職場で働きたい

支援を受けて、

起業したい

再就職したいと

思わない

わからない その他

【性別】
・男性は「さらにスキルアップしたい」が24.5％となっており、女性（12.6％）と比べて多くなっている。
・女性は「希望条件に合う職場で働きたい」が51.8％と半数を超えて最も多く、男性（32.6％）と比べても
多くなっている。
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【性・年代別】
・男性20代以下は「さらにスキルアップしたい」が最も多くなっているが、男性30代以上は「希望条
件に合う職場で働きたい」が最も多くなっている。
・女性10代は「さらにスキルアップしたい」が27.4％と比較的多くなっているが、女性20代以上にな
ると、「さらにスキルアップしたい」は10％前後となり、「希望条件に合う職場で働きたい」が半数以上
を占めて多くなっている。

【夫婦の就業状況別】
・共働き世帯では「さらにスキルアップしたい」が21.0％となっており、片働き世帯（9.9％）と比べて
多くなっている。

32.8

27.8

22.8

18.8

28.9

27.4

14.5

9.3

10.3

8.1

9.0

13.4

14.9

13.0

16.1

18.5

12.0

9.8

6.1

9.5

29.1

26.2

32.5

38.6

36.2

34.9

50.5

55.5

54.5

54.1

5.2

4.6

4.5

6.1

0.7

1.4

4.2

2.7

3.2

4.7

1.5

6.9

5.5

4.6

4.0

5.5

8.3

8.6

10.1

5.4

21.6

20.8

19.6

18.3

14.1

11.6

10.0

13.8

15.5

18.2

0.7

0.3

0.2

0.5

0.7

0.5

0.2

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性-10代(n=134)

男性-20代(n=389)

男性-30代(n=403)

男性-40代(n=409)

男性-50代以上(n=149)

女性-10代(n=146)

女性-20代(n=408)

女性-30代(n=407)

女性-40代(n=407)

女性-50代以上(n=148)

■再就職する際の働き方（性・年代別）

さらに

スキルアップしたい

前職に戻りたい 希望条件に合う

職場で働きたい

支援を受けて、

起業したい

再就職したいと

思わない

わからない その他

21.0

9.9

11.4

13.3

9.9

7.6

47.7

53.9

38.0

3.8

4.0

2.5

3.8

10.4

12.7

10.3

11.7

27.8

0.2

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

共働き世帯(n=926)

片働き世帯(n=625)

その他(n=79)

■再就職する際の理想の働き方（夫婦の就業状況別）
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【ライフステージ別】
・ベビーファミリー層とヤングファミリー層で「希望条件に合う職場で働きたい」が50％台と半数以上を占
めており、他の層に比べて多くなっている。

21.6

14.9

16.9

15.2

16.5

12.4

11.6

10.9

11.2

12.7

32.4

43.4

51.9

54.8

47.7

4.0

4.0

4.7

4.0

2.4

6.9

8.6

6.5

5.2

6.0

22.1

17.5

8.9

9.6

14.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

独身者(n=1,261)

夫婦のみ(n=302)

ベビーファミリー層(n=728)

ヤングファミリー層(n=250)

ファミリー層(n=449)

■再就職する際の理想の働き方（ライフステージ別）

さらに

スキルアップしたい

前職に戻りたい 希望条件に合う

職場で働きたい

支援を受けて、

起業したい

再就職したいと

思わない

わからない その他

－80－



（3）男性が子育てに積極的に参加するために必要なこと

43.0

50.4

32.5

9.8

43.0

30.2

17.5

1.5

0.0 20.0 40.0 60.0

男女の役割分担についての

社会通念、習慣の意識をかえること

企業が子育てしやすい職場環境を整備すること

男性が仕事中心の生き方・働き方の意識をかえること

仕事と家庭の両立などの問題について

相談できる窓口を設けること

長時間労働の改善、休暇制度の普及

仕事のスケジュール調整等により、

夫婦が協力し合って育児をすること

子どもに家事などを男女で分担するような

教育や育て方をすること

その他

（％）

■男性が子育てに積極的に参加するために必要なこと（複数回答：n=3,000）

問31 あなたは、今後、男性が女性とともに子育てに積極的に参加していくためには、

どのようなことが必要だと思いますか？（３つまで選択可）

１．男女の役割分担についての社会通念、習慣の意識をかえること

２．企業が子育てしやすい職場環境を整備すること

３．男性が仕事中心の生き方・働き方の意識をかえること

４．仕事と家庭の両立などの問題について相談できる窓口を設けること

５．長時間労働の改善、休暇制度の普及

６．仕事のスケジュール調整等により、夫婦が協力し合って育児をすること

７．子どもに家事などを男女で分担するような教育や育て方をすること

８．その他

【全体】
・男性が子育てに積極的に参加するために必要なことは「企業が子育てしやすい職場環境を整備するこ
と」が50.4％と最も多く、次いで「長時間労働の改善、休暇制度の普及」が43.0％と続いており、職場の理
解や働き方に関する項目が上位にあげられている。
・また、「男女の役割分担についての社会通念、習慣の意識をかえること」（43.0％）や「男性が仕事中心
の生き方・働き方の意識をかえること」（32.5％）が続いており、男性を中心に社会全体の意識をかえてい
くことが必要といった声も多くなっている。
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■男性が子育てに積極的に参加するために必要なこと（性別、性・年代別） （％）

回
答
数

（
n

）

男
女
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
の

社
会
通
念

、
習
慣
の
意
識
を
か
え
る
こ
と

企
業
が
子
育
て
し
や
す
い
職
場
環
境
を

整
備
す
る
こ
と

男
性
が
仕
事
中
心
の
生
き
方
・
働
き
方
の

意
識
を
か
え
る
こ
と

仕
事
と
家
庭
の
両
立
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て

相
談
で
き
る
窓
口
を
設
け
る
こ
と

長
時
間
労
働
の
改
善

、
休
暇
制
度
の
普
及

仕
事
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
調
整
等
に
よ
り

、

夫
婦
が
協
力
し
合

っ
て
育
児
を
す
る
こ
と

子
ど
も
に
家
事
な
ど
を
男
女
で
分
担
す
る
よ
う
な

教
育
や
育
て
方
を
す
る
こ
と

そ
の
他

全体 3000 43.0 50.4 32.5 9.8 43.0 30.2 17.5 1.5

男性 1484 41.0 46.4 32.2 11.7 42.9 23.4 12.9 1.8

女性 1516 45.0 54.4 32.8 8.0 43.0 36.8 22.0 1.2

男性-10代 134 44.8 50.7 27.6 10.4 36.6 21.6 12.7 1.5

男性-20代 389 42.9 41.6 33.4 13.1 43.4 22.9 12.9 1.3

男性-30代 403 36.5 50.6 31.0 11.9 46.2 27.0 13.4 1.7

男性-40代 409 37.2 43.8 34.2 11.0 42.3 19.6 13.0 2.7

男性-50代以上 149 55.7 51.0 30.9 10.1 40.3 26.8 12.1 1.3

女性-10代 146 46.6 56.8 34.9 8.2 37.0 28.8 15.1 1.4

女性-20代 408 40.4 55.1 34.1 7.6 52.7 39.5 18.1 1.5

女性-30代 407 43.5 58.2 29.7 6.9 41.5 38.6 24.6 1.2

女性-40代 407 50.1 52.1 33.7 9.1 41.0 33.2 25.1 0.5

女性-50代以上 148 45.9 45.3 33.8 8.8 31.8 42.6 24.3 2.0

性
別

性
・
年
代
別

【性別】
・女性は「企業が子育てしやすい職場環境を整備すること」（54.4％）と「仕事のスケジュール調整等により、
夫婦が協力し合って育児をすること」（36.8％）が男性と比べて多くなっている。

【性・年代別】
・男女とも50代以上では「男女の役割分担についての社会通念、習慣の意識をかえること」が最も多く、
それ以外は「企業が子育てしやすい職場環境を整備すること」が多くなっている。
・また、男女とも20代は「長時間労働の改善、休暇制度の普及」が多くなっている。
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（4）育児休業制度を利用しやすくするために必要なこと

【全体】
①女性が育児休業制度を利用しやすくするために必要なこと
・「職場の上司や同僚の理解」が68.1％と最も多く、次いで「育児休業中の給与等の一部支給」（41.3％）
と「制度を利用したことにより、昇進・昇格に不利益がないこと」（39.9％）がほぼ並んで続いている。

②男性が育児休業制度を利用しやすくするために必要なこと
・「職場の上司や同僚の理解」が72.3％と最も多く、次いで「制度を利用したことにより、昇進・昇格に不
利益がないこと」が56.1％、「育児休業中の給与等の一部支給」が36.6％と続く。

・男女ともに「職場の上司や同僚の理解」が最も多く、職場の理解や雰囲気作りが必要となっている。
・男性にとって「制度を利用したことにより、昇進・昇格に不利益がないこと」が56.1％と女性にとって必要
なこと（39.9％）よりも多くなっている。

68.1

39.9

41.3

9.7

18.5

32.6

7.7

1.6

72.3

56.1

36.6

8.5

8.7

26.7

9.5

1.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

職場の上司や同僚の理解

昇進・昇格に不利益がないこと

育児休業中の給与等の一部支給

育児休業中の従業員の能力開発の支援

職場に復帰するための研修の実施

国や自治体からの経済的な支援

国や自治体による公表・表彰

その他

（％）

■育児休業制度を利用しやすくするために必要なこと（複数回答）

①女性にとって必要なこと(n=3,000)

②男性にとって必要なこと(n=3,000)

問32 全国の企業における育児休業の取得率が、女性で83.2％、男性で5.14％（※）となって

います。今後、女性が育児休業制度をさらに利用しやすくするためには、どのようなことが

必要だと思いますか？

また、今後、男性が育児休業制度をさらに利用しやすくするためには、どのようなことが

必要だと思いますか？（それぞれ３つまで選択可）

（※）平成29年度雇用均等基本調査（厚生労働省）

１．職場の上司や同僚の理解

２．制度を利用したことにより、昇進・昇格に不利益がないこと

３．育児休業中の給与等の一部支給

４．育児休業中の従業員の能力開発の支援

５．職場に復帰するための研修の実施

６．育児休業を推進する企業に対しての、国や自治体からの経済的な支援

７．育児休業を推進する企業に対しての、国や自治体による公表・表彰

８．その他

－83－



①女性が育児休業制度を利用しやすくするために必要なこと（年代別） （％）

回
答
数

（
n

）

職
場
の
上
司
や
同
僚
の
理
解

制
度
を
利
用
し
た
こ
と
に
よ
り

、

昇
進
・
昇
格
に
不
利
益
が
な
い
こ
と

育
児
休
業
中
の
給
与
等
の
一
部
支
給

育
児
休
業
中
の
従
業
員
の
能
力
開
発
の
支
援

職
場
に
復
帰
す
る
た
め
の
研
修
の
実
施

育
児
休
業
を
推
進
す
る
企
業
に
対
し
て
の

、

国
や
自
治
体
か
ら
の
経
済
的
な
支
援

育
児
休
業
を
推
進
す
る
企
業
に
対
し
て
の

、

国
や
自
治
体
に
よ
る
公
表
・
表
彰

そ
の
他

全体 3000 68.1 39.9 41.3 9.7 18.5 32.6 7.7 1.6

10代 280 64.6 45.4 43.9 8.2 15.7 26.8 9.6 1.4

20代 797 68.1 41.7 46.0 9.2 17.6 36.0 9.0 1.4

30代 810 67.3 39.3 41.2 11.4 17.4 35.9 8.0 1.7

40代 816 69.7 38.1 37.1 9.6 19.6 29.8 5.8 2.0

50代以上 297 68.7 36.7 38.0 8.1 23.6 27.6 6.7 1.0

②男性が育児休業制度を利用しやすくするために必要なこと（年代別） （％）

回
答
数

（
n

）

職
場
の
上
司
や
同
僚
の
理
解

制
度
を
利
用
し
た
こ
と
に
よ
り

、

昇
進
・
昇
格
に
不
利
益
が
な
い
こ
と

育
児
休
業
中
の
給
与
等
の
一
部
支
給

育
児
休
業
中
の
従
業
員
の
能
力
開
発
の
支
援

職
場
に
復
帰
す
る
た
め
の
研
修
の
実
施

育
児
休
業
を
推
進
す
る
企
業
に
対
し
て
の

、

国
や
自
治
体
か
ら
の
経
済
的
な
支
援

育
児
休
業
を
推
進
す
る
企
業
に
対
し
て
の

、

国
や
自
治
体
に
よ
る
公
表
・
表
彰

そ
の
他

全体 3000 72.3 56.1 36.6 8.5 8.7 26.7 9.5 1.3

10代 280 67.1 49.6 36.1 7.9 8.9 27.9 13.2 1.1

20代 797 73.1 56.8 38.6 8.5 10.2 32.9 9.5 1.1

30代 810 71.9 57.3 38.9 9.6 7.9 27.7 9.5 1.5

40代 816 75.1 55.0 34.7 8.1 6.9 21.9 8.2 1.6

50代以上 297 68.7 59.9 30.3 6.7 11.4 19.5 9.8 1.0

年
代
別

年
代
別

【年代別】
①女性が育児休業制度を利用しやすくするために必要なこと
・どの年代も「職場の上司や同僚の理解」が最も多くなっている。
・20代で「育児休業中の給与等の一部支給」が46.0％となっており、比較的多くなっている。

②男性が育児休業制度を利用しやすくするために必要なこと
・女性と同様、どの年代も「職場の上司や同僚の理解」が最も多くなっている。
・20代で「育児休業を推進する企業に対しての、国や自治体からの経済的な支援」が32.9％となっており、
比較的多くなっている。
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（5）子育てと仕事の両立のために必要だと思う制度

24.4

28.4

48.0

34.4

25.2

16.1

24.9

13.8

2.8

16.3

9.1

1.6

0.0 20.0 40.0 60.0

育児休業期間（最大２年）の更なる延長

子どもが２歳になるまで、

希望する全ての親へ育児休業期間を延長

短時間勤務制度やフレックスタイム制

残業をさせない制度

出産時の父親への休暇付与

事業所内保育施設の設置

在宅勤務制度

子育てを理由として退職した従業員の再雇用制度

子育てと仕事の両立に関する相談窓口の設置

育児休業中の給与等の一部支給

本人が希望する業務・部署への異動制度

その他

（％）

■子育てと仕事の両立のために必要だと思う制度（複数回答:n=3,000）

問33 職場において、子どもを育てながら仕事と両立ができる環境づくりを進めていく際、

あなたはどのような制度が職場にあれば、より働きやすくなると思いますか？

（３つまで選択可）

１．育児休業期間（最大２年）の更なる延長

２．子どもが２歳になるまで、希望する全ての親へ育児休業期間を延長

３．短時間勤務制度やフレックスタイム制

４．残業をさせない制度

５．出産時の父親への休暇付与

６．事業所内保育施設の設置

７．在宅勤務制度

８．子育てを理由として退職した従業員の再雇用制度

９．子育てと仕事の両立に関する相談窓口の設置

10．育児休業中の給与等の一部支給

11．本人が希望する業務・部署への異動制度

12．その他

【全体】
・子育てと仕事の両立のために必要だと思う制度は「短時間勤務制度やフレックスタイム制」が48.0％と
最も多く、次いで「残業をさせない制度」が34.4.％と続いており、働き方や勤務時間に関する内容が上
位にあがっている。
・以下、「子どもが２歳になるまで、希望する全ての親へ育児休業期間を延長」が28.4％、「出産時の父親
への休暇付与」が25.2％、「在宅勤務制度」が24.9％、「育児休業期間（最大２年）の更なる延長」が
24.4％とほぼ並んで続いている。
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■子育てと仕事の両立のために必要だと思う制度（性別、性・年代別、ライフステージ別） （％）

育
児
休
業
期
間

（
最
大
２
年

）
の
更
な
る
延
長

子
ど
も
が
２
歳
に
な
る
ま
で

、

希
望
す
る
全
て
の
親
へ
育
児
休
業
期
間
を
延
長

短
時
間
勤
務
制
度
や
フ
レ

ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

残
業
を
さ
せ
な
い
制
度

出
産
時
の
父
親
へ
の
休
暇
付
与

事
業
所
内
保
育
施
設
の
設
置

在
宅
勤
務
制
度

子
育
て
を
理
由
と
し
て
退
職
し
た
従
業
員
の

再
雇
用
制
度

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
関
す
る

相
談
窓
口
の
設
置

育
児
休
業
中
の
給
与
等
の
一
部
支
給

本
人
が
希
望
す
る
業
務
・
部
署
へ
の
異
動
制
度

そ
の
他

全体 3000 24.4 28.4 48.0 34.4 25.2 16.1 24.9 13.8 2.8 16.3 9.1 1.6

男性 1484 25.3 24.7 41.5 32.3 26.1 13.6 24.2 11.9 3.5 16.4 9.6 1.8

女性 1516 23.5 32.1 54.4 36.3 24.3 18.6 25.7 15.6 2.2 16.2 8.6 1.4

男性-10代 134 23.1 23.9 36.6 39.6 34.3 6.0 19.4 12.7 5.2 13.4 9.7 1.5

男性-20代 389 27.0 25.7 39.3 37.8 31.9 11.8 21.9 10.0 2.6 18.0 9.5 1.0

男性-30代 403 26.1 25.8 42.9 33.7 27.3 13.9 27.3 12.4 3.0 17.4 9.9 2.2

男性-40代 409 22.0 22.5 41.3 26.2 19.8 13.9 25.4 11.7 4.4 15.6 8.3 2.4

男性-50代以上 149 29.5 26.2 48.3 24.8 18.1 23.5 22.8 15.4 3.4 14.1 12.1 0.7

女性-10代 146 34.2 34.2 34.2 50.7 37.0 13.0 21.9 12.3 0.0 15.1 2.7 0.7

女性-20代 408 24.8 35.8 51.7 40.0 31.9 14.2 23.3 13.0 2.0 22.1 7.8 1.0

女性-30代 407 26.3 34.2 55.8 33.7 24.6 18.7 24.3 13.3 3.2 17.9 8.6 1.5

女性-40代 407 16.5 27.5 63.6 33.7 15.7 20.4 29.2 21.4 2.7 10.8 9.3 2.0

女性-50代以上 148 20.9 26.4 52.7 27.0 13.5 31.1 29.7 16.9 0.7 11.5 14.9 1.4

独身者 1261 25.1 27.4 45.2 34.8 27.3 12.1 25.8 12.8 2.9 16.3 8.4 1.7

夫婦のみ 302 27.2 27.8 49.3 34.8 29.8 16.6 24.8 11.3 2.6 15.2 9.3 1.7

ベビーファミリー層 728 23.9 33.1 47.8 37.9 26.2 18.5 23.1 14.8 2.7 18.7 9.2 1.4

ヤングファミリー層 250 21.2 22.8 58.4 33.2 22.0 13.2 27.6 16.4 3.6 16.0 9.6 1.2

ファミリー層 449 22.7 27.8 50.6 27.8 16.7 24.7 24.3 15.4 2.7 13.6 10.5 1.6

性
・
年
代
別

性
別

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
別

【性別】
・女性は「短時間勤務制度やフレックスタイム制」が54.4％となっており、男性（41.5％）よりも多くなっている。

【性・年代別】
・女性20代以上では「短時間勤務制度やフレックスタイム制」が50％以上と男性の同年代に比べて多く、な
かでも女性40代では63.6％と特に多くなっている。
・男女とも「残業をさせない制度」や「出産時の父親への休暇付与」は若い世代ほど、割合が多くなっている。

【ライフステージ別】
・ヤングファミリー層で「短時間勤務制度やフレックスタイム制」が58.4％となっており、特に多くなっている。
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８．保育施設等の利用について
（1）幼稚園や保育施設の利用状況

現在、子どもを

預けている
25.3%

以前、子どもを

預けたことがある
36.0%

子どもを

預けたことはない
38.6%

■幼稚園や保育施設の利用状況（n=1,437）

【子どもがいる人のみ】

問34 幼稚園や保育所、保育施設の利用状況について、お聞きします。

幼稚園や保育所、保育施設、保育サービスに子どもを預けたことがありますか？

１．現在、子どもを預けている

２．以前、子どもを預けたことがある

３．子どもを預けたことはない

【全体】
・幼稚園や保育所、保育施設の利用状況をみ
ると、「現在、子どもを預けている」が25.3％、
「以前、子どもを預けたことがある」が36.0％と
なっており、あわせて61.3％が“子どもを預けた
ことがある”と回答している。
・「子どもを預けたことはない」と回答したのは
38.6％となっており、子ども預けたことがある人
と預けたことがない人の割合は概ね6：4となっ
ている。

【地域別】
・中播磨と但馬、淡路で「現在、子どもを預けている」が30％を越えており、比較的多くなっている。
・一方、西播磨では子どもを預けたことはない」が47.0％と半数近くを占めており、他の地域に比べて多く
なっている。

23.5

25.8

21.5

26.2

27.6

31.8

20.5

31.9

20.0

30.0

34.6

32.3

33.8

35.0

43.4

37.1

32.5

48.9

50.0

40.0

41.9

41.9

44.6

38.8

28.9

31.1

47.0

19.1

30.0

30.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

神戸(n=344)

阪神南(n=217)

阪神北(n=195)

東播磨(n=214)

北播磨(n=76)

中播磨(n=151)

西播磨(n=83)

但馬(n=47)

丹波(n=50)

淡路(n=60)

■幼稚園や保育施設等の利用状況（地域別）

現在、子どもを預けている 以前、子どもを預けたことがある 子どもを預けたことはない
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（2）子どもを預けたことがある施設

【子どもを預けたことがある人のみ】

問35 子どもが利用したことのある施設等は次のうち、どれですか？（あてはまるもの全て）

１．幼稚園

２．保育所

３．認定こども園

４．地域型保育事業（小規模保育事業、家庭的保育事業、事業所内保育事業）

５．企業主導型保育事業

６．認可外の保育施設

７．ベビーシッター

８．一時預かり、ファミリー・サポート・センター等の保育サービス

９．その他

47.4

52.5

18.6

4.0

2.8

6.3

1.0

7.0

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0

幼稚園

保育所

認定こども園

地域型保育事業

企業主導型保育事業

認可外の保育施設

ベビーシッター

一時預かり、ファミリー・サポート・

センター等の保育サービス

その他

（％）

■子どもを預けたことがある施設（複数回答:n=3,000）

【全体】
・子どもが利用したことのある施設は「保育所」が52.5％と最も多く、「幼稚園」が47.4％と続いている。
・以下、「認定こども園」が18.6％と続き、「地域型保育事業」（4.0％）、「企業主導型保育事業」（2.8％）、
「認可外の保育施設」（6.3％）、「ベビーシッター」（1.0％）、「一時預かり、ファミリー・サポート・センター等
の保育サービス」（7.0％）は10％未満と少ない。
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■子どもを預けたことがある施設（地域別） （％）

回
答
数

（
n

）

幼
稚
園

保
育
所

認
定
こ
ど
も
園

地
域
型
保
育
事
業

（
小
規
模
保
育
事
業

、

家
庭
的
保
育
事
業

、
事
業
所
内
保
育
事
業

）

企
業
主
導
型
保
育
事
業

認
可
外
の
保
育
施
設

ベ
ビ
ー

シ

ッ
タ
ー

一
時
預
か
り

、
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー

ト
・

セ
ン
タ
ー

等
の
保
育
サ
ー

ビ
ス

そ
の
他

全体 882 47.4 52.5 18.6 4.0 2.8 6.3 1.0 7.0 1.1

神戸 200 54.0 49.5 15.5 4.0 4.5 6.0 1.5 6.5 1.0

阪神南 126 50.8 47.6 7.1 6.3 3.2 7.1 0.8 11.1 0.0

阪神北 108 54.6 46.3 12.0 2.8 1.9 3.7 0.9 7.4 0.9

東播磨 131 48.1 43.5 21.4 6.9 2.3 10.7 0.8 6.9 2.3

北播磨 54 27.8 64.8 31.5 1.9 0.0 5.6 0.0 5.6 1.9

中播磨 104 38.5 54.8 27.9 3.8 3.8 6.7 0.0 6.7 1.0

西播磨 44 50.0 56.8 11.4 0.0 2.3 6.8 2.3 0.0 2.3

但馬 38 47.4 68.4 42.1 0.0 0.0 0.0 0.0 5.3 2.6

丹波 35 60.0 71.4 28.6 2.9 0.0 5.7 2.9 5.7 0.0

淡路 42 19.0 69.0 14.3 2.4 4.8 4.8 2.4 9.5 0.0

地
域
別

【地域別】
・神戸や阪神北、丹波で「幼稚園」を利用した人が比較的多くなっている。
・北播磨や但馬、丹波、淡路で「保育園」を利用した人が比較的多く、丹波では「幼稚園」とともに他の
地域に比べて利用が多くなっている。
・また、但馬では「認定こども園」が42.1％となっており、比較的多くなっている。
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（3）子どもの保育所等を選ぶときに重視した点

【保育所等を利用したことがある人のみ】

問36 子どもの保育所等（幼稚園、ベビーシッター、一時預かり、ファミリー・サポート・センター等の

保育サービスを含まない）を選ぶ時に、何を重視しましたか？（３つまで選択可）

１．認可施設であること

２．公立施設であること

３．私立施設であること

４．自宅から近いこと

５．職場に近いこと

６．施設における保育の方針や特徴的な取り組み

７．職員の対応や感じが良いか

８．早朝・延長保育等の利用する時間の融通がきくか

９．休日保育を行っているか

10．建物や設備の機能や新しさ

11．病気のときでも預かることができるか

12．利用手続きが簡単か

13．その他

【全体】
・子どもの保育所等を選ぶ時に重視した点は、「自宅に近いこと」が70.8％と最も多くなっている。
・次いで「認可施設であること」が40.6％、「職員の対応や感じが良いか」が27.7％、「公立施設であるこ
と」が20.8％、「早朝・延長保育等の利用する時間の融通がきくか」が19.7％と続く。

40.6

20.8

4.1

70.8

17.9

14.7

27.7

19.7

2.7

2.4

5.8

3.1

1.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

認可施設であること

公立施設であること

私立施設であること

自宅から近いこと

職場に近いこと

施設における保育の方針や特徴的な取り組み

職員の対応や感じが良いか

早朝・延長保育等の利用する時間の融通がきくか

休日保育を行っているか

建物や設備の機能や新しさ

病気の時でも預かることができるか

利用手続きが簡単か

その他

（％）

■子どもの保育所等を選ぶときに重視した点（複数回答:n=638）
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■子どもの保育所等を選ぶ時に重視した点（性別、年代別、地域別、夫婦の就業状況別） （％）

回
答
数

（
n

）

認
可
施
設
で
あ
る
こ
と

公
立
施
設
で
あ
る
こ
と

私
立
施
設
で
あ
る
こ
と

自
宅
か
ら
近
い
こ
と

職
場
に
近
い
こ
と

施
設
に
お
け
る
保
育
の
方
針
や

特
徴
的
な
取
り
組
み

職
員
の
対
応
や
感
じ
が
良
い
か

早
朝
・
延
長
保
育
等
の
利
用
す
る

時
間
の
融
通
が
き
く
か

休
日
保
育
を
行

っ
て
い
る
か

建
物
や
設
備
の
機
能
や
新
し
さ

病
気
の
時
で
も
預
か
る
こ
と
が

で
き
る
か

利
用
手
続
き
が
簡
単
か

そ
の
他

全体 638 40.6 20.8 4.1 70.8 17.9 14.7 27.7 19.7 2.7 2.4 5.8 3.1 1.4

男性 280 42.1 23.9 6.1 67.1 13.9 15.0 21.1 19.6 3.6 2.9 5.4 2.9 1.1

女性 358 39.4 18.4 2.5 73.7 20.9 14.5 33.0 19.8 2.0 2.0 6.1 3.4 1.7

10代 6 33.3 66.7 0.0 50.0 50.0 16.7 0.0 50.0 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0

20代 69 33.3 15.9 7.2 72.5 23.2 10.1 36.2 18.8 2.9 7.2 4.3 1.4 1.4

30代 211 50.2 14.7 4.3 69.7 19.9 16.1 31.3 17.5 1.9 2.4 3.3 3.8 1.4

40代 264 37.1 23.1 3.8 71.2 14.0 16.3 24.2 19.7 3.4 1.5 6.4 2.7 1.5

50代以上 88 34.1 29.5 2.3 72.7 18.2 10.2 25.0 23.9 2.3 1.1 10.2 4.5 1.1

神戸 131 48.9 16.0 5.3 66.4 16.8 15.3 29.0 16.8 1.5 2.3 6.9 5.3 1.5

阪神南 77 42.9 16.9 6.5 80.5 15.6 18.2 35.1 22.1 2.6 0.0 2.6 2.6 1.3

阪神北 65 38.5 30.8 3.1 58.5 10.8 16.9 36.9 21.5 6.2 1.5 7.7 1.5 1.5

東播磨 91 39.6 19.8 1.1 74.7 15.4 17.6 25.3 20.9 4.4 2.2 4.4 3.3 2.2

北播磨 49 36.7 26.5 2.0 73.5 18.4 10.2 22.4 22.4 0.0 0.0 2.0 6.1 0.0

中播磨 90 40.0 16.7 5.6 73.3 24.4 12.2 27.8 14.4 3.3 3.3 2.2 2.2 1.1

西播磨 31 54.8 19.4 6.5 58.1 22.6 22.6 22.6 25.8 0.0 3.2 9.7 3.2 0.0

但馬 35 34.3 14.3 2.9 74.3 8.6 8.6 14.3 34.3 2.9 5.7 8.6 0.0 2.9

丹波 32 34.4 28.1 0.0 84.4 21.9 3.1 18.8 15.6 0.0 3.1 18.8 0.0 0.0

淡路 37 18.9 35.1 5.4 64.9 29.7 16.2 29.7 13.5 2.7 5.4 5.4 2.7 2.7

共働き世帯 417 42.4 20.6 5.5 68.1 20.1 14.6 27.6 18.9 2.9 2.4 4.3 1.7 1.2

片働き世帯 142 40.1 19.7 0.7 78.2 12.0 15.5 29.6 15.5 2.1 3.5 7.7 5.6 2.1

その他 17 29.4 35.3 11.8 82.4 0.0 11.8 23.5 23.5 0.0 0.0 11.8 0.0 0.0

夫
婦
の

就
業
状
況
別

年
代
別

地
域
別

性
別

【性別】
・女性は「職員の対応や感じが良いか」が33.0％となっており、男性（21.1％）と比べて多くなっている。

【年代別】
・30代で「認可施設であること」が50.2％となっており、他の年代に比べて多くなっている。
・20代は「職員の対応や感じが良いか」が36.2％となっており、比較的多くなっている。

【地域別】
・阪神南と丹波で「自宅から近いこと」が特に多くなっている。
・阪神南と阪神北では「職員の対応や感じが良いか」が比較的多くなっている。
・但馬では「早朝・延長保育等の利用する時間の融通がきくか」が34.3％となっており、比較的多くなって
いる。

【夫婦の就業状況別】
・片働き世帯で「自宅から近いこと」が78.2％となっており、共働き世帯（68.1％）よりも多くなっている。
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（4）保育所や保育施設に子どもを預けた際に困ったこと

【全体】
・子どもを預けた際に困ったこと、不便を感じたことは、「子どもが病気になった時に預けられない」が
54.1％と最も多く、次いで「保育料・教材費が高い」が38.9％、「休日に預けられない」が29.0％と続く。

19.7

29.0

54.1

3.9

8.0

13.2

5.3

38.9

0.6

16.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

預かってもらえる時間が短い

休日に預けられない

子どもが病気になった時に預けられない

障がいのある子どもの

受け入れ体制が整っていない

保育所や保育施設が便利な場所にない

子どもの送迎サービスがない

安全面に不安がある

保育料・教材費が高い

その他

特に困ったことはない

（％）

■保育所や保育施設に子どもを預けた際に困ったこと（複数回答：n=638）

【保育所等を利用したことがある人のみ】

問37 保育所や保育施設のサービスについて、子どもを預けた際に困ったこと、

不便を感じたことは何ですか？（３つまで選択可）

１．預かってもらえる時間が短い

２．休日に預けられない

３．子どもが病気になった時に預けられない

４．障がいのある子どもの受入れ体制が整っていない

５．保育所や保育施設が便利な場所にない

６．子どもの送迎サービスがない

７．安全面に不安がある

８．保育料・教材費が高い

９．その他

10．特に困ったことはない
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（％）

回
答
数

（
n

）

預
か

っ
て
も
ら
え
る
時
間
が
短
い

休
日
に
預
け
ら
れ
な
い

子
ど
も
が
病
気
に
な

っ
た
時
に
預
け

ら
れ
な
い

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
受
け
入
れ

体
制
が
整

っ
て
い
な
い

保
育
所
や
保
育
施
設
が
便
利
な
場
所

に
な
い

子
ど
も
の
送
迎
サ
ー

ビ
ス
が
な
い

安
全
面
に
不
安
が
あ
る

保
育
料
・
教
材
費
が
高
い

そ
の
他

特
に
困

っ
た
こ
と
は
な
い

全体 638 19.7 29.0 54.1 3.9 8.0 13.2 5.3 38.9 0.6 16.0

男性 280 21.1 31.1 44.6 5.4 9.6 12.5 7.1 37.1 0.7 13.9

女性 358 18.7 27.4 61.5 2.8 6.7 13.7 3.9 40.2 0.6 17.6

10代 6 16.7 50.0 16.7 16.7 16.7 33.3 16.7 16.7 0.0 16.7

20代 69 10.1 27.5 50.7 7.2 11.6 17.4 8.7 27.5 0.0 18.8

30代 211 18.5 26.5 52.1 3.8 8.1 10.4 6.2 46.9 0.0 14.7

40代 264 21.2 31.4 54.5 3.4 6.4 15.2 4.2 36.0 1.5 16.7

50代以上 88 26.1 27.3 62.5 2.3 9.1 9.1 3.4 38.6 0.0 14.8

神戸 131 24.4 29.8 53.4 6.1 10.7 13.0 8.4 44.3 0.0 13.7

阪神南 77 19.5 29.9 58.4 2.6 14.3 15.6 3.9 37.7 1.3 16.9

阪神北 65 24.6 27.7 50.8 4.6 10.8 6.2 6.2 41.5 0.0 12.3

東播磨 91 18.7 28.6 47.3 4.4 5.5 15.4 4.4 38.5 1.1 19.8

北播磨 49 16.3 20.4 63.3 4.1 2.0 18.4 4.1 34.7 2.0 16.3

中播磨 90 17.8 16.7 46.7 3.3 4.4 14.4 2.2 38.9 1.1 15.6

西播磨 31 29.0 45.2 67.7 6.5 9.7 19.4 9.7 25.8 0.0 9.7

但馬 35 14.3 34.3 45.7 2.9 8.6 2.9 8.6 40.0 0.0 22.9

丹波 32 12.5 28.1 59.4 0.0 3.1 9.4 3.1 28.1 0.0 21.9

淡路 37 10.8 51.4 67.6 0.0 5.4 13.5 2.7 43.2 0.0 13.5

共働き世帯 417 18.9 31.9 55.2 4.8 6.0 13.2 5.0 37.4 0.7 15.3

片働き世帯 142 20.4 20.4 45.1 2.8 13.4 10.6 7.0 45.1 0.7 21.8

その他 17 23.5 23.5 70.6 0.0 11.8 17.6 5.9 35.3 0.0 5.9

■保育所や保育施設に子どもを預けた際に困ったこと（性別、年代別、地域別、夫婦の就業状況別）

夫
婦
の

就
業
状
況
別

地
域
別

年
代
別

性
別

【性別】
・女性は「子どもが病気になった時に預けられない」が61.5％となっており、男性（44.6％）よりも多くなって
いる。

【年代別】
・30代で「保育料・教材費が高い」が46.9％となっており、他の年代に比べて多くなっている。

【地域別】
・神戸で「保育料・教材費が高い」が44.3％となっており、他の地域に比べて多くなっている。
・西播磨と淡路で「子どもが病気になった時に預けられない」と「休日に預けられない」が他の地域に比べ
て多くなっている。

【夫婦の就業状況別】
・共働き世帯では「子どもが病気になった時に預けられない」や「休日に預けられない」が比較的多くなっ
ている。
・一方、片働き世帯で「保育料・教材費が高い」が45.1％と比較的多くなっている。
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（5）現在、就学前の子どもを預けている施設

（6）幼児教育の無償化による保育所の利用意向

≪追跡調査1≫

【未就学児の子どもがいる人のみ】

追跡調査1：現在、就学前の子どもを預けている施設はどれですか？（あてはまるもの全て）

１．保育所、認定こども園、地域型・企業主導型保育事業、認可外の保育施設に預けている

２．幼稚園に預けている

３．現在、子どもは預けていない

【全体】
・未就学児がいる回答者（728人）に対
し、現在、子どもを預けている施設につ
いて、追跡調査を行い、608人から回答
を得た。
・「現在、子どもは預けていない」が
43.4％と最も多く、次いで「保育所、認
定こども園、地域型・企業主導型保育
事業、認可外の保育施設に預けてい
る」が34.5％、「幼稚園に預けている」が
24.3％となっている。

34.5

24.3

43.4

0.0 20.0 40.0 60.0

保育所等に預けている

幼稚園に預けている

現在、子どもは預けていない

（％）

■現在、就学前の子どもを預けている施設（複数回答:n=608）

≪追跡調査2≫

【現在、保育所等に預けていない人のみ】

追跡調査2：来年10月から、幼児教育の無償化が実施され、3～5歳児の幼稚園や保育所の保育料が

ともに無償化される予定です。保育料が無償化された場合、在宅での子育てや幼稚園の

利用をやめ、新規就業や勤務時間延長により、保育所を利用しようと思いますか？

１．新規就業や勤務時間延長により、保育所を利用したい

２．保育所は利用しない

３．わからない

保育所を利用したい
47.0%

保育所は利用しない
35.9%

わからない
17.1%

■幼児教育の無償化による保育所の利用意向（n=398）
【全体】
・現在、保育所等に預けていない人の中
で、無償化により保育所の利用意向を聞
くと、「新規就業や勤務時間延長により、
保育所を利用したい」が47.0％と約半数
を占めて最も多くなっている。
・次いで「保育所は利用しない」が35.9％
となっており、「わからない」が17.1％と続
く。
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41.7

37.5

41.2

38.7

60.0

51.2

67.9

87.5

81.8

75.0

42.7

48.6

45.1

32.3

20.0

27.9

21.4

12.5

16.7

15.6

13.9

13.7

29.0

20.0

20.9

10.7

18.2

8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

神戸(n=96)

阪神南(n=72)

阪神北(n=51)

東播磨(n=62)

北播磨(n=15)

中播磨(n=43)

西播磨(n=28)

但馬(n=8)

丹波(n=11)

淡路(n=12)

■幼児教育の無償化による保育所の利用意向（地域別）

保育所を利用したい 保育所は利用しない わからない

【地域別】
・神戸と阪神南、阪神北では「保育所は利用しない」が最も多くなっている。
・北播磨や西播磨、但馬、丹波、淡路では「保育所を利用したい」が比較的多くなっている。

【夫婦の就業状況別】
・共働き世帯では「保育所を利用したい」が58.5％と半数を超えており、片働き世帯（42.5％）と比べて多く
なっている。

【現在、子どもを預けている施設別】
・現在、幼稚園に預けている子どもがいる人は「保育所を利用しない」が64.2％と多く、「保育所を利用し
たい」は27.6％となっている。
・現在、子どもは預けていない人は「保育所を利用したい」が56.8％となっており、半数を超えて多くなっ
ている。

58.5

42.5

29.4

28.0

39.0

58.8

13.6

18.5

11.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

共働き世帯(n=118)

片働き世帯(n=254)

その他(n=17)

■幼児教育の無償化による保育所の利用意向（夫婦の就業状況別）

27.6

56.8

64.2

21.6

8.2

21.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

幼稚園に預けている
(n=134)

現在、

子どもは預けていない
(n=264)

■幼児教育の無償化による保育所の利用意向（現在、子どもを預けている施設別）
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（7）保育所を利用しない理由

≪追跡調査3≫

【保育所は利用しない人のみ】

追跡調査3：前問で「保育所は利用しない」とした理由はなんですか？

主な理由をひとつ選択してください。

１．働くことを希望しないから

２．子どもを転園させたくないから

３．居住する地域では保育所に入りにくいから

４．利用する幼稚園等の教育方針が魅力的だから

５．子どもを長時間預けることになるから

６．希望の働き方ができる仕事がないから

７．希望する内容の仕事がないから

８．その他

【全体】
・前問で「保育所は利用しない」と回答した143人にその理由を聞いた。
・保育所を利用しない理由は、「子どもを転園させたくないから」が25.2％と最も多く、次いで「働くことを
希望しないから」と「利用する幼稚園等の教育方針が魅力的だから」（ともに18.2％）が続いている。
・「その他」には「小学生になっているから」（8件）、「幼稚園が決まったから」（5件）、「子どもとの時間を
大切にしたいから」（2件）などがあげられている。

18.2

25.2

6.3

18.2

11.9

4.2

0.0

16.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

働くことを希望しないから

子どもを転園させたくないから

居住する地域では保育所に入りにくいから

利用する幼稚園等の教育方針が魅力的だから

子どもを長時間預けることになるから

希望の働き方ができる仕事がないから

希望する内容の仕事がないから

その他

（％）

■保育所を利用しない理由（n=143）
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（％）

回
答
数

（
n

）

働
く
こ
と
を
希
望
し
な
い
か
ら

子
ど
も
を
転
園
さ
せ
た
く
な
い
か
ら

居
住
す
る
地
域
で
は
保
育
所
に

入
り
に
く
い
か
ら

利
用
す
る
幼
稚
園
等
の
教
育
方
針
が

魅
力
的
だ
か
ら

子
ど
も
を
長
時
間
預
け
る
こ
と
に

な
る
か
ら

希
望
の
働
き
方
が
で
き
る

仕
事
が
な
い
か
ら

希
望
す
る
内
容
の
仕
事
が
な
い
か
ら

そ
の
他

全体 143 18.2 25.2 6.3 18.2 11.9 4.2 0.0 16.1

男性 54 9.3 27.8 9.3 20.4 20.4 3.7 0.0 9.3

女性 89 23.6 23.6 4.5 16.9 6.7 4.5 0.0 20.2

共働き世帯 33 9.1 33.3 12.1 15.2 9.1 6.1 0.0 15.2

片働き世帯 99 20.2 23.2 4.0 18.2 13.1 4.0 0.0 17.2

その他 10 20.0 20.0 10.0 30.0 10.0 0.0 0.0 10.0

幼稚園に預けている 86 11.6 36.0 5.8 18.6 9.3 4.7 0.0 14.0

現在、子どもは預けていない 57 28.1 8.8 7.0 17.5 15.8 3.5 0.0 19.3

■保育所を利用しない理由（性別、夫婦の就業状況別、現在、子どもを預けている施設別）

性
別

夫
婦
の

就
業
状
況
別

子
ど
も
の

預
け
先
別

【性別】
・男性は「子どもを長時間預けることになるから」が20.4％となっており、女性（6.7％）と比べて多くなって
いる。
・女性は「子どもを転園させたくないから」と並んで、「働くことを希望しないから」（ともに23.6％）が最も多
くなっている。

【夫婦の就業状況別】
・共働きの世帯では「子どもを転園させたくないから」が33.3％となっており、片働き世帯（23.2％）よりも
多くなっている。
・一方、片働き世帯では「働くことを希望しないから」が20.2％となっており、比較的多くなっている。

【現在、子どもを預けている施設別】
・幼稚園に預けている子どもがいる人は「子どもを転園させたくないから」が36.0％となっており、最も多
くなっている。
・現在、子どもを預けていない人は「働くことを希望しないから」が28.1％となっており、最も多くなってい
る。
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（8）放課後児童クラブの利用状況

現在、

利用している
6.9%

以前、

利用したことがある
15.3%

利用したことがない
77.8%

■放課後児童クラブの利用状況（n=1,437）

【全体】
・放課後児童クラブの利用状況をみると、「利
用したことがない」が77.8％と最も多くなって
いる。
・「現在、利用している」が6.9％、「以前、利用
したことがある」が15.3％となっており、現在も
含めて“利用したことがある ”はあわせて
22.2％となっている。

【地域別】
・但馬で現在も含めて“利用したことがある”（現在、利用している+以前、利用したことがある）はあわせて
34.1％となっており、比較的多くなっている。
・一方、東播磨では現在も含めて“利用したことがある”が12.2％となっており、他の地域に比べて利用が少
なくなっている。

7.8

8.8

7.7

3.3

5.3

5.3

7.2

6.4

6.0

11.7

16.3

18.4

12.8

8.9

13.2

18.5

10.8

27.7

18.0

18.3

75.9

72.8

79.5

87.9

81.6

76.2

81.9

66.0

76.0

70.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

神戸(n=344)

阪神南(n=217)

阪神北(n=195)

東播磨(n=214)

北播磨(n=76)

中播磨(n=151)

西播磨(n=83)

但馬(n=47)

丹波(n=50)

淡路(n=60)

■放課後児童クラブの利用状況（地域別）

現在、利用している 以前、利用したことがある 利用したことがない

【子どもがいる人のみ】

問38 放課後児童クラブ（学童保育）の利用状況について、お聞きします。

放課後児童クラブ（学童保育）を利用したことがありますか？

１．現在、利用している

２．以前、利用したことがある

３．利用したことがない
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（9）放課後児童クラブに子どもを預けた際に困ったこと

【全体】
・放課後児童クラブに子どもを預けた際に困ったことは、「学級閉鎖や警報発令の時は預けられな
い」が43.3％と最も多く、次いで「休日に預けられない」が37.6％、「開設時間が短い」が25.7％、「給
食・弁当（有料）の提供体制がない」が21.6％と続く。

25.7

12.9

37.6

43.3

6.6

11.6

7.2

6.0

9.4

21.6

2.8

14.1

0.0 20.0 40.0 60.0

開設時間が短い

開設場所が少ない

休日に預けられない

学級閉鎖や警報発令の時は預けられない

障がいのある子どもの受け入れ体制が整っていない

施設がせまい

運動場など遊べる場所が整っていない

安全対策や衛生対策に不安がある

夏休み等の長期休暇の開所時間が遅い

給食・弁当（有料）の提供体制がない

その他

特に困ったことはない

（％）

■放課後児童クラブに子どもを預けた際に困ったこと（複数回答：n=319）

【放課後児童クラブを利用したことがある人のみ】

問39 放課後児童クラブ（学童保育）について、子どもを預けた際に困ったこと、

不便を感じたことは何ですか？（３つまで選択可）

１．開設時間が短い

２．開設場所が少ない

３．休日に預けられない

４．学級閉鎖や警報発令の時は預けられない

５．障がいのある子どもの受入れ体制が整っていない

６．施設が狭い

７．運動場など遊べる場所が整っていない

８．安全対策や衛生対策に不安がある

９．夏休み等の長期休暇の開所時間が遅い

10．給食・弁当（有料）の提供体制がない

11．その他

12．特に困ったことはない
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■放課後児童クラブに子どもを預けた際に困ったこと（性別、地域別） （％）

回
答
数

（
n

）

開
設
時
間
が
短
い

開
設
場
所
が
少
な
い

休
日
に
預
け
ら
れ
な
い

学
級
閉
鎖
や
警
報
発
令
の
時
は
預
け
ら
れ
な
い

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
受
け
入
れ
体
制
が
整

っ
て
い
な
い

施
設
が
せ
ま
い

運
動
場
な
ど
遊
べ
る
場
所
が
整

っ
て
い
な
い

安
全
対
策
や
衛
生
対
策
に
不
安
が
あ
る

夏
休
み
等
の
長
期
休
暇
の
開
所
時
間
が
遅
い

給
食
・
弁
当

（
有
料

）
の
提
供
体
制
が
な
い

そ
の
他

特
に
困

っ
た
こ
と
は
な
い

全体 319 25.7 12.9 37.6 43.3 6.6 11.6 7.2 6.0 9.4 21.6 2.8 14.1

男性 177 28.2 18.1 39.0 29.9 8.5 6.2 4.5 7.3 7.9 13.0 1.7 19.2

女性 142 22.5 6.3 35.9 59.9 4.2 18.3 10.6 4.2 11.3 32.4 4.2 7.7

神戸 83 26.5 13.3 34.9 43.4 4.8 13.3 15.7 15.7 10.8 25.3 1.2 10.8

阪神南 59 25.4 8.5 39.0 33.9 3.4 13.6 5.1 1.7 8.5 22.0 3.4 15.3

阪神北 40 27.5 10.0 50.0 50.0 7.5 12.5 0.0 5.0 20.0 15.0 2.5 15.0

東播磨 26 19.2 15.4 34.6 38.5 15.4 11.5 0.0 3.8 15.4 19.2 3.8 15.4

北播磨 14 28.6 14.3 21.4 57.1 0.0 7.1 7.1 0.0 7.1 21.4 0.0 14.3

中播磨 36 16.7 8.3 27.8 44.4 8.3 8.3 11.1 2.8 2.8 16.7 5.6 22.2

西播磨 15 20.0 20.0 46.7 60.0 20.0 13.3 0.0 6.7 0.0 20.0 6.7 13.3

但馬 16 43.8 18.8 31.3 31.3 6.3 12.5 0.0 0.0 6.3 37.5 6.3 12.5

丹波 12 33.3 16.7 50.0 50.0 0.0 8.3 0.0 0.0 8.3 8.3 0.0 8.3

淡路 18 27.8 22.2 44.4 44.4 5.6 5.6 11.1 0.0 0.0 27.8 0.0 11.1

性
別

地
域
別

【性別】
・女性では「学級閉鎖や警報発令の時は預けられない」が59.9％と特に多く、また「給食・弁当（有料）
の提供体制がない」が32.4％と比較的多くなっている。
・男性は「休日に預けられない」が39.0％となっており、最も多くなっている。

【地域別】
・阪神南や阪神北、丹波、淡路では「学級閉鎖や警報発令の時は預けられない」と並んで、「休日に
預けられない」が最も多くなっている
・但馬では「開設時間が短い」が43.8％となっており、最も多くなっている。
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９．行政への意見・要望
（1）充実してほしい支援策

問40 兵庫県では「誰もが安心して子育てできる兵庫」の実現を目指して、取り組みを進めて

いますが、子どもを生み育てやすい社会になるために、あなたはどのような支援策を

重点的に充実してほしいと思いますか？（３つまで選択可）

【就業・出会い・結婚・妊娠・出産支援】

１．若者の就業支援

２．出会い・結婚支援

３．若者に対する職業・結婚観についての意識啓発

４．特定不妊治療への支援

５．出産に関する費用や医療費等の軽減・助成

６．出産や育児に関する相談機関の充実

【子育て支援】

７．小児医療体制の充実

８．保育所・認定こども園等の増設・充実

９．放課後児童クラブ（学童保育）の増設・充実

10．地域における子育て支援サービスの充実

11．子育てに関する情報の発信

12．子どもと一緒に集まれる場づくり

【経済的負担の軽減】

13．保育料の軽減・助成

14．子どもの医療費助成の充実

15．給付型奨学金など教育費用の軽減・助成

16．児童手当等による経済的支援の充実

【社会的移動対策】

17．住宅に関する支援

18．企業の誘致・雇用の充実

19．育児と仕事を両立するための企業への支援

【その他】

20．その他

21．特にない
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【全体】
・充実してほしい支援策は「出産費用や医療費等の軽減・助成」が31.1％、「保育所・認定こども園等の増設・充実
が28.2％、「保育料の軽減・助成」が26.7％、「若者の就業支援」が22.4％となっており、順に多くなっている。

22.4

16.1

9.9

10.8

31.1

4.7

12.3

28.2

8.7

10.3

2.8

3.5

26.7

13.8

12.5

15.6

7.9

4.9

12.3

0.7

7.9

0 10 20 30 40

【就業・出会い・結婚・妊娠・出産支援】

若者の就業支援

出会い・結婚支援

若者に対する職業・結婚観についての意識啓発

特定不妊治療への支援

出産に関する費用や医療費等の軽減・助成

出産や育児に関する相談機関の充実

【子育て支援】

小児医療体制の充実

保育所・認定こども園等の増設・充実

放課後児童クラブ（学童保育）の増設・充実

地域における子育て支援サービスの充実

子育てに関する情報の発信

子どもと一緒に集まれる場づくり

【経済的負担の軽減】

保育料の軽減・助成

子どもの医療費助成の充実

給付型奨学金など教育費用の軽減・助成

児童手当等による経済的支援の充実

【社会的移動対策】

住宅に関する支援

企業の誘致・雇用の充実

育児と仕事を両立するための企業への支援

【その他】

その他

特にない

（％）

■充実してほしい支援策（複数回答:n=3,000）
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■充実してほしい支援（性別） （％）

若
者
の
就
業
支
援

出
会
い
・
結
婚
支
援

若
者
に
対
す
る
職
業
・

結
婚
観
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発

特
定
不
妊
治
療
へ
の
支
援

出
産
に
関
す
る
費
用
や
医
療
費
等

の
軽
減
・
助
成

出
産
や
育
児
に
関
す
る

相
談
機
関
の
充
実

小
児
医
療
体
制
の
充
実

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
等
の

増
設
・
充
実

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
学
童
保
育

）
の
増
設
・
充
実

地
域
に
お
け
る
子
育
て

支
援
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
発
信

子
ど
も
と
一
緒
に

集
ま
れ
る
場
づ
く
り

全体 3000 22.4 16.1 9.9 10.8 31.1 4.7 12.3 28.2 8.7 10.3 2.8 3.5

男性 1484 26.5 21.3 12.6 7.3 25.9 3.6 11.9 23.2 6.5 11.1 2.8 2.8

女性 1516 18.3 11.0 7.2 14.2 36.2 5.7 12.7 33.0 10.9 9.6 2.8 4.1

保
育
料
の
軽
減
・
助
成

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
充
実

給
付
型
奨
学
金
な
ど

教
育
費
用
の
軽
減
・
助
成

児
童
手
当
等
に
よ
る

経
済
的
支
援
の
充
実

住
宅
に
関
す
る
支
援

企
業
の
誘
致
・
雇
用
の
充
実

育
児
と
仕
事
を
両
立
す
る

た
め
の
企
業
へ
の
支
援

全体 3000 26.7 13.8 12.5 15.6 7.9 4.9 12.3 0.7 7.9

男性 1484 24.8 13.1 12.3 13.9 8.0 5.0 9.0 0.8 10.6

女性 1516 28.6 14.5 12.8 17.2 7.8 4.8 15.5 0.7 5.2

性
別

回
答
数

（
ｎ

）

【就業・出会い・結婚・妊娠・出産支援】 【子育て支援】

回
答
数

（
ｎ

）

【経済的負担の軽減】 【社会的移動対策】 そ
の
他

特
に
な
い

性
別

【性別】
・男性は「若者の就業支援」が26.5％と最も多く、「出会い・結婚支援」が21.3％と比較的多く、就業や出会
いに関する項目で女性よりも多くみられる。
・一方、女性は「出産に関する費用や医療費等の軽減・助成」が36.2％と最も多く、また「保育所・認定こど
も園等の増設・充実」が33.0％がほぼ並んで多くなっている。
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■充実してほしい支援（性・年代別） （％）

若
者
の
就
業
支
援

出
会
い
・
結
婚
支
援

若
者
に
対
す
る
職
業
・

結
婚
観
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発

特
定
不
妊
治
療
へ
の
支
援

出
産
に
関
す
る
費
用
や
医
療
費
等

の
軽
減
・
助
成

出
産
や
育
児
に
関
す
る

相
談
機
関
の
充
実

小
児
医
療
体
制
の
充
実

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
等
の

増
設
・
充
実

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
学
童
保
育

）
の
増
設
・
充
実

地
域
に
お
け
る
子
育
て

支
援
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
発
信

子
ど
も
と
一
緒
に

集
ま
れ
る
場
づ
く
り

全体 3000 22.4 16.1 9.9 10.8 31.1 4.7 12.3 28.2 8.7 10.3 2.8 3.5

男性-10代 134 46.3 17.9 11.2 4.5 26.1 5.2 11.9 22.4 6.0 10.4 2.2 2.2

男性-20代 389 27.5 21.9 11.8 6.9 24.4 2.6 6.9 20.1 4.1 10.3 3.1 3.9

男性-30代 403 24.8 23.3 14.1 8.9 27.3 5.0 12.2 21.3 6.2 6.9 3.2 3.0

男性-40代 409 21.0 20.0 11.0 9.0 24.0 2.7 15.6 22.5 9.0 14.2 2.0 2.4

男性-50代以上 149 25.5 20.8 16.1 2.0 30.9 4.0 13.4 39.6 6.7 16.8 3.4 1.3

女性-10代 146 28.8 15.1 11.6 8.2 37.0 4.8 9.6 39.0 8.2 12.3 2.7 4.1

女性-20代 408 15.9 10.8 6.4 11.5 47.1 7.8 8.3 34.1 4.4 9.3 3.9 4.9

女性-30代 407 13.0 9.8 2.9 18.7 38.1 3.7 14.3 36.1 10.8 8.4 1.7 3.4

女性-40代 407 18.7 9.1 8.4 17.7 29.0 5.2 16.2 26.5 16.5 8.8 2.5 4.7

女性-50代以上 148 28.4 16.2 13.5 6.1 20.3 8.1 13.5 33.8 16.9 12.8 4.1 2.0

保
育
料
の
軽
減
・
助
成

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
充
実

給
付
型
奨
学
金
な
ど

教
育
費
用
の
軽
減
・
助
成

児
童
手
当
等
に
よ
る

経
済
的
支
援
の
充
実

住
宅
に
関
す
る
支
援

企
業
の
誘
致
・
雇
用
の
充
実

育
児
と
仕
事
を
両
立
す
る

た
め
の
企
業
へ
の
支
援

全体 3000 26.7 13.8 12.5 15.6 7.9 4.9 12.3 0.7 7.9

男性-10代 134 16.4 12.7 10.4 11.2 6.7 3.0 12.7 0.7 11.2

男性-20代 389 22.1 11.1 13.9 13.9 9.5 6.2 10.8 0.3 13.1

男性-30代 403 31.8 12.7 10.4 15.6 8.2 4.5 8.7 1.2 9.4

男性-40代 409 24.0 13.7 10.3 14.2 8.8 5.4 7.3 1.0 11.0

男性-50代以上 149 22.8 18.1 20.1 11.4 2.7 4.0 6.0 0.7 5.4

女性-10代 146 24.0 6.8 14.4 11.6 5.5 4.1 15.1 0.7 6.2

女性-20代 408 35.5 11.5 11.5 19.9 11.5 2.2 15.4 1.0 3.7

女性-30代 407 32.2 17.7 7.6 18.4 6.1 3.2 18.2 0.5 5.2

女性-40代 407 22.1 16.5 19.2 17.9 6.9 7.9 12.0 0.7 6.1

女性-50代以上 148 21.6 16.2 11.5 10.1 6.8 8.8 18.2 0.0 6.1

【子育て支援】回
答
数

（
ｎ

）

【就業・出会い・結婚・妊娠・出産支援】

性
・
年
代
別

回
答
数

（
ｎ

）

【経済的負担の軽減】 【社会的移動対策】 そ
の
他

特
に
な
い

性
・
年
代
別

【性・年代別】
・男性10代は「若者の就業支援」が46.3％となっており、男性のなかでも特に多くなっている。
・女性20代は「出産に関する費用や医療費等の軽減・助成」が47.1％となっており、女性のなかでも特に多
くなっている。
・男性30代と女性20～30代で「保育料の軽減・助成」が比較的多くなっている。
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■充実してほしい支援（地域別） （％）

若
者
の
就
業
支
援

出
会
い
・
結
婚
支
援

若
者
に
対
す
る
職
業
・

結
婚
観
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発

特
定
不
妊
治
療
へ
の
支
援

出
産
に
関
す
る
費
用
や
医
療
費
等

の
軽
減
・
助
成

出
産
や
育
児
に
関
す
る

相
談
機
関
の
充
実

小
児
医
療
体
制
の
充
実

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
等
の

増
設
・
充
実

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
学
童
保
育

）
の
増
設
・
充
実

地
域
に
お
け
る
子
育
て

支
援
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
発
信

子
ど
も
と
一
緒
に

集
ま
れ
る
場
づ
く
り

全体 3000 22.4 16.1 9.9 10.8 31.1 4.7 12.3 28.2 8.7 10.3 2.8 3.5

神戸 806 24.6 15.6 9.7 11.0 32.9 4.3 13.3 30.5 8.4 8.9 3.0 3.0

阪神南 505 24.6 16.0 9.1 10.7 30.9 4.8 11.7 28.7 10.9 10.5 3.0 3.2

阪神北 400 21.5 16.3 12.0 10.0 29.5 5.8 12.8 25.0 8.5 13.8 2.8 2.8

東播磨 400 19.0 15.8 9.8 11.3 31.8 4.0 8.8 29.5 7.5 10.8 1.5 5.0

北播磨 148 17.6 18.2 8.1 11.5 29.1 6.8 17.6 26.4 8.1 8.1 2.7 2.0

中播磨 301 21.9 12.6 10.0 11.3 32.9 5.6 8.3 26.2 10.6 8.3 3.0 3.7

西播磨 145 18.6 16.6 11.0 9.0 29.7 2.8 12.4 31.7 9.0 12.4 2.8 2.8

但馬 96 26.0 18.8 12.5 8.3 27.1 4.2 17.7 25.0 5.2 12.5 1.0 6.3

丹波 97 20.6 24.7 9.3 12.4 22.7 4.1 18.6 23.7 9.3 10.3 7.2 4.1

淡路 102 22.5 16.7 5.9 12.7 33.3 3.9 11.8 25.5 3.9 9.8 2.9 4.9

保
育
料
の
軽
減
・
助
成

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
充
実

給
付
型
奨
学
金
な
ど

教
育
費
用
の
軽
減
・
助
成

児
童
手
当
等
に
よ
る

経
済
的
支
援
の
充
実

住
宅
に
関
す
る
支
援

企
業
の
誘
致
・
雇
用
の
充
実

育
児
と
仕
事
を
両
立
す
る

た
め
の
企
業
へ
の
支
援

全体 3000 26.7 13.8 12.5 15.6 7.9 4.9 12.3 0.7 7.9

神戸 806 26.6 13.4 11.4 13.8 7.2 3.6 9.9 0.9 8.6

阪神南 505 26.3 16.6 13.3 18.0 6.7 4.8 11.3 0.4 7.7

阪神北 400 26.0 13.5 14.0 15.0 9.0 6.3 12.0 0.5 7.0

東播磨 400 28.5 15.0 12.8 17.8 8.8 4.0 14.8 1.3 6.0

北播磨 148 25.7 13.5 8.1 10.8 11.5 8.1 14.9 0.7 10.1

中播磨 301 23.6 12.0 13.3 15.9 10.0 4.7 11.3 0.7 10.6

西播磨 145 31.0 11.7 14.5 22.1 6.9 6.9 18.6 0.7 4.1

但馬 96 30.2 12.5 5.2 12.5 3.1 5.2 16.7 0.0 8.3

丹波 97 24.7 11.3 22.7 7.2 5.2 3.1 12.4 2.1 10.3

淡路 102 28.4 11.8 9.8 19.6 8.8 8.8 12.7 0.0 4.9

回
答
数

（
ｎ

）

【就業・出会い・結婚・妊娠・出産支援】 【子育て支援】

地
域
別

回
答
数

（
ｎ

）

【経済的負担の軽減】 【社会的移動対策】 そ
の
他

特
に
な
い

地
域
別

【地域別】
・丹波では「保育料の軽減・助成」と並んで「出会い・結婚支援」がともに24.7％となっており、最も多くなっ
ている。
・また、丹波では「給付型奨学金など教育費用の軽減・助成」が22.7％となっており、他の地域に比べて多
くなっている。
・西播磨では「児童手当等による経済的支援の充実」が22.1％となっており、比較的多くなっている。
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■充実してほしい支援（ライフステージ別） （％）

若
者
の
就
業
支
援

出
会
い
・
結
婚
支
援

若
者
に
対
す
る
職
業
・

結
婚
観
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発

特
定
不
妊
治
療
へ
の
支
援

出
産
に
関
す
る
費
用
や
医
療
費
等

の
軽
減
・
助
成

出
産
や
育
児
に
関
す
る

相
談
機
関
の
充
実

小
児
医
療
体
制
の
充
実

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
等
の

増
設
・
充
実

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
学
童
保
育

）
の
増
設
・
充
実

地
域
に
お
け
る
子
育
て

支
援
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
発
信

子
ど
も
と
一
緒
に

集
ま
れ
る
場
づ
く
り

全体 3000 22.4 16.1 9.9 10.8 31.1 4.7 12.3 28.2 8.7 10.3 2.8 3.5

独身者 1261 28.9 20.4 10.5 7.9 29.7 4.5 8.6 26.6 6.3 10.3 2.8 3.4

夫婦のみ 302 12.9 14.6 10.3 23.5 39.4 6.0 12.3 28.5 6.0 8.3 2.3 3.3

ベビーファミリー層 728 14.8 10.7 7.4 12.6 32.3 4.9 13.0 31.6 10.4 8.9 2.6 4.4

ヤングファミリー層 250 16.8 12.4 6.4 12.8 31.6 2.8 21.6 22.0 12.4 11.2 3.2 4.0

ファミリー層 449 25.8 15.8 13.8 6.2 27.6 5.1 16.5 30.3 12.9 13.6 3.3 2.0

保
育
料
の
軽
減
・
助
成

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
充
実

給
付
型
奨
学
金
な
ど

教
育
費
用
の
軽
減
・
助
成

児
童
手
当
等
に
よ
る

経
済
的
支
援
の
充
実

住
宅
に
関
す
る
支
援

企
業
の
誘
致
・
雇
用
の
充
実

育
児
と
仕
事
を
両
立
す
る

た
め
の
企
業
へ
の
支
援

全体 3000 26.7 13.8 12.5 15.6 7.9 4.9 12.3 0.7 7.9

独身者 1261 22.0 10.5 11.0 11.1 8.2 5.6 12.3 1.0 11.1

夫婦のみ 302 29.1 11.3 8.3 15.9 10.3 4.3 14.9 0.7 7.0

ベビーファミリー層 728 38.9 15.7 10.9 23.5 8.5 2.3 13.5 0.5 4.4

ヤングファミリー層 250 16.0 26.0 19.2 25.2 4.8 6.0 10.4 0.0 4.4

ファミリー層 449 25.2 15.4 18.0 10.0 6.2 6.9 9.8 0.7 6.2

回
答
数

（
ｎ

）

【就業・出会い・結婚・妊娠・出産支援】 【子育て支援】

そ
の
他

特
に
な
い

ラ
イ
フ

ス
テ
ー

ジ
別

ラ
イ
フ

ス
テ
ー

ジ
別

回
答
数

（
ｎ

）

【経済的負担の軽減】 【社会的移動対策】

【ライフステージ別】
・独身者では「出産に関する費用や医療費等の軽減･助成」（29.7％）とほぼ並んで「若者の就業支援」
（28.9％）が多くなっている。
・夫婦のみでは「出産に関する費用や医療費等の軽減・助成」（39.4％）が最も多く、また「特定不妊治療へ
の支援」が23.5％と比較的多くなっている。
・ベビーファミリー層では「保育料の軽減・助成」が38.9％と最も多く、「児童手当等による経済的支援の充
実」が23.5％と比較的多くなっている。
・また、ヤングファミリー層では「子どもの医療費助成の充実」（26.0％）と「児童手当等による経済的支援の
充実」（25.2％）が比較的多くなっている。
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（2）現在行っている支援策の評価

よ
く

や

っ
て
い
る

ま
あ
よ
く

や

っ
て
い
る

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

も
う
少
し

努
力
が
必
要

も

っ
と

努
力
が
必
要

取
り
組
み
を

知
ら
な
い

平
均
点

若者の就業支援 1.3 9.9 39.1 12.7 7.9 29.0 1.97

出会い・結婚支援 1.1 10.4 35.3 13.3 8.4 31.5 1.88

若者に対する就業・結婚観についての意識啓発 1.5 7.3 34.0 14.0 8.7 34.5 1.75

特定不妊治療への支援 1.7 7.9 32.6 13.0 10.6 34.2 1.75

出産費用や医療費等の軽減・助成 3.4 16.3 28.6 15.8 13.1 22.9 2.12

出産や育児に関する相談機関の充実 3.5 15.1 32.5 13.3 10.1 25.6 2.12

小児医療体制の充実 5.8 19.1 27.4 14.6 10.9 22.2 2.28

保育所の増設・充実 3.2 16.9 28.9 17.2 15.2 18.6 2.20

保育料の軽減・助成 3.0 11.2 30.1 16.5 17.2 22.0 2.00

放課後児童クラブの増設・充実 2.6 13.7 33.8 14.7 10.6 24.7 2.09

奨学金など教育費用の軽減・助成 2.2 9.8 30.4 15.2 16.1 26.2 1.88

児童手当等による経済的支援の充実 2.7 14.5 30.0 16.6 14.5 21.7 2.09

子育てに関する情報の発信 3.7 16.5 33.9 13.3 8.8 23.8 2.22

子どもと一緒に集まれる場づくり 3.6 18.8 32.1 12.9 9.6 23.0 2.25

仕事と子育ての両立支援 1.8 8.2 31.6 17.3 14.3 26.8 1.86

若者の社会移動対策 2.2 6.7 33.3 13.3 10.0 34.5 1.75

【※】平均点・・・「よくやっている」が5点、「まあよくやっている」が4点、「どちらともいえない」が3点、「もう少し努力が必要」が2点、

　　　「もっと努力が必要」が1点、「取り組みを知らない」が0点として加点し、平均点を算出した

問41 現在、兵庫県が行っている支援策は、評価できるものになっていますか。

次の項目（①～⑯）について、それぞれひとつずつお答えください。

①若者の就業支援

②出会い・結婚支援

③若者に対する就業・結婚観についての意識啓発

④特定不妊治療への支援

⑤出産費用や医療費等の軽減・助成

⑥出産や育児に関する相談機関の充実

⑦小児医療体制の充実

⑧保育所の増設・充実

⑨保育料の軽減・助成

⑩放課後児童クラブの増設・充実

⑪奨学金など教育費用の軽減・助成

⑫児童手当等による経済的支援の充実

⑬子育てに関する情報の発信

⑭子どもと一緒に集まれる場づくり

⑮仕事と子育ての両立支援

⑯若者の社会移動対策

１．よくやっている ２．まあよくやっている ３．どちらともいえない

４．もう少し努力が必要 ５．もっと努力が必要 ６．取り組みを知らない

【全体】
・上記①～⑯の項目についての評価をみると、平均点【※】の高い順に「小児医療体制の充実」（2.28点）や
「子どもと一緒に集まれる場づくり」（2.25点）、「子育てに関する情報の発信」（2.22点）、「保育所の増設・充実」
（2.20点）などがあげられている。
・一方で、「若者に対する就業・結婚観についての意識啓発」と「特定不妊治療への支援」、「若者の社会移動
対策」で1.75点と最低点がついており、いずれも「取り組みを知らない」が34.5％と他の項目に比べて多くなって
いる。
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（3）意見・要望【自由回答】

問42 最後に、少子化対策や子育て支援について、兵庫県や市町に取り組んでほしいことなど、

何でも結構ですので自由にご記入ください。

【全体】
・少子化対策や子育て支援について自由回答形式で聞いたところ、『社会や職場の意識・支援につい
て』の意見が709件と最も多く、なかには「子育て世代への支援、子ども手当の充実」（192件）や「経済
的支援」（122件）などが多くみられた。
・次いで『結婚・託児・子育て支援について』の意見が668件と多くなっており、その中で「託児・保育施
設の増設・充実」に関する意見が198件あがっており、単体としての意見では、最も多くなっている。
・以下、『行政への要望について』（256件）、『医療について（244件）』、『教育について』（201件）といっ
た意見が続いている。
・詳細は次頁以降を参照。

709 

668 

256 

244 

201 

22 

41 

0 300 600 900 1200

社会や職場の意識・支援について

結婚・託児・子育てについて

行政への要望について

医療について

教育について

十分、対策している、このままでよい

その他

（件）

■意見・要望【自由回答】
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■意見・要望【自由意見】（性別、性・年代別、地域別、ライフステージ別） （件）

社会や職場の意識・支援について
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

、

子
ど
も
手
当
て
の
充
実

経
済
的
支
援

所
得
を
増
や
す
・
経
済
の
活
性
化

働
き
な
が
ら
育
て
ら
れ
る
環
境
整
備

税
優
遇
措
置

雇
用
の
安
定
・
就
労
支
援

企
業
へ
の
働
き
か
け
・
支
援
が
必
要

職
場
・
企
業
の
取
り
組
み

、
理
解
が
必
要

育
児
休
業
等
が
取
得
し
や
す
い
職
場
に

在
宅
ワ
ー

ク
や
短
時
間
勤
務
な
ど

多
様
な
就
業
形
態

社
会
全
体
の
意
識
改
革
が
必
要

勤
務
時
間
の
適
正
化

住
宅
取
得
支
援
・
優
遇

男
性
の
意
識
改
革
が
必
要

地
域
の
活
性
化
・
雇
用
の
確
保

女
性
が
働
か
な
く
て
も
い
い
環
境
づ
く
り

709 192 122 59 48 45 39 36 35 35 22 21 19 17 12 4 3

男性 369 92 84 34 14 36 19 18 18 12 8 10 12 11 0 1 0

女性 340 100 38 25 34 9 20 18 17 23 14 11 7 6 12 3 3

男性-10代 31 6 11 6 1 1 3 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0

男性-20代 96 25 13 10 3 9 5 2 6 7 3 5 4 4 0 0 0

男性-30代 121 40 33 7 3 12 3 8 3 3 4 1 2 2 0 0 0

男性-40代 90 18 20 11 5 11 4 7 4 1 0 2 3 4 0 0 0

男性-50代以上 31 3 7 0 2 3 4 1 4 0 1 2 2 1 0 1 0

女性-10代 27 8 6 0 5 1 0 0 1 2 1 1 0 1 1 0 0

女性-20代 112 35 19 10 7 2 4 9 5 9 3 1 3 3 0 1 1

女性-30代 100 31 8 8 14 3 5 5 7 5 6 2 0 0 5 0 1

女性-40代 76 19 3 7 8 2 7 2 3 4 4 6 3 1 6 1 0

女性-50代以上 25 7 2 0 0 1 4 2 1 3 0 1 1 1 0 1 1

神戸 188 58 32 9 12 14 12 14 7 8 1 5 5 4 3 2 2

阪神南 125 34 24 12 4 8 7 4 6 7 9 3 3 2 2 0 0

阪神北 93 20 15 11 7 5 5 4 4 7 2 4 2 3 3 0 1

東播磨 84 26 12 10 8 5 3 4 4 1 4 0 3 2 2 0 0

北播磨 38 5 7 3 4 3 3 2 2 2 1 1 1 2 0 2 0

中播磨 76 21 11 3 4 4 5 7 6 4 2 4 3 2 0 0 0

西播磨 39 11 7 5 3 2 0 0 2 3 1 1 1 1 2 0 0

但馬 27 9 4 3 3 1 0 0 1 3 1 1 0 1 0 0 0

丹波 21 6 7 0 1 1 2 1 2 0 1 0 0 0 0 0 0

淡路 18 2 3 3 2 2 2 0 1 0 0 2 1 0 0 0 0

共働き世帯 228 70 38 16 15 15 7 9 13 13 11 4 5 4 6 1 1

片働き世帯 154 50 27 12 11 8 8 7 5 3 5 7 2 2 4 1 2

その他 11 7 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

独身者 302 62 51 30 20 21 22 19 16 19 6 9 12 11 2 2 0

夫婦のみ 75 17 18 8 3 0 4 4 2 1 5 3 4 3 3 0 0

ベビーファミリー層 194 78 30 11 15 9 5 8 10 10 8 3 0 2 3 0 2

ヤングファミリー層 55 21 8 5 3 8 0 3 0 1 2 0 2 0 2 0 0

ファミリー層 82 14 15 4 7 7 8 2 7 4 1 6 1 1 2 2 1

地
域
別

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
別

全体

性
別

性
・
年
代
別

夫
婦
の

就
業
状
況
別
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■意見・要望【自由意見】（性別、性・年代別、地域別、ライフステージ別） （件）

結婚・託児・子育てについて
託
児
・
保
育
施
設
の
増
設
・
充
実

公
園
・
遊
び
場

、
育
児
支
援
施
設
の
充
実

幼
稚
園

、
保
育
園
の
費
用
軽
減
・
無
料
化

子
育
て
相
談

、
サ
ポ
ー

ト
体
制

、

イ
ベ
ン
ト
の
充
実

産
み
育
て
た
い
と
思
え
る
環
境
づ
く
り
を

出
会
い

、
結
婚
支
援

公
平
な
支
援
を

地
域
で
育
て
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

病
児

、
障
害
児
保
育
の
充
実

学
童
保
育
の
充
実

結
婚
・
子
育
て
し
た
く
な
る
仕
掛
け

ひ
と
り
親
へ
の
支
援

668 198 87 85 59 48 48 35 32 26 22 15 13

男性 202 55 20 24 14 25 30 17 4 4 3 4 2

女性 466 143 67 61 45 23 18 18 28 22 19 11 11

男性-10代 10 2 3 0 1 1 1 0 1 0 0 0 1

男性-20代 55 11 7 6 4 4 15 5 0 1 0 2 0

男性-30代 59 16 5 7 5 10 6 5 1 2 2 0 0

男性-40代 51 14 5 10 3 8 5 4 0 0 1 0 1

男性-50代以上 27 12 0 1 1 2 3 3 2 1 0 2 0

女性-10代 19 9 4 1 0 2 0 0 1 0 0 1 1

女性-20代 118 40 17 17 15 7 6 3 4 1 1 4 3

女性-30代 154 53 28 27 10 6 6 6 4 7 5 1 1

女性-40代 124 26 15 14 15 7 5 7 9 8 11 2 5

女性-50代以上 51 15 3 2 5 1 1 2 10 6 2 3 1

神戸 165 49 23 18 13 22 14 5 6 2 4 5 4

阪神南 131 52 17 15 7 8 7 6 6 5 4 2 2

阪神北 84 25 9 9 8 6 3 6 7 3 2 4 2

東播磨 91 28 11 15 12 2 8 4 3 2 2 1 3

北播磨 33 9 7 0 1 4 4 1 2 2 1 1 1

中播磨 66 14 8 11 6 4 6 3 4 5 5 0 0

西播磨 33 5 3 7 5 1 3 4 1 3 1 0 0

但馬 22 8 0 4 3 0 0 2 0 1 1 2 1

丹波 23 5 7 3 1 1 2 1 0 1 2 0 0

淡路 20 3 2 3 3 0 1 3 3 2 0 0 0

共働き世帯 251 81 23 39 19 17 8 19 12 15 12 6 0

片働き世帯 190 57 38 33 18 10 4 8 6 7 5 3 1

その他 20 5 2 2 3 3 0 0 2 2 0 1 0

独身者 183 51 24 9 15 16 33 7 11 1 4 5 7

夫婦のみ 55 16 3 6 9 10 0 1 5 2 1 2 0

ベビーファミリー層 270 91 44 57 19 11 8 14 2 10 9 2 3

ヤングファミリー層 49 8 7 6 5 3 1 5 3 4 4 2 1

ファミリー層 111 32 9 7 11 8 6 8 11 9 4 4 2

全体

性
別

性
・
年
代
別

地
域
別

夫
婦
の

就
業
状
況
別

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
別
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■意見・要望【自由意見】（性別、性・年代別、地域別、ライフステージ別） （件）

行政への要望について 医療について
そ
の
他
の
制
度
・
支
援
の
充
実

情
報
発
信
の
充
実

安
全
・
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

税
金
を
適
切
に

公
共
交
通
機
関
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー

き
ち
ん
と
支
援
・
実
行
し
て
ほ
し
い

も

っ
と
意
見
を
聞
く

高
齢
者
へ
の
支
援
・
対
策
を
し
て
ほ
し
い

多
様
な
価
値
観
を
認
め
る

少
子
化
対
策
は
必
要
な
い

期
待
し
て
い
な
い

医
療
費
の
支
援
・
無
料
化

妊
活
・
不
妊
治
療
か
か
る
支
援
・
費
用
軽
減

出
産
に
か
か
る
支
援
・
費
用
軽
減

医
療
の
充
実

医
療
サ
ー

ビ
ス
の
地
域
差
解
消

256 74 63 46 24 12 9 9 7 5 4 3 244 134 48 32 22 8

男性 136 43 26 19 19 6 8 5 3 2 3 2 68 41 13 8 5 1

女性 120 31 37 27 5 6 1 4 4 3 1 1 176 93 35 24 17 7

男性-10代 10 5 1 0 1 0 1 1 0 0 1 0 2 2 0 0 0 0

男性-20代 45 12 10 7 6 2 4 2 1 1 0 0 9 6 1 2 0 0

男性-30代 26 6 5 5 4 1 1 1 1 1 0 1 33 18 9 4 2 0

男性-40代 37 11 6 6 5 2 2 1 1 0 2 1 20 12 3 1 3 1

男性-50代以上 18 9 4 1 3 1 0 0 0 0 0 0 4 3 0 1 0 0

女性-10代 9 3 3 2 1 0 0 0 0 0 0 0 3 2 1 0 0 0

女性-20代 38 13 11 6 2 3 0 1 0 1 0 1 37 14 4 12 4 3

女性-30代 28 6 14 2 0 2 0 1 2 0 1 0 72 36 20 6 8 2

女性-40代 40 8 9 15 2 1 1 2 1 1 0 0 54 33 10 5 4 2

女性-50代以上 5 1 0 2 0 0 0 0 1 1 0 0 10 8 0 1 1 0

神戸 69 20 20 10 9 2 4 1 1 1 0 1 73 47 12 9 5 0

阪神南 46 8 12 9 5 1 4 3 2 0 1 1 39 19 14 4 2 0

阪神北 32 10 9 4 4 2 0 0 1 1 0 1 37 17 6 7 5 2

東播磨 38 14 7 6 2 4 0 1 1 1 2 0 21 15 2 4 0 0

北播磨 11 1 3 4 0 1 0 2 0 0 0 0 11 8 2 0 1 0

中播磨 21 7 4 7 2 0 1 0 0 0 0 0 30 15 7 4 3 1

西播磨 12 4 3 2 0 1 0 1 0 1 0 0 6 4 1 0 1 0

但馬 9 4 3 1 0 0 0 0 1 0 0 0 11 4 1 1 2 3

丹波 5 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 8 2 3 1 2 0

淡路 13 5 1 2 1 1 0 0 1 1 1 0 8 3 0 2 1 2

共働き世帯 64 19 15 10 8 4 2 3 1 0 1 1 107 57 25 10 13 2

片働き世帯 66 21 13 16 3 4 1 3 2 2 1 0 92 54 13 15 6 4

その他 3 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

独身者 114 30 31 17 13 3 6 3 4 3 2 2 37 17 9 6 3 2

夫婦のみ 25 3 10 7 1 1 1 0 1 0 1 0 47 8 28 6 4 1

ベビーファミリー層 60 20 13 10 4 7 0 5 0 0 0 1 98 57 8 16 12 5

ヤングファミリー層 19 6 2 4 5 0 1 0 0 1 0 0 33 28 2 2 1 0

ファミリー層 37 14 7 8 1 1 1 1 2 1 1 0 29 24 1 2 2 0

全体

性
別

性
・
年
代
別

地
域
別

夫
婦
の

就
業
状
況
別

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
別
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（件）

教育について
教
育
費
の
支
援
・
無
料
化

学
校
教
育
の
質
の
向
上
・
要
望

保
育
士
・
教
師
の
確
保

、
待
遇
向
上

学
校
給
食
の
提
供
・
支
援

P
T
A
の
廃
止

親
へ
の
教
育
が
必
要

201 108 29 27 19 12 6 22 41

男性 75 49 11 6 3 3 3 8 25

女性 126 59 18 21 16 9 3 14 16

男性-10代 4 3 1 0 0 0 0 3 1

男性-20代 13 9 3 1 0 0 0 1 3

男性-30代 23 16 4 3 0 0 0 2 10

男性-40代 28 17 3 1 2 2 3 2 7

男性-50代以上 7 4 0 1 1 1 0 0 4

女性-10代 12 6 1 1 2 1 1 2 3

女性-20代 14 4 1 6 3 0 0 1 2

女性-30代 31 13 4 7 4 3 0 3 4

女性-40代 59 32 10 4 7 4 2 7 2

女性-50代以上 10 4 2 3 0 1 0 1 5

神戸 47 30 6 5 2 0 4 5 12

阪神南 35 12 6 9 7 1 0 3 4

阪神北 30 16 4 3 1 6 0 0 6

東播磨 45 25 3 7 4 5 1 8 9

北播磨 9 4 3 1 0 0 1 2 3

中播磨 16 11 2 0 3 0 0 0 2

西播磨 7 5 0 0 2 0 0 3 0

但馬 6 2 2 2 0 0 0 0 3

丹波 2 1 1 0 0 0 0 0 1

淡路 4 2 2 0 0 0 0 1 1

共働き世帯 71 45 7 7 6 4 2 6 13

片働き世帯 63 26 13 7 10 5 2 6 6

その他 4 1 1 1 0 1 0 0 3

独身者 52 27 7 11 3 2 2 10 18

夫婦のみ 11 4 4 1 0 1 1 2 6

ベビーファミリー層 59 24 9 11 10 4 1 3 5

ヤングファミリー層 43 31 4 0 5 3 0 3 3

ファミリー層 36 22 5 4 1 2 2 4 9

そ
の
他

夫
婦
の

就
業
状
況
別

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
別

全体

性
別

性
・
年
代
別

地
域
別

■意見・要望【自由意見】（性別、性・年代別、地域別、ライフステージ別）

十
分

、
対
策
し
て
い
る

、
こ
の
ま
ま
で
よ
い
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